
望 美 と 社 会 jJ::; 行ご

A R C HI T E C T UR E  A ND  S OC I E T Y . V OL.5 1  

特 集

デ イ ベ ロ ツ ノ f ー

1970 

日召 辛口45有三 10 



屋 根 防 水 / 地 下 防 水 / 橋 梁 防 水 に

ベルト本7t・2レヌヤ〉グ困

ご 用 命 は ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

ネ オ ・ ル ー フ ィ ン グ E B は、汗支イ本はもちろん、

気 体 の 透 過 も 許 し ま せ ん 。

札 帆 ( 株 ) 浜 漣

イtlJ T- i 日 新 盤 工 ( 株 ) 仙 台 支 j苫

点 以 高 山 工 業( 株)

点 以 ( 株 ) 三 柏 商 会

*  ｾ［Ｈ 金岡工業Ｈ株Ｉ

*  j ; ( 桑 原 建 材 ( 株 )

llr ｊＡｾ 石田建材工業Ｈ株Ｉ

時 玉 石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 J苫

栃 木 石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所

淡 水 ( 株 ) 奈 良 屋 高 J苫

茨 城 ( 株 ) 奈 良 屋 高 庖 目 立 支 l苫

的 | 湖 ( 株 ) 三 井 工 業 所

＿［ｾ＠ J: (株 ) 三 井 工 業 所 富 士 営 業 所

111 ｊｦ ｾ＠ (株 )山 形 建 材

:y，占J51 中 央 建 材 工 業 ( 株)

<i): ｩｊｾ 北川涯 青 工業Ｈ株Ｉ

有ｾ JI' 北 川 i歴 膏 工 業 ( 株) 福 井 営 業 所

ＱＺｾ＠ 111 ｾヒ川渥青工業Ｈ株 Ｉ宮 山営業所

新 潟 北 川 涯 青 工 業 ( 株 ) 新 潟 営 業 所

長 針 五 十 鈴 建 材 ( 株 )

大 似 ( 株 ) 久 保 商 I苫

大 |以 ( 株 )木 下 種 三 商 底

大 阪 高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所

大 |以 ネ オ ・ J レ ー フ イ ン グ 防 水 ( 株 )

やl' );  (株 )中 出 商 会

やl' ) ; 太 平 特 殊 工 業 ( 株 )

，tJi 十ｾ ネオ・ルーフィング防水( 株) 高松出張所

松 山 ( 株 ) 山 本 商 会

広 向 膏 E基 盤 材( 株)

1M] 山 青 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所

総 江 青 盛 建 材 ( 株 ) 山 陰 営 業 所

制 | 吊l 青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所

払¥ f，f.] ( 株 ) エ 材 社

山 崎 ( 株 ) 大 二 商 会

鹿 児 向 ( 株 ) 北 原 建 材 商 会

T E L  (0122) 26- 5  6  7  6  ( 1 : しかも 他 の 防 水 シ ー ト に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩

T E L ( 0 2 2 2 ) 2 5 - 5 4  3  ｬＨｾ＠

T E L  (03 )  251- 0  1  6  1  ( 1 : : 粍性、耐破断強度が一 段 と す ぐ れ て い ま す。

T E L  (03 )  251- 7  5  1  7  - 9 フ レキ シ ブ ル シ ー ト で す か ら 凹 凸 の 下 地 で も 施

T E L  (03 )  363 - 4  3  4  1  (に

T E L  (03 )  3 6 8 - 6 9 7 3 ・8 7 9 4 工 で き 、P C版、 A L C版、木毛版、鉄板、木材、発泡

T E L  ( 0273 ) 22- 3  3  0  j  (¥: 

T E L  ( 0488) 31 - 1  2  2  5 断 熱材など、 ほ と ん ど の 下地 材 料 に 密 着 し ま す 。

T E L (0286 ) 33- 7  6  9  7  

T E L  (0292 ) 31- 0  1  7  1 - 6  

T E L (0294 ) 22- 1  1  5  5  

T E L  (0542 ) 85- 9  1  5  1  

T E L (0545 ) 61- 1  6  8  8  

T E L  (02362 )2 - 8161， 3  - 0175  

T E L  (052 ) 251  - 3  5  4  1  (¥: 

T E L (0762 ) 41 - 1  1 3  1 (に

T E  L  (0776 )  23 - 8  8  4  7  

T E し ( 0764 )4 1- 3  2  6  1  - 2  

T Eし ( 0252 )4 5 - 7 6 8 8 - 9

T E L (02657) 2 - 7  1  8  Ｑ Ｈｾ＠

T E L  (06 )  364 - 0  2  0  6  ( 1( 

T E L  (06 )  443 - 0  1  1  5  (¥: 

T E L (06 )  364 - 9  0 1 5  

T E L  ( 06)  3 7 2 - 5 6 0 8 ・4 5 7 1

T E L ( 078)  51 - 4  5  0  1  

T E L  (078 )  5 6 - 4  0  7  3  

T E L (0878 ) 31- 6  3  3  2  

T E L  (0899 )31 - 6  2  6  1  

※ く わ し く は 下 記 の建 材 諜へ お 問 合 せ くださし、。

ネ オ ・J レーフイングシーティングイ乍業

T E L  (0822 ) 21 - 2 2 8  1 - 6  • 

T E L  (0862 ) 2 3 - 8  2  8  5  - 7  / 入 ーーー一一 一一一一一一ーー 一 一

1-+ヘ ・・・・・ Ｎ・ｾ ... ・・h ・・.・ ・
T E L ( 0852 ) 21- 9 5 5 1  / . 買入 ===・...冨田，珂‘ー .._.園田
T Eし ( 092) 2 8 - 5 5 6 6  - 8  ＯＢＧｉｃＢＢ れ二ＭＭ三 Ｎτ］ ・Ｍ］Ｍ可ｾＮＮＮＮＭ
T E L  (093 )  3 8 - 1  4  6  8 代 一一一一- - - - - - - - - -・E ・- - - - ー

本 社 / 神 戸 市長 田区浜 添 通 4 丁 目 T E  L  (078)  67 - 5  0  7  1  

T Eし (0985 ) 2 - 5 0 0 1・6 0 8 4

T E L  ( 0992) 23- 9  3  9  5 東 京 支 l苫 / T  E  L  (03)  552 - 1421 名 古 屋 支 庖 / T  E  L  (052)  262 - 3551 

福岡営業所 / T E L  (092)  29 - 5931 北海 道 出張所 / T E L  (0122)23 - 9101 
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帝 国 ホ テ ル 新 本 館 の 1000室に

大量採用された画期的な間仕切壁

乾式軽量遮音間仕切壁

⑮訊! ! J J l: I: J 遮音市- ード

KI L D壁の特徴

l  

t  

こ の 「 丸 ツ バ メ 遮 音 ボ ー ド 」 は

建 設 省 防 火 材 料 認 定 品 で す 。

( 12% ・15 % )  . .. . ".・ e 不 燃 材 料

( 認定No.l 011 )  

(  9 % ) ・・・ ー ーー ー .，掌 不 燃 材 料

( 認定No2001 )  

圃ー・4

- t 舟ー

。遮音性大 。軽量 。防火性大 @ 仕上げ自 由

。配線配管自由 。抽工簡単 。工期短縮

。変位対応性大

KI L D壁の遮音性能

遮 音 { 直 49デシベル( コンクリー卜 176市厚相当 )

重 量 63kg/m2  ( コンクリート 400kg/m2)

‘ K I L D壁の用途

。高層ホテル 。集合住宅( 7 ' ンション) 。病 院

。会議室 。学校 などの間仕切壁に最適

* ζ 一報次第カ タログ進呈 ・但し、氏名、住所、勤務4与を必ずご明記下さい *

ホ ー ド 製 造

@三井素足化学( 株)

本 社 l〒 l∞) w. 点目11 T- ｻｾ川 ｬ 王 ￭ＡＧｾ が ｬ 見 ｊ Ii'，l が|弘l ピル

ｾￚＺ， ｩｦ［＠ (03)  Ｕ ＸＱ ＭＶ ＱＱＱ ＨＧ ｫｻｾ Ｉ＠

支 唐 人 阪 ・ れ rti J;{ .  t.' ， ' ， 凋 ・ + L 帆

製"-- ｾＭ ・ ， ￫ ￕＧＺ ' liit 1  

lJI 株式会社マ凶手凶

本 社 (干 542) 大 阪 市 南 区 日 本 l.re筋 3 - 2  

';{t自治 (06)  632ー 1  1  5  1  (代)

東 京 営 蝶 所 (=r 136) 東 京 都 江 東 区 ((1 戸 2 - 3  - 17 

¥Ii.，ff; (03)  682- 3  2  4  1  ( 代)

名古屋出張所 Ｈ 干 ＴＶＰ Ｉ 名古 ｾｩｬ￯ 中区宮前町 Ｔ - 16 東海食料ビル

¥Ii.;i f; (052)  262- 6  7  7  1  (代)

福 岡 出 張 所 ( =r 812) 福 岡 市 博 多 駅 東 1 - 12- 26 岩瀬ピル

Ｇｩ ｬｉ［ｾ 丹 Ｈ ＰＹＲ Ｉ 43- 4  3  5  6  

札 幌 駐 在 所 (干 060) 札 脱 di 北 ェ 粂 * 5 - 5 ￯ｾ 佐 ビル

dι 品 (0122) 26 - 3  1  8  1  
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日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 ー

ｾ＠ i 建築データシート 」の編集終結について

日本建築協会創立50周年記念事業のーっとして，去る昭和43年 3 月より「建築と社会」の附録として毎月刊行を続けてきた「建築データシート」も 9

月現在で 532 シートを数えるに至りました。乙れは偏 IC建築データシート編集委員各位の並々ならぬ尽力と，会員をはじめ協会をあげての絶えぎると支

援の賜であると深く感謝している次第であります。乙のようなデータシートは過去において既に幾度か企画されて，仲々実現し得なかったものであり，

よくもこ乙まで続けられ，略予定の目標数IC到達し得たものであると驚嘆せざるを得ません。

そこでいよいよ50周年記念事業としてのデータシートの編集も好評を博しながら来る 11月を以て一応終結する乙とになりました。そしてとの時点にお

きまして今迄の刊行シートの残部数を整備して合本シートとして別に希望者 IC有料頒布をいたします。更にまた終結後のデータシートの取扱いについて

は，改訂 ・増補を行うために，新たに「建築データシート委員会J ( 仮称) を設けて今後も継続して，データシート が発行され，永くデータとしての利

用が図られる予定でありますととをど報告申しあげる次第であります。( 詳細は次号からの会告を書照下さい〉

‘ 光悦寺の茶室見学の会

乙の見学会は10月lζ 催しました妙喜庵並び'IC水無瀬神宮の茶室見学に

続いて同じく本会の名誉正会員で茶室の権威である岡田孝男先生にお願

いして，そのど案内により催す乙とにいたしました。

見学する茶室大虚庵，三寂軒，騎牛庵，本阿弥庵

徳友庵，三巴亭など

洛北， J . I 語ガ峰は元和元年 ( 1615) 本阿弥、光悦が徳川家康より拝領し

て，芸術家村を経営した所です。現在光悦寺の境内には上記の茶室が散

在してあり，大部分は大正年聞に建ったものです。丁度11月13日から例

年の光悦寺会の大茶会がありますので，その前IC折柄の北山の紅葉IC映

えるとれらの茶室を見学します。

日 時 11月 7 日( 土) 14. 00 ( 集合) →17. ∞( 解散〕

集合場所 京都市北区鷹ガ峰光悦町，光悦寺門前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃各自負担… 一京阪淀屋橋より往復310円)

12. 20京阪電車淀屋橋発特急乗車京都三条下車市バス玄琢行

IC乗り「騰ガ峰源光庵前」下車l∞m

案 内 者 帝塚山学院大学教綬工学博士岡田孝男氏

定 員 30名

会 費 2∞円 ( 参観料)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚 1名限りとし，氏名 ・

勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上，10月25日までに事業課へ。

たたし定員を超過したときは抽せん lζ て決定しど通知いたし

ます。

4 朝日放送本社と大阪タワーの見学会

乙の建物は第 9 回( 1968) 建築業協会党をうけられたもので，大成建設

大阪支j苫のど斡旋と朝日放送のど厚意により見学するととになりまし

Tこ。

日 時 11月13日( 金) 15. ∞ ( 集会) →17. ∞ ( 解散〉

集会場所 朝日放送本社玄関前 ・目標会旗

( 但大阪市大淀区大淀町，ホテ J レプラザ北側)

建 築 概 要 建 築 主 朝 日 放 送 株 式 会 社

所 在 地 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 2 丁目 2

【電話 458- 5321 ( 大代表) 】

設計施工大成建設株式会社

敷地面積 14，265nf  

建築面積 ム105nf

延 床 面 積 社 屋 29，553rrf 

大阪タワ ー 757rrf 

計 30，310nf  

建築データシート編集委員会

委 員 畏 中 原 茂

構 造 規 模 社 屋 S R C造地下 2 階 地上 9 階 塔 屋 3 階

大阪タワ ー S 造 地 上5 階

展望室 101 ，820m 

最高部 158，1∞m 

工 期 昭 和39年 9 月→昭和41年 5 月

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきには 1枚に l 名限りとし ，氏

名，勤務先名および所在地，役職，連絡電話番号，返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上10月31 日までに事業課へ。

ただし定員を超過 したときは抽せん ICて決定し，ど通知いた

します。

4 信楽の近江化学陶器( 株) のタイル工場そ

の他見会学

昭和35年4 月信楽町の招待をうけ本会の役員，委員の見学と懇親の会

IC，町をあげての歓迎をうけた乙とは，今もなお記憶にあり感謝してお

りますが，今回事業委員の平田作太郎氏の斡旋でω年振りに陶器の町，

信楽の見学会を催す とと にいたしました。

日 時 11月28日 ( 土) 13.40 ( 集合) →17. 30 ( 解散)

集合場所 国鉄石山駅前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃各自負担… … 国鉄大阪より往復480円〉

往 12. 40国電大阪発上り米原行快速乗車→13.36石山着

復 17. 40 11 石山発下り赤穂行 11 11 → [8. 39大阪着

見学場所 滋賀県甲賀郡信楽町〔電話信楽 (074882) ＵＰＱｾＵＰＳＩ＠

f J  程

定 員

申 込

近江化学陶器株式会社( タイル工場〉

近江化学のご厚窓 lとよりタイノレ工場見学後それぞれ陶器の下

絵付をして，焼き上りものを土産品として後日，本会へま と

めて送っていただく乙とになっております。

13. 40 石山発近江化学より出迎えのパスに乗車

14.40 近江化学着

14.40-→16. 30 近江化学タイル工場・窯業試験所・信楽観光

会館の見学

16. 30 信楽町発パスに乗車

17. 30 国鉄石山駅着 ・解散

50名

往復はがきに限ります。はがきには 1枚IC: 1  :名限りとし，氏

名 ・勤務先名 ・役職名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用

宛名 ・郵便番号を記入の上11 .13 15日まで' IC事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せんにて決定し，ど通知いた

します。
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一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

....'71年版会員名簿発行についてお願い

本会におきましては今冬下記のとおり会員名簿を発行すべく準備を進

めておりますが，最近の物価高や人手不足による人件費の漸増などによ

り従来どおり無料配布は困難な状況となりました。

つきましては去る 8 月27日開催の定例理事会においては乙の問題を慎

重に審議の結果，不本意ながら正会員各位に対して金 2∞円也の名簿負

担金を拠出願う乙とを議決いたしました。

出費ど多端の折柄まことに恐縮とは存じますが，何卒事情ど諒察の上

ど協力下さいますようお願い申し上げます。

記

・体裁 B 5 版 550頁 本 文 上 質 紙

・発行 12，0∞部

・内容 a. 本会の組織，全会員( 氏名 ・卒業校および年次 ・勤務先 ・

現住所)

b. 建築関係官公庁・ 学校 ・研究機関 ・団体・建築設計事務所

・建設業 ・建材 ・設備 ・各種工事業

・配布 正会員( 個人 ・団体) ，諸官庁，広告掲載会社

・定 価 金6∞円

準会員でど希望の方は金 300 円を添へ10月 3 日までに事務局へ

お申込み下さい。

万国博ニュース川川

「日本建築学会万国博特別賞」決まる

日本建築学会では，毎年建築に関する学術・芸術・技術の進歩向上を

はかるため，優秀な業績に対して「日本建築学会賞」を設けているが，

今年は万国博の建築ならびに，諸施設に対して別に特別賞を設けて表彰

した。受賞作は下記の通り。なお表彰式は 9 月 4 日( 金) に万博会場の

エキ スポクラフe で行われた。

【建築作品】

1 > 日本万国博覧会カナダ館=Ar t hur Er i ckson.  Gef f r ey Mas s ey  

b 日本万国侍覧会チェコスロパキア館=Vl adi mi r PaI1a. Vi kor  R  

udi s. Al es  J encek 

1 > 白本万国博覧会スイス館=Wi l l i Wal t ar  

カナダ館 チェコスロパキア館

4  

‘ 11 回関西都市・住宅会議

本年度の関西都市住宅会主義を下記の通り開きます。

テ ー マ 「地価安定策ぞ採る」

日 時 10月20日 ( 火) 午後 l 時- 5 時

場 所 朝 日生命ホー J レ( 大阪市東区高麗橋筋)

講 師 ・京都大学助教授 三 村 浩 史 氏

( パネ ラー) ( 研究者の立場から)

主旨・内容

. 建 望 書 匙 鳴 弘 早 川 和 男 氏

. 建設省住宅局 捕

宅地政策線長補佐 帆

( 同 上

宏明氏『司会』

( 行政の立場から〉

. 住 友 信 託 繁L産 銘 長 芝 川 敦氏

( 不動産 ・金融業界の立場から)

・朝 日 新 聞 翠 討 主 幹 浜 崎 則 雄 氏

( ジャ ーナリストの立場から)

各界の土地問題の権威者に ζ 出席願い，今後の地価の動

向，地域安定策への提言等について多角的に討議して頂き，

会員および一般府民の啓蒙をはかる。

〈共催) 大阪住宅建設促進協議会 ・大阪建設業協会 ・大阪市街地再開発促進協議会 ・社間法人

大阪府建築士会 ・社団法人日本建築協会・社団法人日本建築材料協会・日本建築家協

会関西支郎 ・日本建築学会近畿支部

〈後復) 朝日新聞社

【建築業績】

じ〉日本万国博覧会会場建設推進と施工管理= 日本万国博覧会協会建設部

代表山本康雄氏，日本万国博覧会建設促進協力会代表七海実氏

じ〉日本万国博覧会基幹施設のレイアウト= 丹下健三，神谷宏治，磯崎新

川崎清，大高正人，加藤邦男 ，好川博，杉重彦，福田朝生，上回篤，

菊竹清訓，指宿真智雄，彦谷邦一，曽根幸一，根津耕一郎，尾島俊雄

の各氏。

じ〉日本万国博覧会お祭り広場大屋根の構造設計と施工技術= 坪井善勝，

平田定男，川 口衛の各氏と阪大林組，問〈竹中工務庖 ，胞〈藤田組，新日

本製鉄版。
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「空間防衛」という使命を果たすために

カマチの設計ひとつにも細心の注意が払われました

たとえ断熱ガラスを使 って

も、サ ッシ部分は無防備だ

った ものに対し、エルミン

窓は障子、枠ともに断熱材

ネオフ。レーンによ って内 ・

外側が完全に絶縁されてい

ます 。外気熱の影響はほぼ

完全に シャッ トアウトでき

ました 。その結果、空調コ

ストの大巾なダウンをお約

束できます 。

‘  

. 大型窓が180 度ダイナミ ッ . 外部の騒音を侵入させま

クに横軸回転 せん

清掃の時は障子部分を 180度反転させること 二重ガラス 、気密構造、 断熱情造、特殊な引

ができます。ガラスの外面も室内側 』 きつけ型のロ ックなどエルミン窓の特長のす

から手軽に安全に拭けるわけです 。 -----. 喝ミ-. . . . . ，，_ べてが、高い遮音性能に結びつきま

都会のビルではこの独特の機構が |  す。外部の騒音ほほとんど気になり

・どんなに大きな経済的メリ ッ 卜を J d -ーー ません。

- ｾｾーーーーＭー ＭＭーーー
生みだすか知れませんo ｾみグ ｟Ｂ Ｎ ｾ＠

S  も ち ろ ん … … な 名 ζ 乙ニエ/

ロ ックで固定します。エルミン 窓

は最大高2200弘、最大巾 3000
m
/
m、

最大面積4. 3ばという大型窓の製

作が可能。この場合も気密性、

断熱性、遮蔽性能の良さは変りません。

ブ ラ イ ン ド 内 蔵 ア ル ミ 二 重 窓

工 ｪｾ 三ヨ羅

精度の高い規格

品カ寺前し去す

高い精度こそ窓の生命

工ルミ ン窓は枠材の組立

てからグレージングまで

一貫して工場で行なわ れ

ます 特殊なベンデ イン

クマシソと H ンチンクマ

シンの使用 により窓の精

度は抜群 それぞれ完全

な互換性を持 っています

ｾ｛ｌｾ ｾｾｾ＠

ｷｭｾ 回目 ｗ

エルミ ン窓の性能比較褒

曹の縄踊 エルミン君 普通の 複層ガラス串

アルミサ ヲシ 内外 6圃 が う え

内外 6・ガラス 一覗ガラス 6・ i ! i 間空il -'f 6・

S頃 日 7 ルミ断熱，t 7 ルミ仲 7 ルミ 仲

! ! . 買溝E解

If ヲA 薗 2.6  5. 8  3.0  

Kcal /  

m' + 'C 軍 全 体 2.8  6. 1  3. 9  

車姦係強

λ ラ y ト1'1嵯" . 外国 し O.  Ｓｾ＠ 0. 64 0. 57 

λ ラ J トの色11111目色

ブラインド内雌 内側プラインド 内開プライ J ド

自射による冷耳負荷

j t純 35・41'

210 384 342 

". ， ";1:< 811 

i¥cal / m" h  

通! I .

m'  / h' m 鳳 必IOm/ stc 0. 20 0. 37 

C- 0. 8 風 迎20m/ 里 町 0.38 1. 05 

，¥館院側

遁 音色縦

必通111朱 5帥 % 3. 29 27 

d B 20個 %
.， 

30 32 

i l i t. 偽情

国

U

日本工ルミンサッシ株式会社 本 社 東京都千代田区岩本町| 丁目 11番 2 号(三泉ビル ) TEL 861 ー 1891 ( 代表)

大阪営業所 大阪市西区京町堀 l の125 (東洋ビル) T  E  L  441 - 1979 (直通)443- 1461 ( ピル交換)
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

ＧｩＧｴｾ止うとの Ｑｾ ｦＮＺ ＧＺＱ を ｪ［ ｦＮｾ ちして む リます

く〉 法 令 解 説

都市計画施設等の区域内における

建築等の制限について

長11市計問地設等の区域内における往築等の制

限は、新自11市計画法の地行( 昭和44年 6 月14 日)

ったIR域

それ ぞれのi支階 と制限は図 l のごと くな ります。

〈計岡氏域内 の池築制限〉

ml di ，i ! 岡地設 ( 法ti ' ¥l l 条m l l J [ に各号に掲げ

る地訟で都市計画において決定されたも の) ま

たは市街地開発事業 Ｈ 土地区阿ｾＮＧ，ｾｾ ＧｦｾｊｴＡ、新住

宅市街地 ｉｊ ｦＮ ｊ 発 Ｇ ｊ Ｇ［Ｇｾ 位、工業団地泣ｊｪた ｪ 工業、市街 地

再開発事業など ) の地行区域|λl にお いては、法

第 ＵＳ 粂 の 建築 の ［ｉｾｊ 限があり、建築物 の 新築、 ｊ 哲

築、改築、移転について制限をうけます。 この

制限は、r . l 1市計岡地設等の区域内における建築

この場介、処w : を fた11: されたむ のは、 「上地

の利用に お しい支附を きたす」 ことを旦I! 由とし

て、知 Ｇ ｊ ｾ ( 貝取r t Wの1' 111三万の定められている

ときはその者) に対して土地貝取りの lド出をす

るこ とがで きる( 法; ; 0;56条) ことになっています。

申出をうけた知事等が、そ の上地を ri 取らな

か っ た場合には、当然 の ことなが ら 、 建 築 ｾ［ ａｩ ｟ ､ Ｍ ｟

はできず、法m53条のJ午可をすることになりま丸

都市計阿・J'; 業の促進をはかるためには 、公共

団体は、 ri 取りの財源を用意し、 fl ' 1 極的にこの

法第55粂の土地の指定を行ない、用地の確保を

行為にかかるも の であり、敷地が区域内にかか はかる こ とが必要であ ろう と巧・えます。

っていても 、 主ｊＡ［ｾ行為が区域 外 で行なわれるも 〈事 業地内 て' の建築等の制限〉

のは詐可を婆しません。 都市計画地設等について法第 ＶＲ 条 の ・ｪ｜ Ｍ ｾ の 認

J午可の基準 ( 法 m54粂) は、 巾請にかかる主主 可のあった区域内の土地では、 事業地行 の障害

築物に つい て、 となるおそれのある次の行為については知 'J ';' の

イ 者11市計画に j庖令し てい るとき 許可 ( 法貨165条) を必要とします。

口 当該建築物が次の姿1 ' 1 ' 1 こ該当し、か つ、 イ 土地の形質の変更

と同時にｻ仰いている ｩｬ ， ｬ ｬｉｾ民ですが、法第 ＵＵ 条の土 谷易 に移転除去{I ができると認められるとき

地の指定に i半う取扱いなど、事業計固め進展に 1)  1; 管数が 2 以下で地階を有しな いこと

f' l ' う制限についてふれてみた い と思います。 2) 主要防法官11が木造、 鉄什造、コ ンク リ

〈 都市計画 Ｇ ｊ ￏＭｾ の 推移と制限 の 内容 〉 ー トプロック 泣そ の他獄似の構造であ る

都市計画 事業は、 紋初に 自11市計阿決定を受け、 こと

次に 'J_¥.; 監の認、可を受けて工 事に7 { j : 下、事業完了 これ らの要 件 li 、行11 rlT計同施設等の区域内に挫

1. 

という *1過をとるも のでありますカヘ i制限 の }J

も、事業実施の 目途に応じて次のよ うな段階が

あり、建築行為、土地，建物の完只に ついて の制

限を設けています。

イ 都市計画地設、 または市街地開発事業で、

法第20粂の都市計画の決定の告示 があ った

区域

ロ 都市計園地設の区威内 の土地で、事業化

の 目途によ って特に制限を強化するため法

第55粂の指定のあった区域または市街地開

発事業 ( 土地区画士任理事業を |徐 < ) の地行

区域( r 事業予定地」という )

ハ ロ の「 ‘ ｊ Ｚ［ｾ 予定地 」の うち、特に土地 の 先

ri ぃ制限 のある旨 の法第57条第] 項の公侍

のあった区域

ニ r.f l 市計画地設または市街地n日発事業に つ

いて法 ｕ｜ＶＲ 条 の Ｇ ｊ ｾｾ 認可 の 特示 の あ っ た区

j或(r ，J'; %.1也」という )

ホ ニの「 ーlト業地」のうち 、上地主主物に ついて

の 先只 ｩｬｾ Ｑｉ決 の ある ｆｔ の 法 ｭ ＶＶ 条 の公背のあ

図 - 1

築される建築物またはそ の部分について 適用

れる ものです。

造

ン

ト

コ

一

"

筋

リ

骨

鉄

ク

明

一

団

Y
「

!

日

:

 

鉄

明

図 A 、B いずれも斜線部分が許可の要件にあ

っておれば良 いわけです。，11i 11ij 決定がされた時、

すでに存する往築物 の Ｑｦ ｴ 改築 の Ｎｲ ｾｪ 令には、当該

1ft改築古| 目ゆが汗 "Tの要件にあ っておれば良〈、

既存苦11分にはi l J ll 阪はおよびません。

〈 ・ ｊ Ｇ［ｾ 予定地内 の ｊ 午可 の 特例 〉

ｲＮｬ ｬ､ｪｾｦ Ｍ ｪ￭ｉｩｪ地 設ｾ Ｑｦ の 区威内 のう ち、事業化 の 目

ロ 建 築 物 F溺: 築

ハ 丞五}: 5 トン以 上の物1' 1'の設泣または殿町i

ただし、こ の・J'; 業認可後の11，11限のう ち、土地区

画務理 Ｇｲｾ ［ 柱、ならびに都市再開発事業について

は、特例として、それぞれ、土地区間務旦Il 法第

76糸、有I1市再開発法m6 6粂の規定により規制lを

うけるこ とになっています。

(  'Ji - 業予定地内の土地の; 寛政制限〉

市街化区域内 の/il l r l m岡崎設のう ち法第55条

の 指定 の あ っ た区減、も しく は、市街地開発 Ｇ ｊ ｾ

;{!; の地行区成の うち、法第57粂の公件、な らび

に関係権利者への 周知Jl l ift を終 え、公併の 日か

ら10 日を経過した場合には、土地淡波について

先買 いの 制限が働きます 。 ｩｬｾｊ 1恨の内符は、 'Ji - $

予定地内のよ地を有償で議j皮しようとする者は、

気 ｉＧｊ ＧｪＺ等に届出なければなりません 。 同 ｮｾ をうけ

た知 I' J'; 等は、 30 日以内に口取る べ き行 を通知1し

たときは、原: 1 ' ，人 と主II 'J:; 之?と のnnに2211が成立

した L の とみなされま す。

この場合、土地と縫物をあわせて，ill 波する場

令、または建物 の みをＢ員自立する場合 ｬ ーはＱｉｾＱｉ被を

うけません。

( 'JI - 業地内 の」ゴ出建物等の"真iJ主制限〉

mlrlT計画 ι) '; 業の認可のあった区域で、法第66

粂 の 公告ならびに周知 Ｑ Ｑ Ｑｾ ｾ L a を終え、公舎の 日か

ら10 日を経過した場合には、土地位物等の有償

途があ り、制限を強化する必袋があるときは 、 譲渡について先貝い の制限が働きます。

知事は、 特定の土地 を指定 ( 法第55 'J¥; 住地l人lの先 X:.( い11，11 1 ¥以では、事業予定地l人l の

粂) し、そ の区域内では計阿決定の iljill 阪と異なり、土地、土地 及ぴ建物、建物 (工

• 

、・

r

i

l

l

-

-

Jミ

B

E

B

E

E

-

-

、

限

割
削

W築遮

完 段階でも全面的に主J ! ; 築を祭 tIこでき、

7  用1t ! l の石在{ 呆ができることにな ってい

ます。

この制限強化ができる区域は 、

イ 都市計画地設の区域内 の土地

て¥知I' J>; が指定し、公告した区域

口 市街地開発事業の施行区域

( 区画監理事業 を除 <)

で、これら の事業ニ予定地の区域内で

は、法m5 4粂の許可恭準に迎合して

いてむ、法自P ; 53条の許可をしないこ

とカずできることにな っています。

ｉ ｾ 法第 ＶＵ 条の制限

作物) いずれも有償譲波する場合 にはすべて制

限が働きます。制限wlnn等ーの内: g: は 'J'; 業予定地

内の場合の全 〈同様です。

大阪府下では、現在法 ｾＢ｜ＵＵ 条 の 土地 の 指定 の

ある区域は 、

ｏ ＺＡｊ ｾ 都市計画公園 、 大仙公園 の一 吉 ＱＱ

0 枚方都市計画道路、 三矢線 のー市11

0 羽曳里子都市計画道路、 J R) c塚兵隊総の一吉11

0 門真都市計画道路、大和国駅三' l l:h線の - i'il 1

となっています。

( 大阪 I(. I' ¥! 枇 il; 片田俊彦)
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常温で使えるアスファルトの

コυコトコート

屋 根 防 水 工 事 に

世界各地で40年聞の実績があり 、

その安全性には定評があります。

床 工 事 に

セメン卜、砂、砕石と混合した

独特の床で、 一例をあげると各

地日本専売公社の倉庫の床に採

用されております。

・ 施 工 特 約l吉

福 高 工 業 札 幌 ( 56) 3217

陽 光 建 設 仙 台 ( 22) 6278

東 京 ( 268) 4929

シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 東 京 ( 562) 4646

大 阪 ( 303) 7131

福 岡 ( 77) 1961 

名 建 商 会 名 古 屋 ( 261) 3671

ビ チ ュ メ ン 興 業 名 古 屋 ( 762) 1185

日 建 エ 材 福 岡 ( 75) 7752

シェル石油土木建設部

東 京都 千 代 田 区 霞 が 関 3 - 2 - 5 T E L( 580 ) Ol l l 大 代表

己IJL眉i自

ｾ＠

.t 

• • 

‘ a  
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工期の短縮 に大きくプラス

断熱性能も良好

画期的な 施工法

仕上げ厚は僅かの 45明z

ｾ＠ '"・

ー一ーー・・『

同 酬 晶 画 越 田 曹 唖 哩 ・ 圃 胴 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃

日 本 ユ ニ パ ッ ク 本 社

ユニパートの姉妹 品が

誕 生しました

「モデュウオール」

新しい 壁 面 仕 上 げ 材 で す

予三MODU- WALu

回目

目指' ‘ ー字f ショ: ; ，株式会組

本 社 '!! 103 車 京 国 中 失 区 日 小 崎正 p 叫 3 7  T E L  (272 ) 2 0  I  I  ( ft)  

工場 市 243r03 押華川県宝ゆ l s '".t 川町中ぷ注古 T E L 04日 (85) 0462，代J

総 販 売 庖 三 井 物 産 犠j 三 菱 商 事 嚇J 住 友 商 事 悌)

製 造

目減宮Ｎヲイヨ，ＮｾＮｉ器撤式会担
Ｎ ｬＮｾ 名時人向よ カ タ ロ グ を ζ 岬 京 〈たさ 、

9  



読者の頁

投稿をお まちしており ます。掲載の

分には規定の稿料を差上げま す。

口特集「建築家の課題と責任」を

読んで

本誌、 8 月号で r]建築家の諜題と責任」がテー

＿とし特集された。 ｊｉｾｊ 主をえた編集ではあるが、

問題が問題であるだけに論点が不明雄になりや

すい。 r1 . 建築家」というのが、そもそもどのよう

な職経の人/ : ¥1 を帰すのかが判明しないし、それ

をしばらくおくとしても、このようが e 題従起

がL 、かなる ;/ki 兄のもとになされているかという

基本的な検討をあいまいにしておくと、おざな

りの裂領主必に主ってしまう。日 ＱｴｾＮ の業務をと

おして、また日常生活の休験から，建築 |長j係者が

常に感じていることを情報交換し、問題点を摘

出することは大切なことであるが、たんに情報

を悩報として受けとっている| 浪りでは現象のう

わっ面を詰いまわる現象論にとどまる。

者/1市問題 ・住宅問題 ・公害問題 交通災害と、

われわれの生活環境悪化・非人間l化の現状を目

前にして、 il/t もこの現状を -，'j- 定することができ

ない。それではこのような現状は誰がっくり出

したのか。当然のこととしてその責任の所在が

問われる のである。あきらかにこの状 況は天災

ではなくして人災だからである。

社会が生産、流通、消費部門の有機体として

運動している以上、この三者の総合的な計画

f，Jt.J必がおこなわれない JI寺、この間にやifi 々の歪み

がとi三じてくる。エコノミ 1 1 ・アニマ J レに象徴

されるわが佳! の状況は、生産昔/1門の私的性格が

独走し、他部門との協調 ・調弦をうち1政ってい

る。ここには A T S な どないのである 。 生産者11

門の独走を「高度経済成長」と JI乎び、政府は生

産官/IP'/ - Ｑ［ＱＭ、的 ｾＱ｜ ，li 企業に援助してきた。その矛

盾の車古来として、われわれの生活空! 日lの非人間

イじがある 。

独市企業の私的性格と社会の公的性格が利害

対立し、のつぴき主らない状態に進展してきた

現代、政府はその附の問題を、ある fJU立は調室長

し、またある程度はごまかし自己の生命を維持

しなければならない。たとえば公害問題対策委

員会がそれである。この種の委員会は、問題処

理の姿勢を示すのが狙いだからである。政府は

公害を，ｦＺ｛，的 ｈ｜ ， ｾ￮ 企業から追放する能力をもち合

せない。だが他方ではそうせざるをえないとい

うヂレン? に陥っている。そして次第に追いつ

められていく。

このような状況下での「建築家」の立場とは

10 

どのようなものであるか。まず「処築家」。画家、 の「ト4f ' エネルギーを卜全に JJ f . H' r : させていない。

音楽家、小説家、彫刻家など家のつく職業は議 - }j 労働組令の活動む勢い経済 '/-ft の分野に終

術的才能を先物にする例入業を指し示すいわゆ 始する傾向をもち、組合主義的エゴイズムを脱

る自由業のー純である 。 わが 「往築家」 むこれ 皮しきれない状態にある。この状態はたんにｾ

・と|言jダIJ にJE. ; ; 。 画家が絵をかくように，建築家 築関係の労働組合のみならず 、一般の労働組合

は雄物を設計する、数寄屋服、洋風、等々 。 こ についてもいえることであり、公害問題に対 し

のような fiij 近代的残俸としての装術派主! ! : 築家は、 てぶちあがった地域住民の袋求J l l i 動に対し、当

次第にその数において fll 対 (I() に減少しているも

のの、微少誌は銭存している ( 断っておきます

が、，f : [ ，は芸術をナメているのではあリません)。

このような例人主義的版業である「怨築家」、の

ん気な趣味人、お金も多少はある小市民層が「建

築 家J f象をなしている 。 自由業の家はすべから

〈建築家と同列であり、したがって 同僚の社会

的位泣( 責任) にあるわけだが、何しろ J1ミ械的

に物的環境泣 Il l ¥に一役かっている fj建築家」は、

生活環境必化の否定しがたい現実的進行と同 JI寺

にもっとも目立った存イ玉となった。岡家や彫刻

家の作品i訟は娃築家のそれに較べれば僅少であ

るし、音楽家や小説家は物自( ) e  ¥、うよりも、今

JI寺流行の言葉をかりるなら t，' Hfl . 非物的環境 を

造 ｕｾ しているという差がある 。 実際、画家、小

説家なども、↑ ! ? 報的環境必化に寄与している場

合がおおいにあるのだが。

このような家の群の 中で も建築家は、 一 つの

作品に必裂とするお金口二校 ) 1; 1 : 巨縦であり、

他人のお金を使ってつくるのであるから、その

社会的性絡は大きいし、また作品自体が多数の

人悩lの協働の結楽であって、作品生成過般の自

己完結性はすくない。作品成立j品位の 161，!1QJ シス

テムが宿命的にまといついているのである 。計

画 ・立案から作品 ( 建物) の完成までのプロセ

ス( そして H寺には管理まで) は、他の家にはみ

られない協働 ・知的及び筋肉的労働を要求する

のである 。 そして現代のように社会開発が婆請

される時代においては、このような一連の創作

プロセスは細分化 ・専門化がi並行し複雑化する 。

研究者、 コンサルタン卜、プランナ一、デザイ

ナ一、建築行政関係者、地工業名、大工、左官、

トピ、土工等々。そしてこれらの裂するに建築

関係労働者は、それぞれのグループにおいて経

営位: 脱者と 利害対立している 。位築関係の領域

においても、現社会体i / il/ の下では、雇用者と被

雇用者の利害対立は不可避である 。研究者の場

合、たとえば大学の研究者は国家と、コンサル

タント、デザイナー さ 専の ｌ ｊｱｾ ｲｦｲ のスタ γ フは ｌ ｊＧ［

務所経営者と、官公庁関係の建築行政にたずさ

わる技術者は管理者と、地工業の被辰用者は経

該企業の労働組介が企業! I ! IJ にたつ例などがある

ことによっても立読される。

このよう主傾向を克服するために、労働組令

は地級住民の平IJ筈をかれらの労働条件の一環で

あると巧えねばならない。 すなわち公害は在、: ; ，g :

であり、地級住民のみならずかれら自身の心身

を、その月波1易においてむしばんでいることを? 長

釘l しなければならない。 公' 去とは峨業病のスプ

ロールにほかならないから。

建設515負業者のHI 々のグループも全産業から

みると ，-/ ，小企業であり、資本力の泌さを) 1 ' j-1閉め

傘下系統に組みこまれることによってこれをお

ぎない、また他の巨大産業に比べて工業化がi呈

れ、生産の特殊性 (E X、オ ートノーンヨンシス

テム導入の困難さ ) にまつわる前近代的組織但

態のゆえに、生産力を人 ;J) によってカバーしな

ければならない 。 このような Ｂｉｾ 産型悠は、現イ ｬＧ

急速にイ1 / ' ぴつつある住毛市場を n前にひかえて

も、その資本ブJ の羽さ ( ｾｉ￶ 工業化 Ｉ によって進

出しえない状況にある 。 いわば一品的な手{ 士' j ' ;

的))11工をおこなっているといえる 。 このような

組織は当然、下請業者ーを必要とし、大工、占でir 、

」ニ工等の親} ' j グループのいわゆる底辺労働将併

を低it 金で使用することによって成立つ。元前

といわれる建設計i負業者は、これ らの底辺労働

者の労働力持' 取によって生命を似っている。 し

かし底辺労働者も次第にオートメーション・ Y

ステムの完備した工業生産部門の工場労働者に

流れ、建設労働者( 労務者) の絶対数を減少さ

せている。このような傾向は資本力の弱さにム

チ打って、その工業化をおし進めさせる動因と

なっている。

また都市EE問の更新、 J広大にともなう生活基

盤強制I l のための開発はようやく大規模開発を必

裂とし、プロジェクトに基づく 一巡の開発作業

過校に参加するためのプロジェクトチームない

しはプロジェクト解釈、これに 則る プログラミ

ングの可能な頭脳 II; II を必裂とし、従来 の現場オ

ンリーの経営方針を変えつつある。 このような

傾向は、請負業という前近代的組織の{ 本質を急

速に変革していくであろうが、このことは同時

営者と、大工左官等は親方と対立する。この に従来の請負という概念をうち破 って 、他の専

ように鐙築関係労働者は純々の領域に分害I j され、 門領域とのヨコの述擦をおしすすめていく。こ

またそれぞれのグループの l専門領域においてグ の過経て' 建設業労働者は、経営者に対する 利害

ルー 7・の管理経営者と対立せざるをえない状況 対立のみならず現体制下の協l発形態そのものの

におかれているが、研究者や官公庁関係建築技 矛j宵に当面せざるをえない。

術者の国家による矛盾せる施策に対する批判、 社会開発に随伴するプロジェクトは、今 l砕流

ないしそれへの紙抗斗争は政治斗4 j J の分的' にま 行のソフト・ウェアー業 ・コンサルタント業を

たがり、革新政党との共斗によってさらに国民 生み出している。これは建築領域のみで処理! てが

大衆との述繋を深める要索をもっているにもか きるものではないが、従米の設計事務所が多分

かわらず、革新政党の者11"1問題等、生活環境惑 にソフト ウエアー的要素をもち、建築関係者

化に対する認識及び組織力の弱さは、この分野 はこの径の情報処理に幾分手馴れていたこと、

• 



'  

• 
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そして開発の計画・実施段階での建築領域のす旨 ジャー産業の好併であるという意見もある。し 化、生活空間麻簿、物価l上昇等の問題をかかえ

てl明けた。笑| 祭、今年の敗戦記念日は例年にな

くテレビでli戎辛子百己主主番組が多かった。 rl j或l時め

苦しさを思い出せ、今の者I1di 問題 ぐらい何か、

一 億 一 心何ごとかならざらん 。」 また ｲＩ 減 ｾｉ はい

ずれにも責任がある、 A BC D ラインで首を締

められてやむを符ずやったのだ、しかし述わる

く敗けてわが日本国土は歴史上 の最一小面f i ' t にさ

れたのだ、だまっているアホカf どとにいる、い

まや力はたくわえたぞ、さあいくぞJ という声

が|封lえてくる。民族主義、愛国心、忍耐 ( とい

う美名の無武任) 等に滅私奉公型がまきこまれ

ると危険である 。

導性が要求されたことなどの条件から、調資、 かし、レジャー産業の好 併であることを知るの

企画段階までの職業が成立した。いわば従米の は余暇においてなのである。さらにまたこの余

設計事務所の前段階を受けもつ知的労働である。 u段を、「我存在する、ゆえに我ぜE 1) J という馬鹿

コンサルタ ントゃ設計事務所は、企業としては 馬鹿しい哲学的意味づけをする向きもある。我

零細! なものであり、少人数のスタ ッフから成る は四六時中存在しているのである。嘘とおもうな

このような組織では家族主義的、ないしは n品守 らなぐってみればいい、痛いから。余111&はよう

主義的傾向がつよい。 雇用者と被雇用者の差別 ゃくいま生れたばかりである。あるいは生れよ

がこの家族主義、混紡主義によって隠ぺいされ うとしている。期待あれ。そして余暇はわれわ

てしまうのである 。 かてて加えて、作品至上主 れに生活空間iの貧困さを痛感させるだろう 。か

義的性向のスタ ッフにおいては労使関係は実感 つての白砂背絵はヘドロにへドがで、カプト 虫

をともなわないものとなり、職人的技術の錬! 容 は養地されなければならない。 これらのことは

に没入することになる。 私の生活をみつめなければ、兵の愉りになって

このように建設関係労働者は、企業的には中 こない。 サークル主義で、なんとなく民主的運 滅私奉公型の逆が、「建築家を即刻廃業しろ 」

と勇ましく叫ぶ。「建築家」といった職業的意識

につきまとわれて、すでにそのことによって I児

文をかけられていることを忘れてはならないと

思 九 建 設 労 働 者 と い う べ き で あ る 。 ( U)

小から零細i企業の、労働的には知的から筋肉的 動をやっているような安心感をもっていても仕

まで、労働組合組織上からは中小 ないし未組織 方がない。 この意味で労働組合の価値はもっと

の、といった状況下にありそれぞれの部商での も重要なものである。

利害対立は先鋭化していくものの、問題意識は 70年代のわが国は経済の海外進出、軍国主義

多様であろう 。 これら各部面の労働者の社会的

述繋は、民主的団体として企業外におかれ活動

されているが、まず第 I に企業における利害を

徹底的に追究するこ とが重要である。労働者の

権利はここから始まるのだから 。つ まり労組未

組織の職場では、これを組織すること。そして

労働者としての権利を・主張すること。職場の外

でなら活動が容易であるという安易な気分は捨

てることである。あれこれの建物が建つよりは、

自分の生活が大切であることを認めなければな

・ない。一般にわが国においては 、歴史的に滅

私奉公型の人間にっくり上げられているので、

このようなことも良心に反するように恩われる

かもしれない。 けれども自分の生活を考えない

ものが社会に対する寄与 ( これが課題であり責

任であるのだが) はできるはずがないというこ

となのである。かりに 2 D K住いの 4 人家族が、

せめてテレビとクーラー程度の生活では、泣か

なイメージもわかないのである 。私の生活を婆

求することは、社会に対するｾｾ任であり義務で

ある、といえる 。 この場合、要求は賃金、労働

時間、労働環境の改善についてなされるが、賃

金についていえば世界第 3 位の生産力を誇るわ

が国においては、現行支給賃金の 5 倍を婆求し

でも不当ではない。逆にいえば現在の支給賃金

なら} ぎの労働時間でよいということになる ( こ

れはひかえ目にいっての話だが)。 常日頃、安月

給でこき使われていると、悲しいかなこの辺の

勘がに ぶってしまう。そして 、知的 ・精神労働

に没入して ( 目的はどうであれ) 陶酔するか、

肉的・生理的快楽を追究する羽目におちいる。

労働時間は余H院と表裏一体である。現在余暇に

対する要求は一般に期大し、余暇の意味が今あ

らためて問われている。とくに建設関係労働者

こそ、余暇の意味を充分に考えているはずである。

余暇の1 ¥' 1 大にともなって、これの利用に関する

論議む l喧 しい。余暇の大部分はごろ寝ではない

かというな見もある。疲れた人間がごろ殺する

のは当然のことであり、このことは余暇がまだ

充分の畳をもっていないことをこそ示せ、余暇

の無意味さを示すものではない。また余暇はレ

前略

ｩ ＧｴＺｬ ｩ 発行の「建築と社会」に毎月連続してぬ載されて暦ります「生活と ｾｉ ｴｬｬ の原 理 ・ 京の ｉｉ ｲｲ

内 A DESI GN SURVEY IN KYOTO by  UDO
j を集めたく現在夜、は 4 月号から 7 月号を

入手しました。但しそれ以前が全〈入手できませんので武社にお願い致しますが在庫に残って

居るようでしたら譲っていただけないでしょうか。

1970年 8 月17 日

RYOJ I  OSAKO 2305 THA YER EVANSTON， ILLI NOIS 60201  U. S. A 

大迫良治

編集注 お中出のパ， 7 ナンバーをお届けしました。
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口 明治建築土木史年表・関西篇( その43) ( 自明治11年11月6 日~至11月7 日) 口

明治

11年11月 6 日 「有苓世新聞」 は喜IJ 刊当時から農漁民や商品相場師の書記に、巻頭に「共同日記」

という 欄を設け、当 11寺としては画期的な気象記事 を締めて 11車せているが、此の

自の「共同日記」欄に「憐律問水無瀬署長」とある。

"  "  陸軍省。参謀局の建物とする銭霞ヶ | 刻上旧井伊 ( 彦械務) 邸修繕を決める 。 本

省が手狭で参謀局を収容しきれない鳥。井伊邸跡の参謀局は後参謀本音11 となり

敗戦まで続いた。現在の尾崎 (行 総) 記念会館はその跡である 。

カ ん す さ

If "  大坂で元遂事E枇 ( 此 の頃w: - 嶋氏所有 ) の紙漉器械の所有権をめぐって先に訴訟

L  L た 1す

があり、更に文北野村の百武安兵衛が上京して大坂府知事を 相 手に大審院( 現

夜の最高裁判所だが、当時は唯一の上告審法廷だった) に訴え、知事代理とし

さ か ん

で中村六等属が上京中という 。

〈 わ ん げ ...;.f:(

11 11 京都下京本党寺前11汀沢野普ー七外 5 名の紙商人、京都府勧業坊に、同庁支局 の梅

"  "  

ｪ 事ｾ紙場を譲り受け、「会社を主主り同業」者の「協有物」にしたいと願い出る。

此の製紙場は 3 年前に開場したが、最初の建築費、「器械民他の失' f l i が大きく、

此の 3 ヶ年の益金を差号| いてもまだ17万 8 千円の負依が凝っていたので、勧業

場も「紙商」達が引受けなければj設業も考えていたらしい。

あ せ い り みｾやじゅ〈 し噌う

前年第一 回内園勧業博覧会て凶龍 紋ft f ，! ¥' を得た、山鳥根 J係汗入' 1m御来屋宿の西村荘

がん" .

- 自110 第二田博覧会には、依木製品九点を出品する計図で、資金四百三 円の融

資を願 い出たが、余り金額が大きいので 、県，y : 令から内務卿 (伊藤博文) へ お伺

いが来たという。

毛 へ b

11 7 日 内務省地理局附属苗木試験場 (東京府北笠島郡瀧野川村大字西ケ原。現在の必

林省 j見事試験場 ) r苗 木室を建築して 印度熱帯地方の苗木を因われますと 」報

じらる。

( 東京都北区神谷 2/ 22ノ13 須藤欣二)

』川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川111川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川l川川11川l川川11川l川川11川11川11川11川111川l川川11川11川11川11川11川l川川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川|川川11川1111川|川川11川11川11川11川1川11川111川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川
11 
|  
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美装塗床仕上材

ヨ ｦｾＱ ゴ一
美装塗壁仕上材

ウl t-JII 三FtBEt -

間隙充填材

ａｂｃ｝Ｍ 宇ＺＧＡｉ ｾｉｊｾ 与
内壁美装仕上材

古ョトJIJ ::J-"U
内外装材

ヨォーJ b::J -"S

- 照明器具各種

大阪支社

大阪市東淀川区中島町4-8-3  

T E L 大 阪 06- 303 - 1171附

水島営業所

T E L 倉 敷0864- 46- 1  515 

四国営業所

T Eし 高 松0878- 62- 6221 

神戸営業所

T E L 神戸 078 - 32 - 2  9  2  8  

京都営業所

T E L 京都 075 - 671 - 1818

通気性吸音板

"ヨ・ヨリ- 1- -

: I=-: 回・ 3 ; "

機械台座用材

，ニdEd且司副司

コンクリート用接着補修材

司自ート，ｩｉｉ［Ｂｾ
不燃性吸音吹付仕上材

ヨヨヨザト

着色耐摩耗性床材

P - bストロ: J ! J

通 気 吸 音 板

本 社

東京都千代田区永田町 2 12 14 

T E L 東 京03 580 141 1( 大 代 )

出張所

名 古 屋 ・札 幌 ・仙台・北 陸

広 島 ・ 福 岡

営業所

北関東 ・4黄浜 ・静岡 ・宇都宮

千葉

駐在所

金沢 ・鹿島 ・長野

• 



建 築と 社
ふ

一

品

-・圃

ス-・・・・圃 ユ
-・・・圃.

ニュース原稿をお送り〈だきも、.

. 既成市街地等における高層公営

住宅に対する日照条件等の環境

基準について

先に伝えられた建設省の都道府県公営住宅お

よび公団住宅に対する表題の通達と基準の紛l 目

は以下のとおりである 。

1. 住環境の向上

既成市街地苦手における住環境の向上を図るた

め、日照、採光、通風、プライパシ一等を保持

し、かつ、児童遊図、公図緑地等の公共空地が

も

十分硲保されるよう住宅団地の開放性に留意す

ること 。

. IJfl 放性の確保

各住戸の主採光函からの視界は、左右90度( 建

築物の萎壁等で視界が二分される場合はその

合計が 120度) 以上あり、かつ、当該視界が

イおよびロに該当する建築物等により、さえ

ぎられてはならない。

イ 主採光面からの水平距離が20メート J レ未

i前のもの ( 対向する建築物の部分に窓がな

い等住戸のプライパシーに影響がない場令

は、 5 メートル未満のもの )

ロ 主採光商から仰角 45J交の商をこえるもの。

2.  児童遊園等に対する日! ! ¥¥の確保

住宅団地内に設けられる児童遊図、公図緑地

等に対する日! l 唱は、幼児等の戸外活動、樹木等

の育成に欠くことのできないものであるので、

建築物等の B 彩を可能なかぎり少くするよう計

画すること 。

・児童遊園、公園緑地等に対する建築物等の終

日日影面積は、冬至において、当該児童遊園、

公園緑地等の総面積の10分の 3 をこえてはな

らない。

d  

3.  f.王戸への日射お; の碓保

公営住宅建設基準第 6 条第 5 項に規定する多

雪衆冷地区 ( 以下 「多吉寒冷地区」という 。) を除

き、冬至における 2 時間 の 日射誌に相当する日

照を確保することとし、これが不可能な場合は

代替施設を計画すること 。

・住戸の主採光而は、冬至において、東国する

垂直壁面に対する午前1011寺から正午まで ( 西

面する垂直壁面に対しては正午から午後 2 時

まで) の日射量に相当する日照時間を、確保

しなければならない。

・専用物干場および屋内遊び場またはサンノレー

ム等をf主棟内等に設け、住戸の不足する日 M

i立を中ili う場合は前項本文の規定によらないこ

とができる。

4  住戸への日照時 1111の確保

多雪寒冷地区を| 徐き、名住戸に対して冬至 1

11寺問の日 !mll 寺IHJ を確保すること 。

5.  適用の範囲

本基準はおおむね 1 ヘクタール以上の規般の

団地について適用するものとするが、それ以下

の規模の団地についても、できるだけこの趣旨

にそって設計すること 。

・土地の高度利用を必要とする既成市街地等に

建設される高層公営住宅に適用するものとする。

・適用の除外

特別の事由によりやむを得ない場合は、住宅

局長の承認を得て、規定によらないことがで

きる。

ここで、東前垂直壁面 ( 又は西面 ) の冬至に

おける午前 10時から正午まで (正午から午後 2

時まで) の日射量は、北緯35皮 ( 東京、大阪、

名古屋とも近似値) で 310 Kca l  1m
2

である 。こ

の基準値では日 !m1  11寺山1器準を勘案しても、南

而で午前 81時30分から 911寺30分 (325Kcal /m
2

) 、

東国で午前 911寺から 101時( 320 Kcal  1m
2

) 等の日

開でも足りることになる 。

勺両E ザ

| 又 ( h= 20m)

l  八 時 ・ ザ 人l

特殊モー ター付 F R P;争化槽

. " フジバッキ砂新発売

藤吉工喋 K K

藤吉工業附では、浄化槽専業メーカーとして、

コンクリートプレハプを始め、し尿処理、汚水

処理、富合廃水処理、産業廃液処理、強制酸化

主ど、高度な浄化機能をもった大型浄化槽にい

たるまで、完全施工からその維持管理まで、研

究と努力を重ねてきたが、昨年、軽くて強い F

R P浄化槽、フジスターを発売、さらに今年、

東レ ・エンジニヤリング附の技術陣とタイアッ

プ、長年共同研究の結果、新しくよりコンパク

トな特殊モーター付 F R P浄化槽フジパ y キを

開発、 9 月より新発売することになった。

〈フジパ y キの特色〉

1. 浄化力にすぐれ、ニオイが全くない。

2. わずか半日の施工、小さなスペースで充分。

3  最高の耐久性、 F R P 製。( 強化プラスチ y ク)

4 . 安定した品質。

- 本格派小形コンプレッサー誕生

久保田鉄工 K K

久保田鉄工( 附では、小型で軽量の使いやすい

レy プロ式 「クボタコンプレ ッサー J ( B  - 1 0、

B - 1 5の 2 機騒あり ) を新発売する。

これはクボタ独自の 〈水平対向〉構造のシリ

5. 安全装置の完備。

6. 騒音はなし。

7. 経済的で簡単な維持管理。

4  
J  

ｾーーーーーーーーーー Ｍ ｰ ， Ｍ一一一ー一一一 ー

T  

ンダを{ 変用しており、たとえば< B  - 15> 形の

場合など在来機に比べて容積でM以下とコンパ

クトになり、重fitでも 3 0 %以上軽くなっている。

また、今までのレシプロ式では望めなかった

1  ，800 r. p. m. という高速回転など耐久性はもち

ろん性能的にも 一段と強力になった。

この特徴をまとめると次のようになる 。

① 〈水平対向〉設計のシリンダを使用したこと

により、@軽註小型化、 @ 1 ，800 r. p.  m とい

う高速回転の実現、 α辰到J が少ないーという

多くの利点がうまれた

②在来のリングパルプではなくフェザーパルプ

の使用により圧縮効率が高くなった

③シリンダ書11に耐久性にすぐれた特殊高級鋳鉄

を使用したので、今までより、さらに寿命が

{申びた

④トロコイドポンプによる強制j 注油方式を採用

したので、高速回転でも ilMI 滑はスムーズにいく

13 
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 圃 シ グ マ ー トによる ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

圃 特 殊 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

完 全 責 任 施 工

年 の 実 績 が 生 ん だ 防 水
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電言⑫

シ，ｾ・トＮ
圏 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工 工 事 を お 受 け い た し ま す

言舌

2  - 2 2 2 1  

2 5 1 - 3 5 4 1  

4 1 1 - 6 6 2 1  

5 7 1 - 5 5 4 1 - 4  

8 5  - 9 1 5 1 - 3  

3 3 1 - 1 5 3 1 代

{-¥;; 

{-¥;; 

電会

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

株 式 会 社 三 井 工 業 所

宮 崎 包 材

名ヰ土地 区 別

海

地

区

イ吃

言言電名ヰ土

. .0..  

コ'"
地 区 別

北 海 道

地 区

東

1也

ヰヒ

区 代

一

代

代

代

代

3 ワ 2 ー 0 2 5 0 - 3

2 2  - 9 1 8 2 代

3 4  - 5884 ・1223

5 4 1 - 3 ワ 8 5 - 6

4 5 8ー ワ 4 3 1 - 3

3 1 3 - 3 8 1 ワ 代

4 5 8 - 4 8 4 1 - 3  

5 3 8 - 1 6 2 1  

清 水 興 機 株 式 会 社

棚 田 趨 材 有 限 会 社

中 村 波 膏 工 業 株 式 会 社

日 新 エ 材 株 式 会 社

フ 合 パ 興 業 株 式 会 社

マサル涯膏工業付朱) 大阪営業所

"  ) レ エ ス 工 業 株 式 会 社

日 新 謹 エ 付 朱) 犬 阪 出 張 所

ili: 

畿

1也

関

区

中

園

地

区

2  - 5 1 5 5 代

2 3 ー 1 1 8 1 代

6 1  - 6 3ワ1 - 3

7 1  - 4 6 8 ワ

5 1  - 6 8 1 1 - 5  

8 3  - 1 7 8 6  

5 4  - 4 1 6 1 代

2  - 5 0 0 0 代

3 1  - 6 2 6 1 - 3  

2 8  - 5 2 0 7 - 9  

3  - 9 3 9 5 - 6  

3 8  - 1 4 6 8 - 9  

4  - 1 6 2 5  

74- 3548 ・77- 5507

2  - 4 3 0 5 - 6  

株 式 会 社 三 洋 技 控

東 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社

豊 永 遠 材 株 式 会 社

大 和 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所

東

大 三 工 業 株 式 会 社

大 三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 l苫

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 庖

式 会 社 山 本 商 会

四

園

地

区

1也

安 藤 工 事 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

株 式 会 社 エ 材 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

日 注 工 材 株 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

2 3  - 7 5 1 1  

2 2  - 5 0 1 5  

2 3  - 1 ワ3 5

2 5  - 5 4 3 1  

8 4 2- 1 4 3 1  

8 0 2 - 3 8 ワ1

3 6 3- 4 3 4 1  

6 3 4- 0 8 2 1  

4 3 3- 1 9 6 1  

8 0 3 - 2 4 1 1  

4 0 3 - 0 1 ワ1 代

4 4 4- 3 5 3 1 代

2 6 3 - 4 8 6 1 代

9 4 1 ー 0271 ・2582

6 3 4一0 1 6 1 代

3 6 2- 5 6 9 ワ 代

5 5 1 - 2 6 7 6 ・4382

8 4 2 - 6 3 1  1 代

8 0 2 - 4ワ5 1 代

8 6 1 - 2 ワ0 6 - 8

2 2  - 3 3 0 1 - 3  

4 5  - 2 2 5 1 代

3 1 一0 1 7 1 代

2 3 一0 7 7 5

2 2  - 0 9 9 9  

2 3  - 0 3 9 1  

4 2  - 5 1 5 1  

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 建 工 ( 株) 札 幌 出 張 所

信 栄 工 事 ( 株) 仙 台 出 張 所

白 新 建 工 ( 株) 仙 台 支 庖

伊 藤 建 材 株 式 会 社

春 日 工 業 株 式 会 社

金 岡 工 業 株 式 会 社

下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

日 新 建 エ 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

里 子 口 工 材 株 式 会 社

磯 田 工 業 株 式 会 社

藤 井 工 業 株 式 会 社

富 士 工 材 株 式 会 社

務 涯 青 興 業 株 式 会 社

北 条 涯 青 工 業 株 式 会 社

マ サ J レ 渥 背 工 業 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社

涯 青 建 材 株 式 会 社

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

同 和 建 業 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖

右 橋 建 材 株 式 会 ネ 土

有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 l苫

有 限 会 社 小 島 工 業 所

島 屋 建 股 株 式 会 社

九

州

地

区

区

北

陸

地

区

ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 都 足 立 区 千 住 * 2 ー 21- 28 日 新工 業 株 式 会 社 内 情 ;t 舌 (882 ) 2  4  2  4  ( 代)

関 東 支 部 点点占有足立区千I主点2- 21-28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 包 括 (882) 2  4  2  4  ( 代 )

関 西支 部 大 阪 市 西 区 新聞T北 通 1 ー 18日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 内 電 路 ( 531 )5281- 3

九 州 支 部 福 岡 市 大 手 門 1 - 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九1+ 1 出張所内 電 話 (74) 3  4  6  1  

ァ j レ日 本 ア ス フ. 建設省東計第 240 号認可

14  
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- 新しくできたショッピングセンター 2 点

- ダイヤモンドシティ
建築概要

( 東住吉ショッピングセンター) 設 計 ｋｋ Ｎ 東畑建築 Ｇｊｾ 務所

設計者のことば . 大発展しているアメリカのシ 施 工 三菱商事K K 大阪支府

ヨソピングセンターの形態を、我悶の尖↑ i';1こ合 K K. 熊 谷 組 大 阪 支r. 可

わせて、谷地に大衆的ショッピングセンターが 場 所 大阪市東住吉区瓜破西佃町28番地

続々誕生しつつある 。 敷地面積 11 ，972m
2  

この東住吉ショ ッピングセンターは、大阪市 建築面積 6，490m
2  

の東南部住宅地として中層アパート群の多い地

域に、第1次商圏150，0∞人、第2次商圏450 ，000

人を対象として、釦 ＱＩＱ 半い良い道路 Ｇ ｔｾｭ と、将来

予定されている地下鉄延長計画駅に近い、この

地点が敷地として設定された 。

建物の配' ，I T I立キーテナントであるデイスカウ

ントストアとスーパーマーケ ッ トを東西岡異に

配し 、その中間に約印府の専門 lおを入れて、ン

ヨッピングのためのゾーンとし、レジャーとパブ

リックの機能を充たすために32 レーンのポーリン

グ場、家族用プール、遊園地、展示場、名極案

内所等を各僚の上層部等に自己し、者I1市銀行は独

立建物として北面主要道路に接して、首ij 百i庭園

と共に少しゆとりのある配置とした。駐車. 坊は

350 台分のスペースを計画したが、将来の自動

車置を予 11(1)すればなお狭少の! 惑がある 。

( 東畑建築事務所)

- 倉敷ショッパーズプラザ

設計者のこと l;f ・日本の流通産業は近年になっ ず計画段階で必然的な要素となってくる 。今回の

て企業拡張をめざし革命的発展をなし、今日に ダイエー倉敷ショ y パーズプラザの設計に当り

到っては大手企業に対する地方企業のフランチ 環境と立地そして土地の有効利用、地域的な i構

ャイズンステムの申し込みまた業務従焼与を市I 買力、交通機関特に敷地と道路の関係、駐車場

ね、エスカレーションの一途をたどっている 。 について悦重な考販が必要であった。 国道 2 号

大規校化のメリ γ トを追求しなが ら潜在購買力 線に沿っているため駐車場の出入りの交通緩和

を満たすような施設の建設に急テンポで成長し のための考慮がこのショッピングセンターの機

ているアメリカにおけるショ ッピング センタ一 能上、どうしても欠かせない最大のポイントの

で、リジョ一 ナJ レタイプの計画では敷地も広〈、 一 つであ った。 また、専門mとスーパ一部分を

構成分子の配置については、かなり自由である L 型に配置し、そのコーナーに広場を設け、 11ft

と思われるが、日本の場合は、限られた敷地内に 水の廻りに人々の休恕の坊を造り、この広場は

構成分子を配置しなければならず、人々の歩行 時にはfiii しの坊としても使 JTJ できるし、ある 11寺

線も考慮しながらスペース構成分子は、垂直的に には人身の交歓の場となる 'Ji . を願って計画した。

桁み ill ねることを考えて要求に答える必要があ 建物の外観簡では人目に楽しく柔らかいムード

り、日本に於ては土地の有効利用という 'J'; がま のあるf T : 匠を取り入れた。 IJ 目前日には約五万人

延 面 積 18，727m
2

権 造 R C S 近， 5  F ， R  2  

工 期 昭和44年 12月1日-1I! : l tIl 45年6月15 日

の買物省: が殺到し、広場をギH1J に利用され計画

通りの同的を果していた。側ダイエー 52番目の

J;l; として日日間し、今後新しい倉敷の発展と市民

生活の rl' に深〈般をおろし、者I1rli の絞合施設と

して貢献してもらいたいものである。

( 泉沢哲史)

建築概要

設 計 K K. 泉沢建築設計 'J i . 務所

施 工 K K 藤 田 組 広 島 支 問

所 在 地 | 珂山県倉敷市昭和 IIIT 1丁同

建築面積 4 ，314 .870 m
2  

延 面 積 17 ，917 .769m
2

構造規模 R C 造

工 期 昭和45年 1月~昭和45年6月

15 



噂

す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ11/'7-; 疋

軽

断

量 ( 比重 O. 5コ ン ク ト トMの重量 )

熱 ( コンクトトの 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 ( 法 定 耐 火 材 料)

. シポレックスは工場、住宅から超高層ピ、 j レまで

あらゆる建物の屋根 ・床・壁・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

l  工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する 工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場・体育館等

4  軽量化を要する 高層建築物・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

16 

唐招提寺重要文化財保存施設

設 計 文 部 省

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

使 用 場 所 外 壁 、 間 仕 切

唖亘吾妻D

; s . . ポレザワヌ販売株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ | ノ 16( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 538) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大商 ピ ル j

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  
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口写真と概裂をどしどしお送り〈ださい.

凡例 a  所 在 地 b. 建 築 而ffl c. 延 面縦 d  情i主税総 e  工 JlII  

586.  鳥 j鳥 病 院 I 587 .  

設計 清 水 遺 段 K K  

地 工 。清 水 建 設 K K  

a.  . k 阪市住吉区河田町 1丁目 29町 l

b  1，576.93m'  

c  9. 110.45m'  

d.  R  C 造. B  1 、 6 F 、 P H 2

e.  11白羽144年 3 月~昨i和45$1' 3 月

ス ケ ッ チ ブ ッ ク .

@ 園

ミ ミ ¥

長 良 川 ホ テ ル I 588. 滋 賀 県 林 業 会 館

設計 彦 谷 建 築 設 計 事 務 所

施工 大 日 本 土 木 K K

a  . 岐 阜 市 長 良 紙 飼 髭 51

b .  2. 342. 71 m'  

c.  8. 697 .78m'  

d .  R  Ci立一部 S 造、 7 F 、P H付

e  .  ag相44年 5 f l - 昭和 45年 4 JI 

ぷ，， 1' : K  K  井上建築設計事務所

地J ' . 辻 寅 建 設 K K

a  . 大 ;Il 市にお の浜 4 丁日 1 の l

b  .  4 1 9 ωm'  

c  .  1. 似0. 28m'

d  .  Ｇｉｾ 務所 R Ci1l、 3 F  

1'1 ｾＧｉｊ＠ '11 1々・H Sj 立、 1 F  

e  .  II({ 千1I 44i f. 6 11-1昭和4511' 2  11 

589 . 紀 陽 ピ ル I  590 .  泉北 F 住区近隣センター併 存住宅棟 I  591 .  大阪府立岸和国労働 セッツルメント

設，汁 K K 日 建 設 計

施工 清 水 建 設 K K  

a  . 大 阪 di 北区常1: . ¥' 1' ' ' ' ' : ' 丁目 64

b.  852.27m'  

c.  8，741. 77mτ  

d.  S  R  C 造、 B 2 . 9  F 、P H 3

e.  11自制143年 7 月ー昭和45年 5 月

-----

，j:，;r :  K  K 久 米 建 築 事 務 所

施工 K K 奥 村 組

｡ 堺市ｾＧｩ松 ｦ￬
b  .  832.  075m'  

c.  4. 026 . 757m'  

d .  R  C 巡. 5  F  

e.  B百初44年 6 月- Bg 伺45年 3 月

ふ，1 共 同 設 計 K K

地主 西 国 工 務 庖

a  大阪府岸和l 1 l dii 円町r3  4  0  

b  .  330m'奮

c.  l ，006m'  

d.  R  Ci 立、 3 F  

e  .  1問布14411' 10月ー JI日干114511' 5 月

592.  K  K  洛 東 ホ テ ル I 593.  高 槻 市 立 芝 生 小 学 校 I 594 天 野 吉 商 事 K K 社 屋

設，， 1 清 水 建 設 K K

施 工 ，育 水 建 設 K K  

a  点目Ildi 左京区岡崎京天 E 町50

b.  1. 192. 59m'  

c.  8. 770. 38m'  

d .  R  Cj 宜、 B II 、 7 F 、 P H 2

e  .  1柄拘144
i
f. 8 月~附和45i! ' 3 月

，rild- :  K  K  田中 小西建築事務所

地 E 大 昭 工 喋 K K

a  .  ｲＺＧｾ 拠 ､ｩ 芝生町 Ｓｔｮ 3 2 8  

b .  1. 126. 696m'  

c.  4.458. 926m'  

d .  R  C 巡. 4  F  

e .  Hs初44年 9! J - s( j 和45
1
1' 3  JJ 

ぷ，，J - : K  K  '1、，可建築設計事務所

抱1 . 松 弁桂主主 K K 大阪支庖

a  大阪市庶民本田r4  l i 15411，;!也

b.  389.  42m'  

c.  2. 022. 70m'  

d .  R C i1l. 6 F .  P H I  

e.  JI 日和 44年 11 n  - J 1(j 和45
1
1' 6  fJ 



和風と洋風の持味をプラスしたポ1)パス二P1801

P  1801は、 j羊j孔ノ〈スのゆ ったりと

足を伸ばしてくつろげる寸法と、

和 風パスのた っぷりと首までっか

れる深さを生かした、和洋折 ，t
1

タ

イプのポリパスです。 材質は丈夫

さと保出力に定評のある FRP。

美しいピンジ ・ブルー ・グリーン ・ラ

イトブルー、 4 色がそ ろっ ています。

18  

埋込工事のいらない据置タイプの

不IJ 点 として、工事' l ' i が安上 1) な点

も見のがせないポイン ト。 給 湯 式 ・

外釜式 ・B F 釜いずれのセ ッ トも

可能にしました 。 日本で最初に F

R P浴槽を開発した東陶機器 が、

これからの浴室におすすめする 、

新しい自信作です。

T O T O  

東 陶

東 陶 機 器 株 式 会 社

( 旧 社 名 東 洋 陶 探 株 式 会 社 )

本 社 北 九 州 市 小 倉 区 篠 崎 町 4 5 8

T E L  (093) - 9 3 - 5 1 5 1 マ 8 0 2

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 日 開 楠 5 の 3 2  

T  E  L  (06 ) ー 203 - 5 7 01 マ 5 4 1



クラスメート

65 〔 京 都 大 学 昭 和 16 年卒〕

前列左よ り

八 尾 武 男

(K  K 八 l品工務Ji'f 代 表 取 締 役)

山 下 暢 雄

大成主II 設 K K 建築 設 計 部 技 師 長 )

上 回 光 雄

(大 阪 市 立 大 学 教 技 )

多 屋 幹 夫

( 住友金属工. 1 ( K K 技 術 測 傑 役)

千 原 大 五 郎

( K  K 大阪主II 築 "J>務 所 常 務 取 締 役 )

後列左よ り

l京 f言

( 原 J宜;(J ') J>務 所 長 )

新 宿 徳 造

(近畿大学九州工学部主II 築 学 科 助 教 股 )

橋 本 正 五

(樹 浜 問 立 大 学 施 設 部 長 )

井 原道 継

( K  ｋ 交 ｩ 凪 ｬｬｩ 築設 ｊ ｩＢ Ｇ ｉ ｾ 務所専務取締役 Ｉ

吉 田 一彦

( 日 新 ピ ル ダー ズ K K 京高JS';:(' 業 所 取 締 役 所 民 )

( 敬 称 略)

j Kr.l Sタワ ー ホテルにて、 11白布145"平8) J 18 日

大 学 3 年 の 諜42が 完 全 に 行 わ れ た 戦 前 の lili 終 ク ラ ス。 入 学H寺15-1'， 、1，'=業 時 111円。 本日は) L 州の故郷

に て 戦 病 後 未 だ に 療 養 rl-'の ヒ 野 義一 君 が 欠 け て い る 他 は全只 m介 。 9 名 が 数 年 に わ た り 戦 争 に と ら

れ 、 し か も 会 只 生 還 し 得 た 巡 の 良 い ク ラ ス。 運 命 に 逆 わ ず 、 論 め が 早 〈 、 皆 の ん び り し て い る の が

特 徴。 依て会; y ，は悠々会、大正 5 - 7年 あ た り の 生 れ。 あのは{ 、 一 度 は 失 わ れ た 答 の 生 命 l枚 、 後 の

人 生 は ど う せ お ま け と jぶ っ て 無 慾 に 生 き て 来 た ら 、 い つ の 聞 に か 不 惑 ど こ ろ か 知 命 を 越 え た。 しか

し 御 覧 の 通 り 、 何 れ も 「 天 命 を 匁l った 」 顔 付 で な い の は 残 念。

井 原 ー性 温 厚 の 紳 士 で 級 中 古3ー の 長 身 、 本 人 の 意 志 に |剥係 な く ク ラ ス の リ ー ダ ー に 祭 り 上 げ ら れ る 。

鉄 道 省 の 採 用 試 問 で 試 験 官 と 口 論 、 今 は こ れ 迄 と 、 す き 勝 手 な ・]' . : をいって退出したら合物。 筒 来 国

鉄 Ｍ ￮￟ｩ で過し数年前、国鉄技研建築研究室長を最後にＧ白を去る 。 千原 ー 級中ｾ ー のファイトマン 。

初め竹中に} 舌て、 - 11寺 教 室 に 帰 り 、 つ い で 南 方 に 赴 〈 。 途 中 輸送 船 が 懲 沈 さ れ た が 、 う ま く 浮 上 っ

て 南 支 那 搬 を 泳 じ と も か く 目 的 の ジ ャ ワ に 辿 り つ い て バ ン ド ン工 科 大 学 教 授。 当 H寺の |司 僚 や 教 え

子 は 今 当 地 の 政府主要職に あ る 由。 学 位 論 文 「 仏 跡 ポ ロ ブ ド ー ル」 は 彼 の地 で 手 を つ け 始 め た 永 い 労

作 。 八 尾 天 性 明 朗 で 物.:_j_¥: の ま と め 役。 剣 道 で鍛 え た 往 年 の ス マ ー ト な 体 躯 も 、 H乍今 や 、 震 役 唱 に

な り す ぎ た 。 自 戒 を 要 す。 '1コ支 転!j 攻4 .ij 三、 鴻 池 組 7 王手。 米 だ に ク ラ ス の 世 話 役 を づ |受 け て く れ て い

る 。 橋 本 Ｂ ＺＺｬｾ而自タイプ 。 陸軍航空本音 ｛ Ｑ から戦後建設省を経て大政省営純専門官 。 次いで現職 。 彼

が 悠 っ た ZjO;: は未だ' 併て知らない。 原 ーー・野性 l床 の あ る 好 泌。 7pl:j 州 同 i攻l符建築局、陸軍技術将校を経て、

!j 没 後 事 務 所 を 開 設。 級 友 柄 本 と の 飽 き な い 永 い 議 論 に は 定 評 が あ る 。

多屋ー 坊 ち ゃ ん 育 ち。 点 J{Ij [=[ な く せ に 茶 目 気 多 し 。 i，:奇妙| 、 ニ ュー ギ ニ ア と 伝!j或4 年 、来支淵111止に泳

九 五 ｅ よく助か っ たもの の 、サイコロは必目に ｴｬｾ て抑儲 Ｓ 年 。 脊労ーは 一 言もいわぬが、持Ｚての美華き

の夜、避がそれを物詩る 。 総 設 省 課 長 11寺代に考えあって' 宵を稗す。 新 宿・ー柔 道 の 猛 者。 北 文 、中 、 南

支、 ｦｊｉｾ 印 と転 ｬ 減、タイで終戦まで行経五千キロ 。 同 ｉｩ ｜ｪ 、陸上自術隊の営給関係を経て数年 前事務所

1)f. J設。 ま も な く 現 職 に づ| 帰り LHされ た。 ー闘争、忽ち鹿児島縛で州 手 を 燈 に 巻 〈 習 性 あ り 。 山 下 卒

業 以 来 述 綿 と 大 成 建 設 で あt いている 。 クラス中の兄食事長で、もともとは構造屋。 監査役的存在。 吉

田ー 台 湾 総'1引 仔 を 仮 出 し 、 兵 隊 と 抑 留 で 5 年 、 松 村 組12年 。 家 事 の 都 合 で 松 尾 木 材 の 面倒 を 見 、 昨

今 ｩ 栃〈手が離せた由 。言 や普ーし、人や普し 。 周聞を春 Ｉｩｬｩｾ 駄務にしてしまう 。 Ｑｾ 々会の性格はこ、ら

あ た り か ら 発 せ し も の か。 上 回 ・ー足摺岬近辺て1冬!j 段。 山をl ' t < 穴痢りの設計をやらされる 一 方 、 上

ｼ崎被 ｾｉｉ の下敷きの燃彼袈只 。 再び者 Ｑ Ｑ 島工専に帰り、 ＲＰ 年前、大阪市大工学部 創設 ｈ 寺に移絡す 。クラ

ス メ ー ト で は ・)'.:務局封印j 係 と な っ て い る 。 妄 言 多 謝。 ( 上 回 記 )



防水層の保護と軽量、断熱に

共栄の，卜ヲイトコ〉タリ・ト (歩行用びIljj7 地

共 栄 パーライト コンクリート P C - D 工法採用的京附工ぷ織品11 大 学

( 設計 教育馳i政 研 究 所 、 地 工 K K 大 林 組 )

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防7 ) ( ，汚の押えに使用し仕上モルタルの婆らない金ゴテー

パ ツ 仕 上 工 法

・デ ッ キ プ レ ー トの 軽 量化 や 露 出 防 水下 J也、 ま た は 貼物 下

地 にナラシモルタノレの要らない金ゴテーパツ 仕 上 工 法

畳下地の省力化と塩ビ系タイ ル下 地の防湿 、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

共栄の，芯ーヲイトモルタル

共 栄パーライ トモルタル P M- C ( 将 泊タタ ミ下地) 線用

的住友' i l l . 工円 山 社毛 ( 設J I施 工 K K 竹 中工 務 的 )

PM- C工法

- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 安 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス 卜 が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機'l'l 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔性 材 料の た め l汲 弘 、 逃

音 に 優 れて いる

・ 独 立気泡 の 共 栄 パ ー ラ イ トと 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水パーライトモルタル であるため、 ｩｾ 気を全〈透さない

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重0 . 85kg/ t 、 熱 伝導 率 0 . 14kca l / mhc)

遂に出た ・・・ ベニヤ仮枠コンクリー卜下地の かベ 、 天井のーパツ 吹付仕上工法

本方 If-' a.. X キS4

化 粧 、 吸音 、 防 湿 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 l次

イサーして 判南ft の心酉己がない

・ か ベ 函 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 汲 治 壁 タ イ プ の 表 面 強j交のあ

る ソ フ ト で デ ラ ック スなム ー ドである( ネオ パ ー ルスキ

ンの特徴)

・ー 工 程 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 鎖 、 鉄 板 類 、 石 料1板、 モノレタノレなど何んで

もよい

- 燃 準 色 20色 と 特 別 色 も で き る

ネ オ パ ー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ f!ii 枠コンク 'J ー ト 下 地 町 天 井

( 吹放し) 噌( 金 コテ 1'1' え仕上) 採 用何百官ト ラピスト修道 院

( 股計 村 野 縦 挫 築 事 務 所 、 施 工 K K 竹 中 工 務 的 )

φ l  
共栄パーライト販売株式会社

大阪市東区森之宮酉の町 4 T E L代表 941 9 2 4 3  
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- 情 報 化 社 会 と は

「情 報 化 社 会」 が や っ て く るの だ そ う で あ る 。 も の の 価 値 よ り も 情 報 の 価 値 の 方 が 、 重 視 さ れ る 社 会

だという 。 情 報 生 産 を 職 業 と し て い る わ れ わ れ に と っ て は 、 わ がt止の 春 が や っ て く る よ う な 結 構 な 話

な の だ が 、 ど う も 実 感 が 伴 わ ぬ 。 そ う い え ば 、 数 年 前 か ら 「 ゼ ミ ナ ー ル 」 と い う の が 盛 ん に な っ て 、

社 会 の 急、 激 な 変 化 に 対 応 す る た め の 再 教 育 の 機 能 を 果 し て き て い る が 、 こ れ な ど 、 教 育 分 野 に お け る

「情報産業」 の ハ シ リ で あ っ た の か も 知 れ ぬ。 近 頃 は 「 シ ン ク タ ン ク 」 の 必 要 性 が叫ばれて、 い よ い

よ 研 究 分 野 に も 波 が 押 し よ せ てきた。

ゼ ミ ナ ーノレや 、 前 「 シ ン ク タ ン ク 」 的 調 盤機 関 か ら出 さ れ る レ ポー トに つ い て 篤 く の は 、 そ の値 段 の

高 さ で あ る 。 ち ょ っ と し た も の が 数 万 円 の オ ー ダ ー で あ る 。 そ れ で も 結 柄 、 聞 き 手 、 読 み 手 が あ る の

だ か ら、 情 報 は 高 い 評価 を 受 け て い る と い っ て よ い 。 そ れ な ら 、 さ ぞ か し 話 し 手 、 書 き 手 は 稼 い で い

る か と 思 い き や 、 実 は そ う で な い の で あ る 。 話 し 手 、{ ! } き手は彼らの聖戦意識を巧みに利用されて、

ゼ ミ 屋 、 レ ポ ー ト 屋 に た っ ぷ り 稼 が れ て し ま っ て い る 。 つ ま り 、 情 報 価 値の 配 分 は 、 情報 流 通 業 者 に

極 め て 大 き く 、 情 報 生 産 者 に 極 め て 小 さ い の で あ る 。

「情 報 化社 会 」 と は 、 ど う や ら 、 情 報 活 動 す べ て が 産 業 活 動 、 つ ま り 利 点l追 求 の 対 象 と な り 、 情 報 の

創 造 よ り も 売 買 に 興 味 を 持 つ 人 達 を も う け さ せ る 社 会 の こ と ら し い の で あ る 。 ( Tat )  

- 地域制について( その 2 )  

や っ と 建 築 基 準 法 の 改 正 が 行 な わ れ た 。 今 回 の 改 正の最 大 のヒ γ ト は 容 税 制 の 全 面 適 用 で あ ろ う 。 こ

れ に 伴 っ て 、 第 1 種 住 居 専 用 地 域 に お け る 10 メートノレ の 絶 対 高 の制 限 を|徐 い て 、 全 商 的 に 絶 対 高 制 限

は な く な っ た の で あ る 。

す で に 容 積 制 ! の 適 用 を う け て い る 東 京 、 大 阪 の 都 心 部 に お い て は 、 こ の 制 度 が 徐 々 に 定 着 し て き て い

るよ う で あ る が 、 全商 適 用 に よ り 都 市 全 般 の イ メ ー ジ が大 き く チ ェ ン ジす る こ と に つ い て の 一 般 市 民

の理 解 は 、 な か な か 容 易 な も の で は な さ そ う で あ る 。

この制 度 が う ま く 運 用 さ れ る か ど う か は 、 その 地 域 に お け る 容 積 率 が そ の 地 域 に 対 し て 適 正 で あ り 、

関 係 市 民 が 十 分 納 得 の ゆ く も の で あ る 必 要 が あ る の で あ る 。 市 民 を 納 得 さ せ る に は 、 市 民 の 生 活 を 基

盤 に し た 具 体 の 例 を も っ て 示 す の が 一番 の 早 道 で あ ろ う 。 そ のためには、 市 や 県 に よ る P . R もさる

こ と な が ら、 直 接 市 民 の 側 に 立 ち 得 る 建 築 家 の 方 々 の 説 得 力 が よ り 大 き い も の と 思 わ れ る 。

建 築 家 の グル ー プの な か で 、 市 民 の 側 に 立 っ て 容 積 制 の 原案 の 作 成 に 加 担 し う る 組 織 と 体 制 を 作 って

い た だ き た い 気 持 で一 杯 で あ る 。 ( I ch)  

- 住 宅 地 の 開 発

先 日 電 車 の 中 に 、 あ る 電 鉄 会 社 の 住 宅 地 売 出 し の 広 告 が 出 て い た 。 都 心 に 出 や す く 、 便 利 な シ ョ ッ ピ

ン グ と 、 良 い 学 校 が 近 く に あ り 、 レ ジ ャ ー も す ぐ 近 く で 楽 し め る と い っ た 内 容 で 、 特 に レ ジ ャ ー 云 々

と い う の は 、 将 来 の 生 活 水 準 の 上 昇 を 指 向 し て い て 、 な か な か う ま い と 思 っ た 。 と こ ろ で 、 こ う し た

い い 場 所 は な か な か 得 難 く な って 、 都 心 に 近 い と 地 価 が 高 く て 、 ま と ま っ た 土 地 は 貿 え な い し 、 手 頃

なイ直の土地は山奥で何 の施 設 も な い と い っ た と こ ろ が 実 情 で あ る 。 買 う 方 も 、 だ ん だ ん 要 求 す る 水 準

が 上 る の で 、 住 宅 地 の 開 発 は 、 土 地 を 造 成 し て 、 道 を つ け 、 水 を ひ く ( 水 を ひ く こ と が 実 は 非 常 に 困

難 に な り つ つ あ る 。) だ け で な くて 、 周 辺 の 都 市 施 設 を 務 備 し 、 電鉄 会 社 の 広 告 に あ る よ う な 条 件 を っ

く り 出 す こ と が 要 求 さ れ る 。

違 う 表 現 を す る と、 地 域 整 備 が 行 わ れ、者11市 施 設 が 整 っ たとこ ろ が 、 住 宅 地 に な り う る と い う こ と に

なる 。 新 し い都 市 計 画 法 も こ の 辺 り の こ と を 考 え て作 ら れ て い る わ け で あ る が 、 こ う し た 、 あ た り ま

え の こ と が 、 笑 行 と な る と む つ か し く 、 在 来 の 住 宅 地 開 発 の 頭 の 切 り 換 え が 行 わ れ 、 地 域 の 整 備 が 、

そ の ま ま 住 宅 地 開 発 に つ な が る こ と を 認 識せ ね ば な らな い。 ( T o m)  

- 都 市 の お 色 気4.

都 市 機 能 の 7 ヒ 状 態 に と も な い 、 色 彩 の 氾 滋 が 自 を 液 わ ん ば か り に ;償 行 し て い る 現 状 に お い て 、 色 彩

が お よ ぽ す 弊 害 の み ら れ る 状 態 が よ く 自 の 中 に 飛 び こ ん で く る 。

都 市 機 能 の 動 脈 と も い え る 交 通 機 関 を 係 り あ げ て み る と、 利 用 客 が 絶 対 見 易 く な け れ ば な ら な い 駅 構

内 の サ イ ン ・駅 名 ・何 々 方 面 ・時 刻 表 に お い て す ら、フォノレムの不統一 l i ' 、 う に 及 ば ず 、 色 彩 心 理 面

か ら の 追 究 が な お ぎ り に な っ て い な い だ ろ う か。 特 に 人 の 視 線 が 向 き 易 い こ と てe 広 告 効 果 を ね ら っ た

も の だ と 思 う が 、 理 解 し 難 い 広 告 が 交 通 サ イ ン な ど と 、 お 構 い な し に 同 居 し て い る の は ど う 考 え て み

ても 納 得 の い く も の で は な い 。 周囲と の 色 彩 調 和 は 無 視 さ れ 、 大 変 派 手 でb 、そ こ に デ ザ イ ン が 介 在 し

て い る と も 思 え な い 感 党 で も っ て 、 こ れ で も か と 押 し 寄 せ て く る の を み る と 不 快 感 を と も な う 。 だい

いち 機 能 的 で は な い 。 こ う い っ た 現 象 は 駅 の 柿 造 そ の も の に 起 因 し て い る 。 動 線 計 画 、 設 備 計 画 、 サ

イ ン 計 画 、 色 彩 計 画 等 、 ど の 事 象 を 係 り あ げ て も 不 可 欠 な も の ば か り な の に 、 駅 そ の も の の 色 彩 計 画

た る や 、 会 〈 思 考 さ れ て い な い と い っ て も 過 言 で は な い。 色 が な き す ぎ る の 一 語 に つ き る。 全体 に う

っ す ら と お 化 粧 す る こ と を 怠 っ て い な け れ ば こ こ ま で の 無 計 画 な 厚 化 粧 は 見 られ な か っ た と思う。

強 い 規 正 と 集 中 管 理 が 望 ま れ る し 、 当 事 者 は も っと 物 の 務理 学 を 身 に つ け 、明' 1 ) となる決断 力 で も っ て

こ れ に あ た っ て ほ し し 、。 務 理 す る こ と だ け でe 索 Hj 'i らし し ¥ そ し て 美 し い者11市 が よ み が え る こ と fごろう

ak 
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海外写真 l TAL1A F  A NT A SfA  
Al l e g r o v i v a c e  

写 真 と 文 吉 井 孝 治

"  

ポ ス タ ー ( ミラノ ) :  雨 の 後 の ミ ラ ノ 。裏 小 路 の 工 事 現 場。 坂 塀 に 貼 ら れ た ポ ス タ ー 。 太 陽 の 国 だ け あ っ て 、 採 色 も テ' ィスプレイも

カ ラ ッ と し て 自 に 飛 び 込 ん で く る 。 ど ニ か の 湿 っ た サ イ ケ 調 と は 又 違 っ た 味 で あ る 。 トー レ ・ ヴ エ ラ ス カ が の ぞ く ニ の ア ン グ ル は 、

pa s s iona t a  t emp o  p rt m。

本 当 に イ タ リ ア の 大 阪 な の だ ろ う か。 幽は/ { ッシ ョ ナ ー タ か ら 急 激に 、 テ ン ポ ・ プ リ モ し て ロ ー 7 に入る 。
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阪大吹田キャンパス計画について

足 iL ..j宇

キャンパス朋 I也 は 、 北 が 向 < 1将へ 傾 斜 し た 樹

伎 状 浸 食 谷 の 発 達 し た 丘 陵 地 て ¥ 周 聞 は ほ と ん

ど 山 脈 で 囲 ま れ 、一 番 大 き な 谷 の 中 央 に 犬 飼 池

が あ る 。 償 断 道 路 で や む な く カ γ 卜する音11分 以

外 は 周 聞 の 山 を 永 久 保 存 鰍 地 と し 、 犬 飼 池 周 辺

の 丘 む 中 央 緑地 と し て 残 す こ と に な っている。

用 地 に 接 す る 道 路 は J待選小野原線のみであって、

そ れ も 水 遼 池 東 畔 の 部 分 に 似 ら れ て い た。 』比谷

リの駅は北千皇駅である。

早 期 移 転 の 必 要 に せ ま ら れ て い た 微 併 に は 附

属 病 院 が あ り 、 忠 者 や 見 舞 谷 、 さ ら に 早 期 務 工

の干 Ｑｉ 使を考Ａｾして、小野原料 ｴ に沿った平坦 ｉ 也に

まずその位置を決定し、ついて¥ほとんど' ，( VfI通

学 に な る 学 生 の た め に 、 工 学 昔11 も小野原料』に人

11 を燦することになった。工学部用地は丘を向1I

リ谷を埋め平坦化したが、民u也形を利用した高

f且がついている .

件線道路は小野原斜 ｬ に也交し、巾只 Ｑ Ｒ ｭ 、ｾ

究所とヨプ戸膏Iltl l ] に循還させ、それに巾只 5 mの

固己管 ゾーンと片側1I 歩 道 を そ わ せ で あ る。 そ の 道

路 に 沿 う て 、 山 1"11 に 微 研 、 蛍 白 研 ( 本 年l変 着 工

ｻＮｾ Ｉ、 ｊ を ｾｬｦ といわば工学部の外周に配置 ｅ した 。

幹線道路 ｉｾ 途中で淡水 ＱＢＱＱ へ分岐させ、直送する

i江路は犬飼池I i Fを周って万博跡地に接続する。

犬scil 池 か ら 東 南 部一 帯 は 運 動 地 芯 用 地 と し て 保

t泊している 。

i放1i Jf ，ffi 白4汗はライフサイエンスの中宇去をな

すが、 i?l H庁、工学部にも| 刻述ののf究 部 門 が あ る

の で 、 そ れ を 各 部 局 内 で 両 研 究 所 に 近 い 位 遣 に

『汁画し、ライフサイエンスグル ー プ を 形 成 し や

すいように菌 ｣ｬｾ した。

また、 ｭｾ 研にはＡ点 ｲ 力の研究部門と笑験所が

li t - t ; 設されており、工学部にも l威子力教室がある

ので、茨木偶1I へ の 幹 線 道 路 沿 い に 、 安 全 性 を も

考 J益 し て 山 で か こ ま れ たー 併 を 原 子 力 ゾ ー ン と

してまとめた。

工 学 部 で は 、 ま ず 共 同 部 分 と し て の 中 央 ゾ ー

ンを，iit 定 し 、 キ ャ ン パ ス 入 11か ら 歩 行 者 専 用 泊F

計画テーター{ 内容その他一覧表 J

ｾ＠
撞生特晴晴究所

団地埴企 嘩t J l宇研究所

同 病 院

国 I1 圃

宇科部門講壇 幅 刊 11研究部門 21研究部門

瞳 H  Hl  

P.  B.  X  

中央時同

内 出

持 高

控 韓 U 岨 2的
110 

宇 都 宇 '1 11 

同封It.

(定RI

入学院学生世

(現H a (現Jt .; )
定員、

計

111 地

11IlT 働相 l 46.9伺 43.4ω 

睡床曲抽

6.4田 15.400 11.200 

lIl O・.'

研究所RC7F RC5F  

術院 RC 3F  地= RI 実験

楠 ｪｾ Ｎ ｉｊｩＮ ｴｾ＠ B l F 
昨"M輸など

その他

RC2 - I F 

路をつけ、人I . J に近い中央ゾー ン I当端に管理機、

中央部分に共同講義棟 Ｒ 線、Ｊ端に図 ｾｴ 館を ＡＡ｣

し、それぞれを回廊とピロテイで結んである。

その建物にはさまれた中縫ないし/ 1 . ; 場は、入口

に 近 い フ 方 ー マ ル な も の 、 中 央 の 交 通 の 多 い コ

ミュニケーションの場、図t号館前の休息と、 = つ

の性格の: i 1 ! ったものが形成される。

中央の、共同講義煉! 日1の 舗 装 さ れ た 広 場 に 犠

して北へ、本屋・生協究庖・逓Ａｾ ・ 喫茶・ 二 つ

の 食 堂 ・学 生 サ ー ク ル 愛 な ど の 福 利 施 設 と 末 端

に ボ イ ラ 一 機 械 室 が あ る .

計画当初、高度成長を背景に、工学部は，1揖座

Jii lによる，色、激な膨張が続いていたので、教室4Jt

に 独 立 建 物 を 要求する 1句 きも少くなかったが、

関 連 教 室 の グ ル ー プ 化 を 推 進 し た 結 果 、 系 と L

て 化 学 ・材 料 ・ 電 気 ・ 応 物 ・ 機 械 ・ 建 設 毎 に

つめ主主物におさまることになり( 原子力は前述

の学的‘ で労11 ) 、各系は '"1' 央ゾーンに商し、系毎に

『講義隙を fli き 、 そ の う し ろ に 研 究 機 、 笑 験 棟 の

順に巡らね、その後背 ｉ 也に ｾｬ 也を確保し、当面

は小運動場やパーキングl 1 "1に 活 用 す る こ と に し

た。 た だ 、 機 械 ・ 建 設 の l耐 東 は 講 義 練 と 研 究 僚

を- - _ f 来にまとめた。独立した各系や管理用諸建

物を 一つめ主 ￟ 物にまとめた場合に近い ｾｍ 裂をも

期待して凶仰をもうけたが、学内の日常の述絡・

交 通 に 適 度 の 脱 税 に お さ ま っ ている 。 し たがっ

て、中央ゾーンの周凶 ｉｾ 初 ｊ めから完成した形を

: .きす ることになる ー

別 に 、 工 学 部 全 体の" 巨地として、犬直司池南の

道路と万博用地とのr ，11の 丘 陵 地 を 確 保 し で あ る 。

各系や品川1I 地，il への- ' 11の 通 路 は 、 幹 線 道 路 か

ら袋小路状に入れ、中央ゾーンの手前でとめてあ

る 。 これ で、Ｇ学生の往来には人 ｾ ｉ ｉ 分維が一応達

成 さ れ た こ と に な る 。 中 央 ゾ ー ン は 、 今 後 級 化

につとめ、犬自己ili 也中央緑地、 万 博 北 ゲ ー ト 附 近

駐 卓 場 緑 地 に i皇続させる予定である。

なお、本省のl ! I J l当基荷車両僚から、 一 定 割 合の

函 械 を 各 教 室 か ら 械 出 し て も ら い 、 不 足 す る と

忠 わ れ る 共 同 の 教 育 ・ 研 究 施 設 を つ く っ た。 た

と え ば 、 共 同 講 義 、 製 図 、 い く つ か の 実 験 線 や

分 析 、 計 算 、 工 作 セ ン タ ー な ど で 管 理 と 利 用 を

工 咋 部

ｾ＠ 同 It 'r. 革 H  n 晶 原 (1) 晶 電 A 晶

考! M. して分散配出してある。

問 機 に 、 現 在 移 転 完 了 し て い る 三 部 局 で 、 面

債 を 出 し あ っ て 、 職 貝 集 会 所 ( 談 話 ・ 会 機 ・食

盆 ) を 幹 線 道 路 沿 い に 設 け て 、 従 来 鉄 け て い た

商 を 補 っ た 。 山 の 樹 々 に 阻 ま れ た 高 台 に 楠 本 会

館 が あ り 、 ゲ ス ト ハ ウ ス に な ってい る。

地 域 冷 暖 房 、 共 同 溝 に つ い て は 検 討 は し た も

の の 、 主 と し て 予算 面 の 制 約 で 笑 施 で き な か っ

た。しかし 、各部局毎に中央冷暖房を実施し、

共同滑に代わる配管ゾーンを設け、指揮内配線は

地下ケープルにしてある。

各系の建物については、 7 mX 7 mのグリ γ

ド、階高 3. 5 mを 基 準 と し て い る が 、 化 学 系 の

よ う に 教 官 室 と 笑 験 室 が 不 即 不 離 に あ る も の や

機械、建設系めように大型機械があるだけに、

教 官 室 と 実 験 室 の 分 離 が し や す い も の と い っ た

工 合 に 、 専 門 差 を 意 殺 し て 形 の 劉ー 化 を 悶 執 し

なかった。

土 地 の 有 効利 用 の た め に 、 極 力 高 層 化 を 推 進

したが、当時、ホテルやピル火災があったり、

従 米のエ レベーターが午後 5 時 で と ま っ て い た

こ と な ど か ら ス ム ー ス に ゆ か ず 、 結 局 、 バ ル コ

ニ ー や 緊 急 用 タ ラ ップをつけ、 一線 に エ レ ベ -

7 ー 2 台 を 確 保 し 終 夜 運 転 を 約 束 し て 、 や っ と

6 - 9 階 に ま と め た。

工 学 部 の 場 合 、 感 設 の あ と の も の 程 、 疑 心 暗

鬼の減少からか、私達の自由度が. 1 " 1 ' 1 大している

こ と が そ の 形 か ら 繊 え る 筈 で あ る 。

まだ、蛋白研、本音I1、綜合巡i f I)J 場などの挫，1止

を 残 し て お り 、 万1噂 跡 地 の 取 得 に よ っ て 第一 次

移 転 が 始 ま る こ と を も 比 越 し て 、 全 体 計 画 そ の

ものに蝉力性を持たしてある部分があるので、

現状は完成とはし、、、難し、特に工学部は r { Eの

会」から寄| 仰いただし、た苗木を育成しつつ、こ

れ か ら 組 闘 を は じ め る 段 階 で 、 木 磁 の あ る キ ャ

ンバスとして 一 応 落 稽 く ま で に は 、 ま だ 時 日 を

裂することであろう。

なお、用地取得から当初J の全休日十回までのプ

ロセえ の刀剃lに つ い て は施 政 月 報 ( No. 55、56号、

1967年、文部省) を、 その 一 部 の慨 要 は 本2志(68

年 5 月 号)を参照されたし、。 ( 45、 8 、 31記)
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ディベロッパーとは何か

成立条件と開発事業をめぐる諸問題

住 田 昌 一

ま え が き

70年代の幕開けとともに，住宅産業が，脚光を浴びて登場 しつつある。最近のジャ ーナリズムは，乙ぞって

乙の問題をとりあげており，その論調は，最大公約数的には，住宅産業が，次の時代の産業界の主役となり，

デイベロッパーが，住宅問題 ・都市問題解決の主要なに ない手になっていく乙とを予見しているようである。

果してそうであろうか。ディ ベロツパーの活動は，やっとスタ ート についたばかりで ，国民にとっては ，未

知な点がきわめて多いし ，住宅 ・都市問題の問題領域の大きさ・複雑さ，過去の住宅 ・都市対策の困難さから

考えて，デイベロッパー ( とくに民間デイベロツパー〕の活躍にどれほど期待できるかとなると，疑問の点が

多く ，ノイラ色の未来は ，簡単には約束できぬのではないか。デイベロツパ一成長論は ，高度成長経済の自己運

動の論理的帰結として ，主として企業サイ ドか ら提起されている問題であるとみれば，前景気の大きさは ，そ

れなりにうなずける。しかし ，その発恕自体は ，住宅問題 ・都市問題の解消という次元からは ，いささかずれ

たものであり ，あらためて ，国民生活サイドから ，ディベロッパーと は何か ，何ができるかと ，問いかけてい

く乙とが，きわめて重要であろう。以下は ，そ乙 Iζ 焦点をあてたデイベ ロツパー の素描である。

ディベロッパーの規定

「デイベ ロッパー」と いう言葉は ，アメリカからの輸入語であるが，強いて意訳すれば， r大規模宅地開発

業者」という乙とになろうか。しかし ，その言葉が示めす概念は ，必ずしも一定していないと思われるので，

まずその点から明確にしよう。

アメリカにおいても ，デイベロッパーの出現は，比較的近年のととで，そのイメ ージは ，まだ定着していな

い。住宅 ・宅地供給業は，歴史的発展からみて ， A )  Cus t om Bui l der ( 注文建築業者) ， B )  Mer chant  

Bui l der ( 建売分譲業者) ， C)  Communi t y Bui l der ( 住宅地開発業者) ，の三つの業態に大別できるよう

である( 注 1) 。

A は，注文によって，年間数戸の住宅を施主の所有地に建てる業者である。 B は，未利用地を一括取得造成

し，建売住宅を建設分譲する業者で ，一社あたり年間供給量は ，100戸台，多い場合で 2，000から 3，000戸にお

よぶ。従来，土地の売買 ・造成は， Subdi vi der ( 土地分譲業者) に任されていたが，建売分譲業者は ，乙の

部門にものりだし ，土地取得 ・整地 ・住宅建設 ・販売を一貫して手掛けるようになった乙 とが特徴的である。

C は，B の形態が，さらに発展したもので，単に ，住宅 ・宅地の供給に限らず，コミュニティあるいは都市的

規模の開発を推進する業者を指す。アイヒラ ー教授は ，Communi t y Bui l der を， r主として新規郊外開発に

おいて ，工業 ・商業 ・住居 ・公共施設およびその他の通常には見られない施設の建設供給のために，最上の計

画技術を適用していく乙とを目的とした 一括大規模宅地の所有者」と規定し， 開発規模が， 2，500 エーカー

(約300万坪〉を上回る事業を扱う業者を乙の範時花入れている( 注 2 ) 。

乙の C の形態が，デイベロッパーにあたるものである。乙れに対 し， A ， B は，Home  Bui l der ともいわ

れる。つまり ，ホーム ・ビJ レダ ーは，事業分野が，住宅供給の範囲内にあるが，ディ ベロッパーは，主たる事

業を ， もちろん大規模住宅地開発におい ている が，必ずしもそれにとどまらず，工業団地や流通団地 ，あるい

は，観光地開発など ，新しい市街地の創出を志向する「都市産業」であると乙ろが，ホ ーム・ビ J レダ ーとはち



がうととろである 。

Devel oper ! [ 対置される言葉として ， Redevel oper ( 都市再開発業者) があるが，乙れは ，前者が郊外の

新規開発を行なうのに対し ，既成市街地の土地利用 ・施設の更新を事業対象としている点で区別される。閉じ

業者が，両方を手掛ける ζ ともあり ，また事業組織が，事業対象のちがいによって ，質的に全く異なったもの

になるというわけでない 。一般にディベロッパーという言葉は ， リディベ ロッパーの概念をふくめた総称、と考

えてよいであろう。

ディベロッパーを基本的 lζ 性格づける点は ，それが，公的なものか，民間のものか，というととである。コ

ミュニティあるいは都市の開発になると ，事業全体が，社会的 ・公共的性絡を強く持つし ，また ，公共投資と

結合している。したがって ，公共団体がデ ィベロッパーとなり ，事業をオノレガナイズしていく立場 lζ 立っとと

は，自然な考え方であるし ，乙とさらディベロッバーと断らなくても ，従来，公共住宅団地開発などは ，住宅

公団や地方自治体が，事業をすすめてきている。今日 ，注目されているのは ，民間ディベロッパーの動向であ

る。今のと乙ろ，住宅 ・都市産業の形成をめぐって，不動産業，建設業，鉄鋼業，建材業から電器産業，さら

には私鉄 ・総合商社などの再編成が急速に進行しており ，デイベロッパーとして ，そのうちいずれがイ ニシア

ティヴをとっていくか， どのような組織形態をとるようになるか ， 明確ではない。 しかし ， ディベロッパー

が，どのような形で定着していくにせよ ，利潤追求を第一義 とする事業体であるととは ，はっきりしている。

問題の本質は ， 民間デイベロッパーが， 利潤の適正化と，公共福祉への寄与を果して調和的に達成できるの

か，という点にあろう 。

民 間 デ ィ ペ ロ ッ パ ー 拾 頭 の 背 景

上の設聞を検討する前 lζ ，今日 ，なぜ，民間ディベロッパーの活動が，待望されているのかについて ，一般

的 lζ 流布されている説明を，整理しておとう。だいたい ，二点に要約できょう。

第ーは，近年のわが国の住宅問題の構造は ，大きく変化したという認識からの数街である。近年の住宅事情

は，住宅のストック量が，世答数 lとほぼ一致してきている点にみられるように ，量的住宅難は ，だいたい解決

し得た乙と，とくに ζ 乙数年の住宅建設量は ，世界有数の規模に達しているが，内わけとしては ，公的住宅に

対し ，民間住宅が圧倒的比率を占めており ，民間自力建設の貢献度が高いとと ，などが注目されている。今後

は，質的住宅難の解決が，主要な諜題となるが， 乙れに ついては，ひきつづき民聞による住宅建設を基調 lとし

て，住宅産業を一層活発化させ，良質住宅の大量供給の道を聞く ζ とにより ，住居の質水準を飛躍的に向上し

千尋るという論旨である。

しかし，住宅問題の本質は ，質的問題に転換したと簡単にいいきってよいか。元来，住宅難における質と畳

の問題 は，同じ問題の二つの側面をいっているわけで，きりはなして論じ得ない。階層的にみるなら ，低 ・中

所得胞の相当邸分は ，畳的 ・質的住宅難の状態にとどまっているのではないか。住宅産業が志向している住居

水準向上への寄与は ，住宅の高級化 ・高設備化の道である。良質であり得て も，低廉である ζ とは保証できぬ

から ，中低収入居の住宅難解消 lζ 効果をおよぼせるか ，といった疑問がお乙る。

第二は，住宅 ・都市産業が，70年代の戦略産業として ，急成長する可能性がきわめて大きいという予測にも

とづくディベロッパ一期待論である。乙の ，第二の点の方が，より重要である。過去 5 カ年の年平均の住宅投

資額は ，大ざっぱにいって，約 3 兆円であるが，乙れは自動車産業，電気機器産業に匹敵する規模である。ま

た，住宅産業の投資波及効果は ，きわめて大きく ，乙れまで見込めば，約 3 倍の投資額になる。今後の産業界

の見通しとしては ， 60 年代の戦略産業であっ た自動車， 電庭電化製品の需要は ， 頭打ちになる気配濃厚であ

る。一方，住宅需要は. r 新全国総合開発計画」によると ，新規 ・建て替え需要など合せて，向乙う 20年間で約

3，000 万戸，住宅投資額は，約 120 兆円 と見込んでいる。年平均 6 兆円となるが，関連投資を含めると ，10-

15兆円の口額となる。つまり ，住宅および住宅関連市場の途方もない大きさのため ，住宅産業が，自動車にか

わる主導産業と して，注目されはじめたとい う乙とである。

わが国の産業界は ，70年代において ， I国民」あるいは 「国家」単位の新たな大量需要創出をはかろう とし

ており ，一国家の時代的課題の解決に寄与していくという「役割」が，従来の「生産オンリ ー」の行動原理に

とってかわりつつある。 I役割」産業の具体的形態としては ， 宇宙産業 ・海洋産業， あるいは ， レジャ ー産
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業，といった形があげられるが，需要量，投資額の大きさで，最も注目されるのが，住宅産業と軍需産業であ

る。しかし後者を進展せしめるには ，まだ諸条件が充分成熟していないとみなされており ，結局，住宅産業が，

70年代の主軸産業として選択されつつある。

アメリカにおけるディベロッパーの形成過程 (注 3)

日本においては，今日という時点で，ディベロッパーが，現われるべくして現われたという感が深いが，デ

イベロッパーの本家であるアメリカにおいては ，どのようなプロセスを経て，登場してきているであろうか。

アメリカにおける土地開発の歴史を概観してみると ，全体として ，土地投機と結びついて，発展してきてい

る傾向が強い。十九世紀においては，開拓地に入植した自作農 (Home St eader)  Iと，固有地が払い下げられ，

個人の所有地に自家建設が行なわれる乙とにより ，全国的な農村地帯の形成をみたが，一方，都市発展は ，鉄

道敷設と沿線の人口増加の形で ，すすんでいった。鉄道会社は莫大な固有地の払下げを受け ， 自ら新都市開発

業者となり ，沿線の宅地開発，住宅建設を積極的 K すすめ，開発利益の徹底的吸収をはかった。多くの場合，鉄

道会社は ，土地経営において，鉄道事業を上回る収益を得ていたといわれる。

二十世紀に入るまでに ，都市網の原型は ，ほぼできあがるが，以後は，都市における諸産業の定着 lとともな

い，人口の都市集中が，急速にすすむ。乙の過程で，内部市街地のスラム化があらわれてくる。一方，都市に

おける郊外電車網の形成，自動車の普及が，あらわれるが，それに合わせて，中 ・高所得層の郊外移住による

都市周辺の発達をみるようになった。 1920年代の好況期には ，都市縁辺部において土地ブームがお乙った 。群

小の土地分譲業者は ，投機利益を目あてに ，キ且悪な宅地の造成分譲を行なったが，1929年の不況にあって， と

れらの業者の多くは破産した。そして，乱雑で‘ ，質の悪い郊外居住地を ，結果としてまんえんさせた。乙れに

対する反省は ，1930年代に入って，ぺリ ー， スタイン ，アダムス ， ライトなどの計画家による住宅設計技術を

集大成させ，また ，不況対策と結びついた公共団体による ニュー タウン建設が，実験的 lζ 試みられた。

第二次大戦直後，不況とそれに続いた戦争のため抑圧されていた住宅需要が，爆発し ，空前の住宅建設ブー

ムを迎えた。新たな設備投資の場を求めて都市から出ていく事業所の動き ，戦後の自動車産業の急成長にもと

づくモ ータリゼィションの進行と結びついて ，1950年代には ，都市郊外の開発が，全国土的に進展した。膨大

な住宅建設需要は ，住宅供給形態を一変させ，新しいタイプの供給業者である「建売り分譲業者」を出現せし

めた。乙の業者は，土地の取得から住宅の販売までのプロセスを統合し ，何らかの形で住宅生産に大量生産方

式をとり入れたものが多かった。 1945年から 60年までの間κ ， 年平均130万戸の住宅が建設されたが， そのう

ち45必の住宅が，建設業者の上位 4 % を占める建売分譲業者によって供給された。

50年代の郊外発展は，建売分譲業者による開発 C 競合によっておしすすめられたとみられるが， リージョ

ンワイドでは ，低密，粗雑，画一的 ，無計画の市街地を生み出す結果となった。 "Sl urb" 一一Sl um化した

Suburbーーという言葉が，端的にその事情を示している。利潤の追求しか考えない建売業者の経済行動の競

合が，無秩序な郊外地形成をもたらしたという批判があらわれるようになり ，60年代 lζ 入って ，大規模計画開

発を主眼とした " New Communi t i es Movement " があらわれてくる。

一方，自動車，電気機器などの耐久消費財を生産する大企業には ，成長鈍化の兆しが見えはじめ ，新たな需

要を求めて ，他部門への進出が考えられはじめるが，住宅産業，都市開発事業が，有力視され，ニュ ー ・コご

ユニティ開発の動きに急速に接近を深めるようになった。そして，大企業がデ ィベロッパーとなった都市開発

事業が，散発的にあらわれるようになった。

50年代には ， ミド J レ・クラスの郊外移住と併行 して，農村地帯から都市部への黒人の人口移動が大規模にす

すんだ時期でもある。黒人の流入先は ，大都市の旧市街部であったため ，都市内部のス ラム化が急速にすすん

だ。そのため ，中心都市の経済復興と中産階級の都市へ呼び戻しを目的とした都市再開発事業が，連邦政府の

援助事業として ，大々的 lζ 行なわれた。そのプ リン シプノレは ，公共団体が土地の取得 ・整地を行ない ，それを

民間業者に売り渡し ， 民間企業が主体となって再建設をすすめるというものであり ， ζ の再開発事業を通じ

て，アメリカのディベロッパーは，最初は ， リディベロッパーとして誕生したといえる。

民間ディベロッパーに大きく依存 してすすめられた50年代の都市再開発が，低収入層を地区から追い出し ，

高収入居を招きょせる結果を生み出した ζ とは ，民間ディベ ロッパーの社会的役割の限界を示唆するものとし



て，注目されてよかろう。 r都心の復興」という点でも，都市再開発事業は，著しい成果を示さず ，60年代に

入って，旧市街部の居住地と郊外居住地の格差は ，ますます深まっている。そして，そのととは ，郊外に居住

する白人中流層と都市内部iζ 住む黒人貧困層の対立関係を激化させており ，大きな社会問題となっている。黒

人問題の解決は ，従来は ，現住地改良の考え方ですすめられていたが，中心都市の衰退がはげしく ，対策が困4

難な乙とが，だんだん明瞭になってきた。単純にいって ，いい事業所の多くは，郊外 lζ 移ってしまっていて，

郊外 lζ 住まないと ，いい職にありつけない。そのため ，黒人も ，白人の厚い壁を破って， 郊外に出ていき ，i.昆

往しないと ，問題は解決しないという方向 1[ ，黒人問題政策は ，転換しつつある。

連邦政府は ，ようやく最近になって ，都市政策の重点を ，都市再開発事業からニュ ー・コ ミュニティ事業へ

移しはじめた。 1965年法で，土地取得 ・宅地造成のため IL F H Aの開発融資保証制度が創造され， 1968年法で

は，ニュ ー ・コ ミュニティ事業について，とくに一節を設け，民間ディベロッパーの資金調達についてのHU

D の保証，ニ ュー・ コミュ ニテ ィ開発 lとともなう上下水道，公園整備などに関する補助金の州政府への交付な

どを制度化した。 68年法において ，ニュ ー・ コミュニティ開発への連邦政府の援助が明瞭になってきた。今後

の焦点は ，連邦政府が黒人の郊外居住を促進するため低所得層向け住宅の建設をニュ ー・ コミュニティ開発に

セット ・インしていかなる政策を打出すかにあるとみられる。

以上の検討からみるに ，アメリカにおいても ，ディベロッパーの成立は，きわめて新しい o f台頭の動機もよ

く似通っている。わが国の産業の構造と発展とが，アメリカに追随した変化をとげているともいえる。

民 間ディベロッ パ ーの神話

民間ディベ ロッパーは ，明日の住まいづくり ，街づくりの推進者であるといわれている 。デイベ ロッパーの，

歪塾が ，まだ明確な形をとって現われていない今日の段階で，デイベロ y パーが社会におよぽす効果について

は，早くも神話化されているきらいがあるので，デイベロッバー有用論の根拠になっているいくつかの点に疑

問を提起してお乙う。

1  ) 地価問題 土地業者が，利潤を得る方法は ，取得した土地に全然手を加えず，値上りを待って売るか，造

成整備し ，何らかの価値を附加して分譲するか ，のどちらかである 。ディベロッパーは，経営全体をシステム

化する乙とにより ，後者の方法で，採算をあげるといわれているが，果してそうか。

今日の異常な地価騰貴の主要な原因の一つは ，大企業の土地の買占めにあるといわれている。現在，民間デ

イベロッパーとして発展体制を整えつつある不動産 ，私鉄，総合商社などの大資本が，異常な土地ブームに便

乗して大規模な投機を行ない ，莫大な利潤をあげている乙とは ，周知の事実である 。乙れら資本が，投機に利1

濁の源泉を置い ている方法を ，簡単にあきらめて，宅地を計画整備し， "環境を売る" といった方向に転化し

ていくだろうか。かりにその方向にすすむとしても ， 道路， 公臣: 1 ，上下水道などの整備は ， 公共団体が負担

し，公共投資によって附加される価値を ，ディベロッパーが，吸収してしまい ，土地が， r適正価格」まで下

落する乙とは ，あり得ないのではないか。要するに ，民間ディベロッパーが，大規模な土地の取得 ・造成を行

なう乙とにより ，宅地の絶対増をはかり ，需要 ・供給のバランス化を通じて地価を安定させていく といった筋i

番通りには容易にすすまないであろ う。そもそも慢性的地価騰貴という緊張状態が続いているから ζ そ，そ乙

iζ 資本が嫡集するようになったわけで，民間デイベロッパーという旗印は ，土地投機を一層大がかりにすすめ

る擬制だともいえないととはない。

2  ) コスト・ダウンの問題 ディベロッバーによる住宅供給は ，住宅産業と結びついたプレファブ住宅が主体

となっていく。プレファブ住宅について神話化 されているのは ， 量産によるコスト ・ダウンという点である

が，少なくとも現状でみる限り ，プレファブ住宅は ，オーダー ・メイドの住宅よりも単価が高い ζ とは事実で

あり ，年々価格は ，物価上昇 lζ 合せて，値上り乙そあるが，コスト ・ダウンの形跡、はない。需要層の主な選択

理由も ， rプレフ 7 7・が安いから」といっ た点にはなく ， r工期が短. かいから」とか ， r仕様があらかじめわ

かっていて信用がおけるから」といった点にあるようである。今後，住宅産業全体をシステム化し，徹底した

量産体制をとるととにより ，材料 コス トなど，ある程度下げられるかもしれないが，問題は ，施工 ・販売面に

ある。ディベロッパーは，施工部門を直接掌握するといったやり方はとらず，工務屈を系列組織化する方向に

すすむだろう。現在下請け工務庖に払われる 7 ージンが大きい ζ とが，コ ス トダウンできぬ大きな原因になっ
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一 い る が 他 4 ) ，大工，現場労務者が，今後一層不足する見通しからみて，乙の障害は ，簡単にはとりのぞかれ

ないだろう。また，販売函についてみると ，一人のセ ールスマンの年間販売戸数は多くみて20戸といわれる 。

かりに年間 l 万戸の販売計画を持つとなると ，500 人の セールスマンが必要である 。 大量販売体制をとるほ

と，人件費は確実に犠大する 。量産化による コスト ・ダウンは容易ではない 。

.3 ) 計画的市街化の問題 民間ディベロッパーによる コミュニティ開発は ，プロジェク卜の大規模性，システ

ム施工による環境の高水準性を特色とするから，良質な環境の市街地を計画的に3整備する乙とができ，都市圏

レベルの地域発展 [ζ 大きく 貢献するだろうとみられている。とれには ，二つの点、で問題がある。

第一は，ディベロッパー閣の開発競争を果してコントロ ーJ レし得るかという点である 。かりに ，一つのプロ

ジェク 卜・エリア内では計画市街化をすすめ得るとしても ，異なった企業の異なったプロジェクト全体を ，都

市圏レベ J レで，一つの計画として ，整合性を貫ぬく乙とは ，きわめてむずかしい 。 自治体当局と住民 ，進出企

業の力関係のちがいが，開発の可否，事業内容の良否を左右するし ，さ らには都市圏全体の土地利用の組密の

アンバランスを生み出さずにはおかない。第二に ，ディベ ロッパーは，開発利益を効果的に吸収する乙とを行

動原理としているから，企業ベースですすめられる「計画市街化」は ，住民の要求と基本的 lζ 合致できるか挺

問であるし ，ディベロッバーの都合によって ，マスタ ー・ プランは，しばしば変更され，一貫した計画性は ，

保持され難い。極端な例でいうと ，工業団地開発計画とし て事業認可を受けながら ，実施においては ，住宅地

計画に変更されたりする。

4 ) 生活水準向上の問題 住宅 ・都市産業の戦略対象は ，インテリアから新都市建設まで，需要層の住生活 ・

地域生活のすべてを包含しており ，国民の生活水準の飛躍的向上を実現していく役割を果すとみられている。

しかし ，果して ，国民の生活改善要求 lζ 合致するような消費財 ，サービスを提供してくれるであろうか。住宅

・都市産業が，複合型産業として有三重視されているのは ，乙の分野において，需要創出のポテンシヤノレが，き

わめて高いからである。あらゆる需要をセット化し ， しかも連鎖反応的に拡大していける。例えばプレファブ

住宅の供給過程で，高密度化された「住機能J をビ J レト・インする乙とは， 当然でてくる。住宅設備面一つを

とってみても，今後は，空調 ・厨房 ・衛生機器 ，照明器具 ，セット 家具などをシステム的に コンパインした住

宅が販売される方向にすすむだろう 。 乙のような傾向が往生活全体におよんでいくようになると ，個人の些細

な生活の知恵の蓄積など問題にならなくなる 。同様の乙とは ，地域生活面でも進行するでろう。開発規模があ

る程度以上大きければ，環境整備にそれほど力をいれなくても ，居住地経営と併行させて，住民から利益を吸

いあげていく乙とが可能となる 。大規模開発では ，開発期間が必然的に長期化するが，居住地経営と開発を天

秤 :ζ かけ て，最も 効果的 lζ 利 i閣を吸収できるよう ，開発全体を操作していける 。そうなると企業が住民の生活

圏を支配すととを意味する。民間ディベロッパーの窮極的な目標は ，住民生活上のあらゆる需要を吸収するメ

カニズムを創り出す乙とである 。 乙乙で提起したい問題は ，居住者の生活要求 lζ 先行するような需要創造が，

果して ，生活水準向上につながるかという点にある。それは ，生活向上の強制j ではないか。住宅 ・都市産業の

進展は ，われわれの主体的な生活観，取捨選択的な生活態度を根乙そぎに変えてしまうような起爆力を潜在さ

せている乙とを強調しておきたい。

民間ディベロッパ一発展の諸条件

民間デ ィベロッ パーは，次の時代の花形企業になる乙 とが約束されてはいるが，その道程は ，必ずしも平坦

ではない。それが，急速度 lζ 成長していくためには ，阻害条件をとりのぞき ，i間前朔j を与えていくといったテ

コ入れが必要である 。

第ーに ，大規模開発においては，膨大な土地を ，できるだけ安く ，容易 lζ 取得できるととが，事業の基本的な

前促条件となる 。 しかし，わが国の土地所有の' 存細性，地価騰貴の位性的傾向が，土地のー話取得を，きわめて

困難にしている 。 乙の障害を克服していくためには ，民間企業であっても，一定限度以上の大規模開発を行なう

場合は ，開発の公共性を理由 lζ ，土地収用権が与えられ，公示価格で取得していける道が聞かれるととが考えら

れる。将来，空閑地税，土地売却税が実施される公算もあるが，ディベロッパーが確保した土地については ，

需要屈の取得価格を安定させるととを珂由に， ζ れらの税の免税を受けるといった要求も出されるであろう 。



第二 lζ ，大規模な都市開発事業においては ，イニシア J レ・コス トがきわめて大きいとと ， しかも ，事業は，

一般に ，長期におよぶが，初期の投資が大きい割には ，早期の資金回収が困難な乙とが，開発事業活動全体を

制約するもっ とも大きな条件になっている。乙の問題を解決するためには ，長期低利の資金を ，容易に調達で

きる乙とが一番の早道である。自民党の「都市政策大綱」で示されているように，民間ディベロッパーの助成

措置として，大量の資金を重点的に投下できる制度が創設されるととは ，確実であろう。またディベ ロッパー

育成を理由 1[， 企業税減免の措置の実施なども ，考えられるだろう。

第三 lζ ，現状の都市計画 ，開発規制などの一連の法規を ，ディベロッパーによる開発の足かせにならないよ

う改正していく ζ とが必要となる。建築基準法の建ぺい率緩和 ，用途地域制の種類分けの変更といった乙とか

ら，宅地造成関係法，開発規制関係法がディベロッパーにとってより有利になるような法改正，さらには ，土

地利用計画立案決定における民間ディベロッパーの発言権強化の法的裏づけなど，民間開発事業を円滑に推進

させるため ，関連法体系の改正整備が急務となっている。

第四 IC，住宅や土地の購入は ，一般の耐久消費財の購入と異なって，大量の資金を必要とするが，不動産に

関する消費者金融制度が，わが国ではあまり発達していない乙とが，ディベロッパーが住宅需要を掘りお乙し，

供給を飛躍的に拡大させる上で，決定的な障害になっている。とれについては ，現在，曲りなりにも公営 ・公

団住宅などの公共住宅建設を主体としたわが国の住宅政策を， 大きく方向転換させ， 公共住宅建設量を削減

し，需要居に対する長期低利の資金融資を重点とした政策にしていく乙とが，業界，政府筋から提起されてい

る。アメリカにならった抵当証券市場の創設なども検討されている。

以上のような ，民間ディベ ロッパーの活動を活発化させるための条件整備は ，現在，着々と進行している。

住宅 ・都市開発事業は，公共事業的性格を必然的 lζ 帯びる乙とになり ，住宅問題 ・都市問題の解決 lζ ，何らかの

形でかかわりを持つだけに ，事業そのものが社会的使命をになっていると見られがちである。その点、が，政府

の手厚い援助を受け得る資格を備えている という論拠になっている。さらに ，事業全体を官民合体ですすめ ，

膨大な公共投資を引出す有利な事業にすすんでいく乙とを許す理由になっている 。住宅産業や，民間テーィベロ

ッパーが果す社会的役割 ，その開発が約束する未来社会の豊かさについて，大々的な宣伝がなされており ，そ

れが，企業発展の条件整備を早める効果を果している。

公的ディベロッパーの教訓

ディベ ロッパーは，何も今急 lζ 出現してきたわけではない。公的な形でディベロッパーは，少なく とも，1955 

年の住宅公団発足以来， 15年の歴史を持っている。住宅公団は ，英国のニュ ー・ タウン建設を範にとり ， I公

共住宅団地」という新しい居住地のタイプを創造したし ，大阪府企業局による千里 ・泉北ニュ ー・ タウンの開

発は，乙れを都市的規模にまで高めた。わが国の公的ディベロッパーの都市開発技術は，決して低くない。

また ，私が欧米の ニュー・ タウンを視察した経験にもとづいていうなら ，英国の ニュー ・タウンは ，アメ リ

カにおいて民間ディベロッパーが手掛けたもっ とも質の高いコミュニティであるレス トン団地や コロ ンビア団

地とくらべても後者の方が居住者階層は ，相対的に高いにもかかわらず，計画の一体性，設計密度の高さ ，居

住地の管理状態 ，居住者の生活圏形成など，いずれの点からみても ，はるかに水準が高いという印象を持った。

私は ，わが国の国土空間条件 ，住宅問題の存在形態からいって，住宅 ・都市開発は ，アメ リカ型よりも英国型

ですすまねばならぬという感を強くしたが，現実は逆の方向にすすもうとしている 。つい最近まで，わが国の住

宅 ・都市建設関係者の聞に渉透していた熱狂的な英国のニュー ・タウン思想崇拝は ，急速に消滅しつつある。

公的ディベロッバーから民間ディベロッパーに，重点を移していかねばならぬ理由は ，明確でない。公的経営

』とみられない民間ディベ ロッパーの機能的特徴について，経営における流動性 ・郊力性，資源の適正配分，受

義者負担の徹底 ，私的資本の積極性，といった点の指摘( 注目があるが，立場が企業寄りで，おとし穴もある。

公的ディベ ロッパーの開発は ，決してスム ースにすすんでいない 。例えば千里ニュ ータウンを例にとると ，

基本的に問題となる点は ，開発資金が十分にないため ，採算原理を貫かねばならず，公的事業でありながら，

元全な公共住宅団地になし得なかった ζ とであろう。公営 ・公団住宅の年間建設量は一定枠』とおさえられてい

るため ，大規模開発をすすめるためには ，分譲宅地の比率を高め ，資金の持ち出しを抑えねばならなかった。
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もっ とも，分譲価格は， 上下水道，ガス ，電気完備で ， 3. 3 rdあたり， 分該当初で 2 万円 ，最近では 5 万円 ぐ

らいであり ，公的ディベロッパーなら良質 ・低廉な宅地を供給し得る 乙とを示した。と乙ろが，小西地分譲で・

は，建て込みによる環境の質低下を如くため ，紋低300rdの規模は必要であるとみなされた。そのため600rri'ぐ

らいの規模の闘地になると分譲価格は 1，000 万円ぐらにな り，公共団体がどうしてそんなに高い土地を分譲し

なければならないのかといった批判も起きた。乙の辺の事情は ，環底の水準を高めながら，良質で安価な宅地

を供給していくととが，いかにむずかしいかを物語っている。

また ，ニュー ・タウン建設は ，小 ・rj. 1 ・高校や官公署の諸施設，道路，上下水道網などの基幹施設の整備 ・

管理を通じて，地元市町村の財政を大きく圧迫するし ，当該市町村は，旧市街部との施設整備上のアンバラン

スlζ 悩まされる乙とになる。開発における官民協調も簡単にすすまない乙とが問題であった。例えば，千里ニ

ュー ・タウンでは ，通勤路線を私鉄 lζ 依存しなければならなかっ たが，路線決定や駅配置について私鉄の横車

によってマスタ ープラン策定は難航したし ，屯] j [ やパスの遂行サ ー ビスは ，居住者の増加に見合って ，採算が

十分とれる形でしか提供されなかった。

公的ディベロッパーの開発にみられた上のような具体的 な問題点は ，開発のウエイトが，民間デ ィベロッパ

ーに移行していく過程で，より深刻に提起され乙そすれ，軽減される乙とはないであろう。

お わ り に

民間ディベロッパーによる住宅 ・都市開発卒業は，住宅問題の全体像についてみるなら ，どのあたりの需要厨

に照準をおいているだろうか。需要創山のため産業の複合合体化を前促として考えるなら ，住宅の高性能化，

環境の装置化はさけられず，全体として ，住宅供給は ， r高級化」の方向にすすむだろう。結局 ，r十l ・高所得

居以上でないと住宅は獲得できないため，住宅問題の主体を構成している低質借家居住居をカパ ーできず，

住宅事情の断居は深まるのではないかと考えられる。 ζ れについては， 企業サイドから ，住宅の Fi l t eri ng 

Process ( 住宅の価値のてい減とともに ，より下層 lζ 住み替えられていく乙と) を円滑化する乙とにより ，全

階層にいきわたらせる構図が考えられている 。不動産勝賞の傾向が強いなかでは ，フ イノレタレイションの起乙

る率は少ないだろうし ，また起乙すためには ，良質住宅の莫大な供給がなければならない。フィ J レタ ーが住宅

難階層全体 lζ バランスある形で波及していかせるととは ，相当むずかしい。

住宅政策を民間主導型に転換させていく乙とによって，住宅問題の解決がはかれるという見通しは ，きわめ

て u. ぃ。今日のアメリカにおける住宅卓情の断層の深さは ，そのととを如実に示している。民間ディベロッパ

ーによる住宅供給 ・都市開発事業が，今後進展していく として， その供給 ・開発対象を住宅 ・都市問題の全容

に照して ，どとに位置づけるか，公的ディベロッパーと民間ディ ベロッパーの活動範囲をどう区分するか ，と

いった点については ，はっきりとした設定をする乙とが急務である 。

民間ディベロッパーの事業進捗の鎚は ，何といっても ，土地問題が一層深刻になりつつある状況で大規模用

地を ， うまく確保できるか，どうかにかかっている。 ζ の点が，基本的な制約条件ーになるとすれば，当面の開

発は通勤幹線構怨、とがiびついた遠隔地のニュ ー ・コミュニティ建設，都市内部における散発的「超」高庖 7 ン

ション建設，過疎地議; における大コンビナ ート ・タウン建設 とい った方向にすすむだろう。それらのおのおの

について，地域住民にどのような影響を与えるか ，注視される必要があるだろう。

70年代には ，住宅 ・都市産業の形成をめぐって，産業界の再編成が，大規模にすすむだろ うし， 大企業が合

体してすすめられる住宅 ・都市開発事業は ，われわれの生活全体をゆるがし ，国上 ・都市形態を大きく変容さ

せるエネノレギーを内在させている 。地域住民が，生活ぐるみ民間ディベロッパーに支配されるか ，住民がイニ

シアティヴをとって ，住民生活の向上に役立たせるよ う，ディベロッ パーを規制していけるか，そのどちらの

道にすすんでいくかのキ イ ・ポイントは ，住民対企業の力関係にかか っている 。

a主1) t ichler  . nd Kapl an， The Communi ty 8ui lders.  Uni versi ty of C.lif orni ， Pr・"， 1970.  PP.20・21.

i主2 ) 前掲書. P  P . X.  

;主3 ) この節全体として前掲書 P P. l l '22. に負うところ多い。

;主. 4 ) 加東英夫 . ｲ 住宅産 業を 告発 する」 エ ー Ｉｾ出版社 Ｎ 1470.  146頁，

;主 5 ) 日本地織開発センヲー績 「民間デ ィベロッパー」鹿島出版会. 1966年 . 13. 15頁.

( すみた しようじ 大阪市立大学家政学部 助教侵〉



ディベロッパーと開発計画

システム

田 村 真 一

回 ディペロッパーの概念整理

ディベロッパーという 言葉が巷間きわめて不明確な概念で使用されて

いる。乙の点については，総論において" デイベロッパ} とは何か" と

いう基本的な問題が解明されるはずであるから，と乙では触れない乙と

にする。但し，私IC与えられた課題に対して築を進めるために，私自身

の立場から乙れらの概念IC対して整理をしておく乙とにする。

近年デイベロッパーに関してさかんな論議が行なわれ，その育成がさ

けばれるようになってきた主因は，わが国における急激な都市化と都市

問題の発生であり ，乙れに対する社会資本の不足と立遅れ，さ らには財

政の硬直化による政府資金の枯渇によるものである乙とは，ほぼ共通の

認識となっている。乙れに対して民間企業は企業の社会的責任を自覚し

つつ，主として都市産業という新分野の開拓を目指し，単独にあるいは

複合的に既存の体質を脱皮させつつ自らを変身昇華させつつある過程に

あるといえよう。

したがって乙乙では，ディベロッパーとは" 開発事業を目的としてそ

のために必要なすべての作業，すなわちプロジェクトの企画，計画，設

計，生産iζ 亘るプロセスにおいてあらゆる要素をコ ーデイネートしつつ，

事業を進展させ完成させる主体" という程度に考えて話を進めたい。

開発事業とは，大きく分けて都市再開発型と新規開発型の二つが考え

られ，前者ICは業務，商業，流通，交通，娯楽，都市住宅施設およびそ

の複合が考えられ，後者には住宅団地，レジャー施設，ショッピングセ

ンター，工業団地およびその複合などが考えられよう。

また乙れらの規模についても各様である が，一定の地域社会を形成す

るか，少な くとも コミュニティ (Comuni t y) づく りに参画するスケ

ールの ものであるととが必要であろう。

最も基本的に考えなければならない乙とは，その企画が地域計画，都

市計画に沿って進められるととである。

乙のような概念をベースにして開発計画というものが，どのようなシ

図 - 2

ステムとフローで進められていくか，私達の体験の中で学んだものを述

べてみたい。

私達は建設会社という一つの大きな組織の中で開発行為を行なってい

るわけであり，企画，計画，設計，生産の一連のト ータルシス テムの中

でディベロッピングリ ーダーとしての役割りを果たしていると考える。

回 開発計画のシステムとフロー

開発計画という行為を最も単純に分類してみると 図- 1のどとくな

る。

図- 1
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さまざまな調査活動から始まって，得られた情報，資料を分類し分析

し，その上IC立って企画，計画が行なわれる。それが提案され事業化へ

たどるプロセスを行為的に分類したものであるが，との 4 つの段階は単

純に乙のままの順序で進むものではなく，各種のフィ ードパック が行な

われて次第に進展収れんしていくのが常である。

乙の大ざっぱなフローをベースにして一つのプロジェク トが発生し，

事業化へと進む間のプロセスを作業別に分類し，それを段階的に組合せ

たものが図- 2 である。

1. 潜在需要の発掘と顕在化

かつて建設の需要とはかなり明確な形において把握することができ

た。というよりも需要に対応して供給していく という行為しか考えられ

なかったわけであるから ，そ乙にはオフィスピル，劇場，ホテ J レ，住宅，

あるいはダム，道路， コツレフ場というように一つの明確な形での需要が

すでにあったわけである。

と乙ろが開発計画という行為は常に需要を予測しつつ前向きにプロジ

ェクトを提案する姿勢がベースであるから，そとには明確な需要形態が

生まれない以前の状態しかないわけである。しかも現在は需要そのもの

が非常に複雑な内容とスケールを もっており，既成概念では掴みにくい

ものが多い。潜在している需要を採りあて，乙れを明確な需要にもって

いく需要予測と顕在化の行為がまず必要である。

例えば，近年にわかに脚光をあびてきた住宅産業ブームもブームに先

立つ数年前にあらゆる調査活動に基づいてすでに予測されていたととで

あったし，また国民所得の向上，消費性向の高度化によるレジャー産業，

観光産業の将来性も当然着目さるべきもので，新しい技術革新をベース

に開発されようとしている新しいレジャ ーの将来像を推定する ζ とによ

って，新たな建設需要を予見するとと もできるわけである。

2. 用地・地区の選定

急速な都市化IC伴う都市機能の急激な変動の中で事業を企画するとい

う行為は，単に与えられた敷地の中において与えられた条件のもとで計

画，設計を立案するというととから ，目的IC対

する最適の場所を選定し，企画をする範囲にま

で拡大する必要が生じてくる。とくに ，工場の

建設，観光開発，住宅団地の建設等々において

は，用地の選定がその事業の成否を決定すると

いってよいだろう。

日

ｮｾ ア

10 

L 一一一 !L-一一一 しか しながら乙れに関する手法は未だ確立さ

『凪

I  I  I  れておらず，今までは個人の経験によるカンに

= ; >  III ;t ｉ ｾ ｉ 事実 川 弓よって敷地選定 が 行なわれるととが多かった 。
一一一一 一一一一 人口動態，交通条件，地価，開発動向等々つぶ

さな調査分析を行ない正確な予測を行なう乙と

により，客観性を増大させる乙とが必要である。

3. 土地利用計画の策定

私達が外部企業から委託を受ける場合は乙の
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段階からのものがかなり多い。貸ピノレ需要のゆき詰り ，都市機能の変

化，建設需要形態の変動による供給形態の変化IC伴い，敷地IC最適な用

途を配する ζ とによって，土地の最有効利用を図るためには，まず立地

条件を明確にし，地区のもつポテンシヤ J レを正しく把握した上で，用途

決定IC必要な数多くの ファク ターを整理分析し将来予測を行なう必要が

ある。

図- 3は私達が用途決定K 導くプロセ スの中で使用する立地条件リス

トである 。乙 れまでに数次に亘るフィルターを設定 して選定の枠をせば

め，と のリス トによってさらに数個の解答までせばめていくわけである

が，乙のヨ コ，タテのファクターができるだけ多く ，採点の方法がより

客観性を増せば，より適確な解答が得られるわけであり ，乙のシステム

の電産化が考慮されている。

4. 最適規模と用途配分

用途が決定されると，次にくる乙とは施設の規模をどうするか，そし

て最近におけるプロジェク卜では内容的に単一の業種という乙とは考え

られず，いろいろな業種の複合が必然であるか ら，乙の業種の組合せを

どうするかが重要な問題となってくるわけである 。

商圏( 利用圏) の設定，人口予測，消費予測，投資効率の測定などに

よって規模決定，用途配分のための諸条件を調査，分析，評価する。最

近乙の分野における各種の理論の発表が行なわれるようになってきてい

るが，まだ定着した手法には至っていない。

5. 計画システムの確立

地域，地区計画や大規模な施設計画においては設計以前の段階におい

て計画システムの概念の導入が必要となってくる。例えばアメリカにお

けるショッピングセンタ ーの成功はその各種システムの確立が要因であ

るといわれているし，また欧米における再開発事業の成否もそのシステ

ムいかんによるといわれている。上位の都市システムとの関速において

図- 3

計画地をとらえ，空間システム ，動線システム，用途配分システム ，エ

ネJ レギーシステムなどにシステム化を行ない，乙れをコーディネートし

ながらマスタ ープランに還元しなければならない。

6. 生産方式の検討

今固まで都市計画 ・大規模プロジェクトなどに関する提案が技術，経

済性に立脚して行なわれていない乙とがしばしば現実化を阻む要因にな

っていた。とくに建築技術の急激な発展変化の中において，技術的裏付

けのあ る都市再開発，建築提案が有効な説得力をもっととになる。建築

の高層化，大梁間空間，建築のプレファブ化，海洋 ・地中構築技術など

の新技術の開発が来るべき各種開発計画の進展に大きな可能性をもたら

す乙とになるであろう。

7. コスト分析

乙乙では単IC建設の見積り金額の算定というととではなしむしろ

4. の作業によって得られたスケーJ レを投資効率の面から検討するための

適性コス トの把握ともいうべきものである。 したが って，乙の次にくる

収支計画の作業とは密接な関連をもつものであり，乙れらは単独の作業

としては成立せず，常ICフィ ードパックの上で修正され適性イじされてい

く。そして乙の上に立って，再び長適規模や用途配分計画が修正される

可能性もあるわ けであ り，いわばコストプランニングともいえる段階で

ある。

8. 収支計画

昭和35年か ら40年頃までの貸 ピJ レ需要の多かった時代における収支目

論見書は容積いっぱいに計画された設計図に従って，一般の市場貸 ピル

条件をもとにして，貸ビJ レ経営が成立つか否かチェック する役割で充分

であった。

昭和40年以後，貸ピJ レ需要がゆき詰った時，土地利用の方法，テナン

トの見通しと性格，地価と規模との相関関係などの検討を通 じて，土地
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の最有効利用法を提案するととが最も必要なとととなってきた乙とは前

述の通りである。加えて都市再開発，巨大複合建築がふえるに従って，

収支の検討要素が複雑化し，法律，経済，技術などに関する多角的知識

が要求されてきている。しかも解答の種類が数多く要求される場合が多

く， ζ の函での作業に膨大なエネルギーを必要とするようになってき

た。最近との面でのプログラミングの開発により電算機導入が可能とな

り，大幅にエネルギーの効率化に役立っている。

9.  事業計画と資金計画

プロジェク卜をどういう風に事業化していくか，またとれに必要な資

金の導入はどうするかは大きな問題であり，乙れに関する綿密な検討が

成否を決するといっても過言ではない。

まず第ーに事業手法の検討があげられる。土地買収方式をとるか権利

変換方式によるかの問題から ，都市再開法導入のメリット ・デメリッ

ト，特定街区方式の採用による各種制約の検討など考えられる手法は全

部検討する必要があり ，単独企業か複合企業かまたは第 3 セクタ ーによ

る新会社を設定するというような事業主体の問題もある。また，との種

事業に関してはとくに膨大な資金を伴うのが常であるが，乙 の資金調達

lζ 関する検討も重要である。アメリカにおいて，デイベロッパーの能力

評価IC関して資金調達能力が大きなウエイトを占めているといわれる。

金融機関より低利 ・長期融資をうけるための諸条件，政府 ・地方公共

団体の助成措置の可能性など，資金調達IC関するメカニズムは知悉して

おく必要がある。

10. 計画案の制作

都市再開発計画などの大規模計画においては，専門家でなく一般市民

を対象とする場合が多く， したがって計画の内容をわかりやすく説明

し，正し く速く理解させる乙とが重要である。建築の場合のよう ICクラ

イアント ・設計者 ・施工者間の伝達手法ではなく，計画者 ・一般市民

( 集団) 聞の伝達手法が要求されるわけである。したがって調査 ・企画

・計画 ・収支など一連の作業内容の視覚化 ・総合化を図り ，グラフ ・図

表 ・透視図 ・模型 ・スライド ・映画などあらゆる伝達手法を用いて理解

を深める乙とが必要である。

11 ・12 提案・事業化

以上，各段階を経て統合された計画案が提案され，数々の検討を経て

事業化へと進むのが理恕的なケースである が，例外を除いて，とのよう

な開発事業はきわめて長期に亘る乙とが多い。提案から事業化への聞に

おける促進のための手法もいろいろと存在するし ，いよいよ，事業化へ

とスタートした場合も，乙れ以後におけるシステムとフローが当然存在

するわけであるが， ζ れについては紙面の都合で別の機会にゆずる乙と

ICしfこし、。

回 む す び

図- 2 で表現 したチャートはきわめてスタンダードなものであり，こ

れをベースとして各プロジェクトどとに独自のシステムとフローが造り

出される乙とは当然である。またそれぞ‘ れのフェーズがおのおののサブ

システムをもっ ζ とも当然である。またフローの中でどのフェーズとど

のフェーズでフィ ー ドパックが行なわれるかは矢印で表現したつもりで

あるが，乙れとてもさまざまなケースのある乙とは判断いただけると，思

つ。

現在デイベロッパー ( それはアメリカから輸入されたものではなく真

に日本の土境の中から生まれたもの〉を目指し ，各企業が動いている。

それは不動産業であり ，総合商社であり，金融業でありまた建設業であ

るといわれている。いずれにしても新しい産業分野への進出を果たすべ

く，新しいシステムメ ーキングと新能力の開発を急がねばならない。

( たむら しんじ K K竹中工適応開発計画本部長〉

行政上の立場と都市再開発

徳 山 正 文

1. ま え が き

都市問題を解決してゆくためには，広範な角度からの施策が総合的に

講じられなければならないが，基本的ICは，計画的な既成市街地の再鴎

発を促進するとともに，都市機能の合理的な分散を図り ，その再編成と

都市構造の変革を図る必要がある。

とくに既成市街地で低層木造住宅が密集し，公共施設の不備，空地の

細分化などにより土地の利用度が著しく不健全な地績については，公共

施設整備，都市防災，生活環境改善，住宅の高層化，商庖街の振興な

ど，それぞれの地域にふさわしい土地の合理的，健全な高度利用化と都

市機能の更新を図り，住みよい豊かな，人間味あふれる都市づくりを行

なう必要がある。

計画的な都市再開発を具体化するためには，地方公共団体は都市全体

の再開発の基本構想および各地区どとの再開発計画を策定し ，乙れに基

づき総合的，経済的に各種の事業が実施されなければならないが，乙の

場合，土地の高度利用地区の指定を積極的に行ない，公的機関だけでな

く，民間エネルギーを活用して，土地利用の高度化と建築物の共同化を

促進するとともに，乙れらのための減税，融資などの措置を拡充強化す

る必要がある。 ζ 乙』ζ 2 ，3 の問題点を記述し ，解決への糸口とする必

要がある。

2.  解決すべき都 市問題

(1) 住宅 登かで健康な市民生活を営むためには，快適な住居が確保さ

れなければならない。しかしながら都市における住宅難は慢性的症状を

示しており，居住水準もきわめて低い。良好健全な住宅が職場に近接し

て配置されるとともに， 住環境の整備改善がなされる必要がある。ま

た，住宅は肉体的，精神的に人格形成IL : 与える影響が大きいものである

から，適切なコミュニティの形成が行なわれ得るように計画されなけれ

ばならない。

(2) 土地利用 「都市の間取り」ともいうべき用途地域制は，おのおの

の地域にふさわしい建築物を集積させるととにより ，住みよい，働きよ

い町づくりを行なわなければならないのであるが，現実lζ 雑多な用途の

建築物が混合して存在し，相互に機能阻害をお乙している。各地域の機

能の純化をはかり合理的な「都市の土地利用計画」を行なう必要がある。

(3) 生活環境都市周辺部においては，細分化された宅地に無計画に無

秩序に建築がなされ，道路，公園，供給処理施設などの都市公共施設が

立ちおくれたまま，市街地が形成されてゆく場合が多く ，かかる市街地

においては，投資の効率も悪く，生活環境は悪化し，市民生活は著しく

危険な状況になっている。宅地の開発に先立って都市施設の先行投資が

効率的になされる乙とが必要であり，産業基盤施設とパランスのとれた

生活基盤施設の整備をはからねばならない。

(4) 用地 都市における宅地は細分化し，極度に高騰している。公共投

資の合理化と都市再開発事業の推進をはかるためには，公共優先の立場

に立って土地を合理的に コントロ ールしてゆかなければならない。

(5) 交通 産業経済活動の発展とともに増大した自動車交通量は，都市
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ていくという姿勢が準備されなければならない。

とのように地区の将来像を的確にする ζ とにより ，地元の建設エネル

ギー( 投資〉を無駄のないように集結しうるのである 。街かどや公共建

物のロビーなどに将来像の模型を展示するなど，P Rを十分に行なう乙

とが大切である。

(2) 民間デイベロッパーに期待するもの 都市の発展は，都市再開発の

成否にかかっているいっても過言ではない。都市再開発は，公共団体が

施行する市街地再開発事業あるいは公共施設整備事業によって果し得る

ものではなく ，官民一体となっての前進が必要である。民間ディベロツ

ノf ーによる再開発事業は，経済的採算性が重視されるととは当然である

が，事業の社会的重要性を考慮し ，公益的立場11 : 立って積極的に参画さ

れる乙とをのぞむものである。

再開発事業に当つては，次の点が配慮されな ければな らない。

(1)  マスタ ープラン 11 : 基づいて再開発地区の将来像を作成する乙と

(2) 良好健全な住宅の供給に積極的 11: 取組む 乙と

(3) 都市施設整備に配慮する乙と

(4) 入車の通行動線分離を工夫するとと

(5) 公害涯、の再生にならぬように注意する乙と

(6) 防災に配慮する乙と

そして地方公共団体は，みず、から事業主体とならない再開発事業にお

いても，融資制度および税制上の措置を講じると とにより ，民聞による

事業の振興をはかり ，また場合によっては権利者の調整 IC参与 し， ある

いは積極的に計画策定上の援助をはかるべきである。

における交通難を一層深刻なものとするとともに，交通事故および交通

公害の問題を提起している。人と車の分離が十分でなく，歩行者は常11:

交通事故の危険にさらされている。立体的，機能的な交通網の整備をは

かるとともに ，人間優先の立場から，安全で歩きやすい歩道が確保され

なければならない。

(6)  公害 大気汚染，騒音，振動，悪臭，水質汚濁などの公害が顕著に

なり ，生活環境は多面的におびやかされている。生活環境の保全をはか

るため，公害の原因と対策を追及し，企業と行政面の協調により，根本

的な解決策を早急に講じなければならない。

再開発のイメージ

再開発事業による建築物は大規模化，高周化および建物機能の複合化

が顕著になるであろう。

しかしながら，建築物の絶対高さの制限が廃止され，容積制が一般化

されたと とにより，零細イじした宅地ではペンシ J レビソレ的なものが林立す

るおそれがある。乙れはいたずらに階段やエレベーターなどの占有面積

を増加させ，有効床面積を減少させるのみならず，都市景観としても好

ましくない形態となる。可能な限り宅地の合筆化をはかり ，建築物の共

同化を促進して，オ ープンスペースを確保し ，平面的にも形態的11: も設

計の自由度を培大させ，都市建築物としての機能と美観を配慮した建築

物とする乙とか望まれる。

都市再開発による高層建築物が，立体化された街路網，河川 ，公園な

どの公共空間または屋上庭園の緑と調和した景観は，従来の平面的な都

市構造をより近代的立体的な景観へと一変する乙とになろう。

以上，都市再開発の問題点について概観したのであるが，都市再開発

は都市の未来の発展を方向づけるものであるから ，その計画 IC当つては

再開発地域の都市活動の総和としてとらえ，都市計画，都市行政，都市

経営，市民生活，企業経営などの必ずしも利害が一致しな い立場の人々

の参画と協力をえて，実現のためのシステムを策定し ，その重要性，緊

急性，効率性を考慮の上，段階的にきめ細かく事業を立案し ，推進して

ゆ か な け れ ば な ら な い 。 ( と 〈 や ま まさふみ大阪市建築局長〉

4. 

(7)  防災 建築物が密集 し老朽化している市街地においては，大地震や

大火災が起乙 った場合，その被害度は甚大となるととは明らかであ る。

避難時における路上は自動車によって占有され，その燃料の連鎖的炎上

により，被害規模は予想外に拡大されるであろう 。防災上有効な避難拠

点ともなりうる市街地開発事業が期待されるゆえんである 。

(1) 将来像の提示 都市機能整備， 生活環境改善，土地高度利用， 土地

利用転換， 地区ポテンシヤ J レの上昇など，都市開発11 : 課せられている課

題はきわめて大きい。都市再開発の骨格をなす基本構想においては，

① 土地利用計画を合理的なものとするためのきめの ζ まかい用途地域

制を定め，それぞれの地域にふさわしい都市施設を計画的に整備する乙

とが肝要であり ，

② 住宅については，良好健全な公的住宅を大置に建設するとともに，

住宅建設に対する公的助成の多様化，強化をはかる必要がある。住潔墳

は清浄な空気と太陽と緑11 : つつまれたものでなければならない。

③交通問題については，通過交通は規制され，人車の動線の完全分離

をはかる乙 とにより ，子供の遊び場およびコミュニティ生活の場として

の空間の回復がはかられるよう計画されねばならない。また防災拠点と

もなるべき公園広場なども計画的 IC確保していかなければならない。

都市再開発は，基本構想に基づいて立案されるべきであるが，基本的

には地区住民の要求11 : 依拠して立案計画されなければならない。マスタ

ープランを策定して市民11 : 提示し，その全面的な協力のもとに事業化さ

れるべきである。そのためには「住む」地区および 「働く」地区の詳細

な計画を作成し ， i 町づくり」を，市民とともに身近な ものとして認識

させる乙とが必要である。

再開発事業lζ 対して，従来地区住民は個人の利害を中心にして施行者

に対峠する姿勢を示し ，施行者も充分な計画を提示し説得する機会11:欠

けている乙とも否定で、きなかった。相矛盾する利害が錯綜している既成

市街地を再開発する場合，その権利の交換については，きわめて困難な

要素を内在しているものであるが，事業実施IC当つては，関係権利者相

互の立場11 : 対する理解を深めるよう留意し，事業主体が独善的lζ 事業を

決定する乙とのないようにしなければならない。

事業主体は地区住民が主権者として判断できるに足る科学的な資料を

作成し，それに対して寄せられた価値判断に対しては，基本的11: 依拠し
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公的ディベロッパーの問題

占

社会資本形成における住宅公団の役

割と展望

西 国 隆 雄

ま え が き

日本経済の目ざましい高度成長は，今さら，乙乙で説明するまでもな

いが，乙の成長は，はたして，われわれの生活環境IC何をもたらしただ

ろう か。

毎日のニュ ースは，交通事故の記録更新を伝え，公害と生命の危険に

関する話題ばかりである 。国会においても，公害対策を議題にした「公

害国会」が聞かれようとしている。そして，その事態の急激な変化は，

「光化学スモッグJ i歩行者天国J i カドミウム汚染」などといった新

しい言葉の萱場に よって十分とれを知ると とができる。

高度な産業成長基盤の発達は，国民生産所得 ( G N P) の向上をもた

らし，西欧諸国をどんどん追い越 している。だが，乙の経済成長至上主

義は，実は，蓋を関けてみれば，と んだ経済悪，社会悪を同居させて肥

え太らせていたのである。そして，われわれの生活環境の基盤施設整備

や建設が二の次にならざるをえな くな って，乙の手薄さにつけ込んだ経

済悪，社会悪の増大は，生活環境ならびに自然環境の破壊を招き ，あれ

よあれよと いう聞に加速度をつけて， 今なお進展 している。

表 - 1 社会資本の範囲と内容 ( 経済審緩会社会資本研究委員会報告書より 〕

2 次 3 次産業間違 エ薬用水道、工業用地造成、流通施設、電力施設、

仕
施 設 カス施設等

差

基

l 次産業関連? 主役 号E英萎2室、 F 字選、漁港等
笈

ナ
関

シ

f平 交 通 過 信 施 設 1互路、鉄道、巷湾、空港、自動車ターミナル、複合ヨ

ナ
ター ミナ J レ‘ 電気通信施設等

J レ

、、、

住宅、環境衛宝活設竺宅、宅地造成、 上水道、下水道、都市公園、駐車

2号、膏薄汚設( 道話、鉄道、，霊. . 、電気通信施設)
" 7  

生

A  

，舌
等

的

基

?孟

盤
教 育 、 文 化 施 殺 学校、社会教育施設、体育施設、文化施設、訓練絡も

(!) 
関

設等

f長

厚 生 福 祉 ち 設 保管ｾＺＺ、病院等

f土回車全f関F  国 土 保 全 施 設 治水施設、 ，古 山施設、海岸施設等

国においても ， r経済社会発展計画」をつ くり ，経済活動および国民

生活の多様化，高度化lζ 対する社会資本の相対的な: i l l : と質の不足を前提

にして， ナショナルミニマム拡充への要請を大きな課題と してい る。し

かし，経済偏重，生活軽視の政策をと ったζ とは，全く片ちんばの環境

を生んだ。それだけに，人命の安全確保，災害防止，公害防止に加えて，

住宅をはじめとする生活環境の基盤関係施設の整備建設は急務である。

従来，わが国の社会資本の形成は，国または地方公共団体がその事業

主体と して整備建設する資本として解釈されていた。そのために，社会

資本形成lζ 係る諸制度，とくに財政金融面において， 公的セ クトに偏重

し，民間セクトの社会資本形成への参加が制限されざるをえない状態に

おかれていた。

しかし，乙れからは，社会資本，とりわけ生活基盤関係施設について

の整備建設の要請は，公的セクトのみならず，民間セク トの強力な役割

が期待されているととろである 。乙れは，社会資本が，短期聞にしかも

大量に形成されねばならないという畳的要請から，その事業主体の総動

員という乙とも ，その大きな理由の一つだが，その事業の対象と内容に

よっては，公的セクトが画一的で閤定的な体質の中で施行するよりは，

民間セクトの手で事業経営における流動性，弾力性，技術開発と創造性，

資源、の適正配分，受益者負担の徹底，私的資本の積極性など民間企業的

体質の中で施行した方が好ましいと考えられる乙とによる方が，大きな

理由であろう。

すなわち ，今までの社会資本形成が，事業主体別主義( 公的セク ト主

義) であった ζ とに対する実態と反省に加えて，時代的要請としての社

会資本形成の新しい体制づくりとして，その施設対象からみた機能分担

主義によって，公的セクトと民間セクトが相互に密な関係を保ちなが

ら，事業を分担するととの方が，より能率的で，われわれの身近な生活

環境づくりとのかかわり合いも効果的ではないかと考えられるようにな

ってきたのである。

昭和30年IL発足した日本住宅公団は，太平洋戦争の終了時の住宅不足

からスタートした戦後の住宅問題を解決する政策のーっとして，住宅，

宅地造成の社会資本の形成を国みずからが施行する機関として，また，

勤労者への宅地，住宅の大室供給者として，現在まで同年間その実績を

上げてきた。その評価はさまざまだろうが， i団地」という新しい社会

的，空間的秩序を生み，乙れが現在の都市生活の基盤のーっとして定着

するに至って，乙の面で大きな役割を果たしたととは，十分認められて

よい乙とだろう。

だが，乙の住宅公団 も，社会資本の形成という 立場から ，そのあり 方

が当然検討されねばならない時期を迎えていると恩われる。

ζ とで述べられる小論は，かかる観点から，乙れからの課題として，乙

れをどう考えればよいかについて，一つの話題を提供するものである。

表- 2 住宅公団大阪支所の住宅建股，宅地開発施行規模

年 度 30 131 32 133 34135 36137 38139 40 141 42 143 44 

施 行 面 積 201 155 288 434 322 608 186 240 701 502 一ha

宅
地 区 数 4  1  1  2 1 - - 1 2  3  1  1  1 11 3  1  3  ー カ所

平 均 地 区 面 積 501155 144  217  1071609  186 240 234 167 - ha 

i也 宅 公 団 用 地
92 188 157 177 1941138 791120 346 282 - ha 

開 地 民 有 地 441 13 491 - - 1113 21167 48 133 113139 - ha 

菌
公団用地の

発 積
うけ賃住用地

281 51 591 - - 188 80178 51 178 217 130 - ha 

施 行 面 積 46 124 98 1- 37 45 124 731 18 65 1  10 48 1102  16169 146 ha 

筑 団 地 言邑 121 9  12 1  6  6  1  2  5  1  1  2  1  2  7  1  5  2  1  7  9 カ所

住

平 均 団 地 面 積 4  1  3  8  1  6  8  1  12 151 18 331 5  7  122 8  1  10 16 ha 

宅 直 接 買 収 27131 59 129 23121 29 131 241 16 301 13 21 137  76 ha 

建 地
公 団 宅 問 9  1  18  181 19 2  1  5  8  1  4  171 16 23133 18 ha 

設 絵 その? 包宅関 8  121 24147 37136 14 ha 

glJ 宅関ウェイト 13138  44 1  38 6 1 1 4  40 161 58183 74 165 42 %  

( ; 主) 賃貸住宅建殺宅地供給別は供給ベースの数値であるが、他はすべて渚エベ ース の

数値である 。
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住 宅 建 設から都市開発へ : 都 市開 発 か ら住宅建設へ

発足当時の住宅公団の事業量は，公団賃貸住宅の建設にその主力が注

がれ. 2 万戸の住宅建設計画をもち，一方，土地区画整理事業による宅

地の供給においては，わずか5∞haたらずの施行面積であった。

乙れが最近では，建設される住宅の種類型式も多くなり ，単年度の建

設戸数も増加の一途をたど、って，発足当時の約 5 倍の 10万戸を上まわろ

うとしている。宅地開発の面でも，新規若手面積の年平均は . 21α)()ha 

1<:: もおよぶ1<:: 至った。

住宅，宅地の大量供給は開発規模の拡大に速なり，住宅建設，宅地開

発いずれの場合も，一地区当りの面積規模は表- 2 のとおり大型化して

いる。乙のととは，住宅建設および宅地開発の立地の環境からみて，よ

り広い周辺を考えて，市街化の整備建設という立場から，計函，建設の

諸事項が検討されねばならなくなってきている乙とを意味する。

次Ic : . 大都市における勤労者のために住宅，宅地を供給するという目

的から，その立地は大都市およびその周辺地域に限られ，当初は，近畿

圏の場合，大阪の都心を中心1<:: 30km圏域の内側であった。乙れが都市周

辺部における市街化によ って，未利用地は喰いつぶされ，さ らに ，市街

化の無計函さ ，無秩序さは，土地利用上のスプロール現象をひきおとし

て，住宅公団のみならず公的セクト，民間セクトの住宅建設，宅地開発

の立地は，どんどん外側に遠隔化せざるをえない状態になっている。

また，都市周辺部での地価の高騰は，住宅建設，宅地開発の経営計函

の点からその採算性が好ましくないという乙とで， ζ れに拍車をかけ

て，より地価の安い外周部に拡散している。住宅公団の宅地開発も図-

1 にみるとおり，今や，大阪都心より 40km圏から50km圏lζ 拡がろうとし

ている。

住宅建設，宅地開発の地区面積の大規模化および既成市街地から遠く

はなれて，従来，ほとんど都市施設がほど乙されていなかった農業地域

図- 1 住宅公団大阪支所の宅地開発立地の遠隔化

地 位 一 一用地取得価絡 ( 若干の補償資を含む)

価 宅 一 一 住 宅 地 価 絡 推 移

円h，2 I控 × 大 阪 を 中心 にした開発地区
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での立地は，単に住宅を建設する，また，宅地を造成するという ζ とだ

けにとどまらず，生活環境の基盤施設として，上水道，下水道，都市公

園，道路や学校，庖舗，医療施設の日常生活lζ 欠かす乙とのできない公

共施設および利便施設の整備建設が基本とならなければならなくなって

きた。

住宅を建設するととよりスター卜した住宅公団業務も ，今日に至って

は，生活環境の整備建設が基本となる都市開発的様相を呈して，むし

ろ，大量の住宅供給は，まず，生活環境の整備建設という立場が前提と

ならなければならない。

住宅公団の過去の実績は，乙れを裏づけており ，一つには住宅団地建

設の場合，利便施設の建設菌において，教育施設では小学校から中学

校，幼稚園，保育所へと，行政サービス施設では警官派出所から電話局

に至るまで，その内容がその建設年度の移行にともなって多様化してい

る。また，利便施設においても，底舗にはじまって，駐車場，銀行とい

った具合に広範囲におよんでいる。一方，宅地開発事業において，道

路，上水道，下水道，終末処理場，河川といった開発地区外の関連する

都市施設の整備建設に対する住宅公団の費用分担金( 施行面積 l nf 当り)

も図- 3 のとおり，発足当時IL比べて 2 - 3 倍になっている。もちろ

ん，年々の工事費単価の上昇を考慮したとしても ，その増大ぷりは大き

い。

それだけ，住宅公団の事業そのものが，新しい市街地開発事業とし

て，先IL も述べたとおり ，社会資本の中でも住宅や宅地造成以外の生活

基盤関係施設の整備建設による生活潔境開発のウ エイト が大きくなって

いる乙とを示すものである。

したがって，住宅公団の事業は，単に住宅を建設し ，そのための宅地

造成をするといった，どちらかといえば狭い範囲の社会資本形成ではど

うにもならない内容となってきたのである。乙の事情は，住宅団地建設

の場合，その用地の取得が単独の団地建設によるよりは，大規模な新し

図- 2 公団団地における年次別利便施政建股状況
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い市街地開発とし ての土地区画整理事業や新住宅市街地開発事業によ っ

て，造成され都市施設が整備建設された宅地に依存する率が年々高くな

っている乙とでも十分知るととができる。

そ乙で，住宅建設と都市施設整備建設を ともなった宅地造成との両者

の関係は. i魚J と「水」との関係にも似て，後者は，あらゆる住宅建

設に対する共通の環境造りとして必要不可欠のものであ り，都市生活が

展開される高密度社会における社会資本形成の主要な部分を占めると同

時IC. 最も基本となるものである。

「魚」としての住宅は，全く多種多様であり，人それぞれに好みが異

なり，具体的に需要対象も千差万別である。公的セクトが供給する住宅

の種類は，公団住宅においてすら数種類ある上IC. その供給主体別に公

営住宅，改良住宅，公庫住宅，厚生年金住宅，公社住宅などと非常に多

くを数えている。民間セクトによる住宅も，その質と内容において，文

化住宅や独立住宅か らマンシヨン IC至るまで，ζ れまた雑多である。そ

して，乙れらが，いずれも滋しい競合関係にあって，なお需要を満たし

きれないわが国の，今の住宅事情は深刻なものである。乙れは，住宅と

いう社会資本が，他の社会資本iζ 比べてより私的専用資本であるという

機能的本質に由来して，複雑にそうさせているのであろう。だから，住

宅需要の内容は，時代の背景にも大きく左右されるだろうし，また，何

よりも個人個人の生活の上に立脚した往窓識に深く根ざしている。

乙の点， l住宅は，一般に総じて議論される社会資本形成の中にあっ

て，異質な施設であり，社会資本の機能的分類ICもとづく整備建設の組

織体制の必要性が強く要請されねばならない理由も，乙うしたと乙ろに

あると考えられる。いまや，都市開発という基本的，共通的な都市生活

環境の空間的，機能的秩序立ての中で，調和のとれた住宅建設がなされ

ねばならない。住宅建設，宅地造成のみが闇雲IC先行してはいけないの

である。

社会 資 本 形 成の担 い手

住宅公団の事業内容の年次的推移からみて，一般的にも，住宅建設と

乙れが立地する環境の整備建設は，全体として十分に調整されなければ

ならないし，社会資本の機能的本質からその形成のための組織体制が，

適正分野において分担されるべき性質のものである乙とが理解される。

また，新都市計画法や都市再開発法の施行に代表されるように，社会的，

経済的諸制度も乙れを助長させようとしている。

今かりに，住宅建設は公的セク ト，民間セクト ，あ らゆる供給者があ

ってもよいとして，住宅をのぞく生活環境の基盤施設の整備建設は，公

的セクトと民間セクトとどちらが主力たりうるのか。また，民間セクト

は十分にその担い手たりうるのだろうか。

現在，盛んにいわれている住宅産業を中心にした民間ディベロッパー

は，都市開発整備の主役としてとりざたされている。しかし，はたして

本物だろうか。宅地開発事業の簡単な原価試算によってこれを考えてみ

よう。

大阪の都心から35km前後はなれた未開発地域で，今か ら7年間でニュ

ータウ ン開発をする と予測 して試算をすれば，その宅地処分原価はほぼ

4. 5万円/ 坪となる。

宅地開発施行面積 l ∞h a -ー①

字地として処分できる面積 ωh a- 一 ②

用地買収費 1， 5∞円/ nf x 1∞ha= 15億円一一③

工事費 3，000円/ nf X 1∞ha= 30億円一一④

工事費の単価上昇を見込んだ工事費 39億円 ④'  

総事業費 @+ @' = 54億円一一@

金利，事務質，経費を見込んだ総原価 181億円一- @

宅地処分原価( 平均) ⑥÷ ②' = 7 1 . お万円/ nf '=74. 5万円/ 坪

一方. 7年後の住宅地価格はいったいどうなっているだろうか。いち

がいに推定する 乙とは非常に困難であるが，過去の住宅地価格の伸びを

参考 lとして，開発地区近傍の既成住宅地の住宅地価格を 3 万円/ 坪と低

く見積ったとしても，年皐1596ずつ地価が上昇すると仮定すると. 7年

後にはおおよそ 7 万円/ 坪前後となる。

との 7万円/ 坪の住宅地価格の時価と先に試算した宅地開発による宅

地処分原価4. 5万円/ 坪との間には2. 5万円/ 坪の格差を生じる乙とにな

る。乙の差額は民間セクト であれば，開発者の利益となり総額に して45

億円である。乙のうち一部は，変動の激しい宅地開発事業に対する危険

負担にも充当されるととだろうし，また関連公共公益施設の整備建設に

対する負担金にも当てられるだろう。かりに 10億円負担したと ζ ろで，

まだまだ格差は残る。

地価の持続的な上昇は，乙のように宅地造成事業の上 IL一つの「カラ

クリ」を生み，民間企業の宅地開発熱をいやおうなしにかきたてる根源

となっている。そして，現在の民間セクトによる住宅建設，宅地造成と

いう社会資本の形成は，まさに，との地価の上昇IC支えられ，とれが原

動力となっているにすぎず，非常に不安定だといわざるを得ない。だか

ら一面，地価の抑制はいうべく してなかなか実現されないといわれ，む

しろ，地価の上昇乙そ社会資本の充実と経済活動の活発化をうながすも

のである という 意見さえ聞かれる。

もし，地価の抑制策が効を奏すればどうなるだろうか。先ほどの例

で，住宅地価格が金利相当程度の年1096ω 〉し高いが〉の上昇だとすれ

ば，現在 3 万円/ 坪の住宅地は 5.3万円/ 坪の価格となる 。とれは宅地

開発事業による処分原価IL近い価格である。との状態乙そあるべき姿で

あろうと恩われる。

以上の試算でわかるように，民間セクトにおいては，現在の諸制度の

中で土地価格の上昇を考慮しない住宅建設，宅地造成は非常に不安定で，

今後，地価が抑制 されるならば，なおさら ，宅地造成と その関連する生

活基盤施設の社会資本形成IC寄与するととは，企業的 IC必ずしも好まし

いとはいえない。

それだけに，とれからの社会資本の形成を軸とした新たな社会建設に

対する戦略的投資が要請され，民間セクトとしても企業的特性を生かし

た分野における民間資本の導入と民間事業主体の参加が検討されねばな

らない。

かといって，金融面，税制面における民間セクトに対する援助措置の

みが，その生活環境の整備建設という公共性なる がゆえに，手離しで無

定見に施されてよい ものでもない。今までに も述べたように，社会資本

の対象とその範囲によって，その整備建設する事業主体が公的セクト，

民間セクトをとわず選択されるべきであり，優遇措置が講じられるべき

である。

そζ で，次のよう に公的セク トと民間セクトを使いわける基本的な考

え方はどうだろうか。

本論のまえがきにもあるように，民間セクトであれば乙そ，その特性

が十分に発揮できる分野として，住宅の建設，生活利便施設のうち民間

サーピス部門でその施設建設と経営が好ましいもの，都市における建築

空間の面的集団的創造としての都市再開発事業において，民間セクトが

主導的にその機能分担をすべきである。一方，公的セクトは，生活基盤

施設の中でも上水道，下水道，終末処理場，都市公園，道路，鉄道，教

育施設などの主要な都市施設の整備建設を含んだ宅地造成事業を施行す

る乙とに専念すべきである。

これからの公企業

住宅建設，宅地造成という函からみた社会資本の形成における公的セ

クト，民間セクトの機能分担の中で. 公的セ ク トは住宅公団を含めてど

う発展をすればよいだろうか。乙れは，民間セクトが手がける社会資本

形成の対象とその範囲をどう調整し，どんな援助措置を講ずるかという

とと と相互に関連し てむつかしい乙とである。
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表- 3 政府施策住宅の受益者負担関 係 ( 経済審議会社会資本研究委員〉

公 営 住 宅 一 一 一 一 寸 一 一 一 国 費 ( 繍 劫 金 ) ( 613)  

(1 ，356)  I  

」一一地方公共団体負但

( 743うち 352が超過負担)

改良住宅一一一- - - ，一一一国費 ( 補劫金) ( 51 )  

( 125)  I  

」一一地方公共団体負担

住 宅 公 団

( 2，360)  

( 74うち49が超過負担)

政府出資金 ( 日)

地方公共団体出資金 ( 0 )  

一般財源

仁ゴ;

一般財源

亡:?;

) ー丑E

- 一公営住宅建設事業

( 364)  

すます広域イじしている。との両面は，府県の行

政の墜を越えて近畿圏として一体的に宅地供給

の誌の把握と地域的配分ならびに開発形態が，

地域の合理的な土地利用計画の中で位置づけら

れねばならない乙とを物語っている。乙の点か

らも，行政界にとだわらない住宅公団ともど

も，公営，公社住宅が建設されるための宅地造

成は，共通の枠組みの中で検討され施行されね

ばならない。

また，都市機能の広域的拡散と宅地開発立地

の遠隔化は，関連する都市施設とりわけ水施

設，交通施設の計画調整ならびに整備建設が府

県の行政を越え，近畿圏の課題として広域的に

処理されねば，解決の糸口を見い出す乙とがで

きない ものにしている 。

「ー一一政府資金 ( 879)  

財 投 (2，109) - - - - - - - - - l  以上の三つの側面から ，公的セクトにおける

住宅供給者としてよりも ，用地取得とあらゆる

主要な都市施設の整備建設と宅地造成の事業主

体として，公営，公団，公社の各主体は，新し

い体制j の中で組織づくりが検討されねばならな

いだろう 。そして，かかる新体制による公企業

は，より地域の実態と特性に適確に対応できる

よう，近畿圏を舞台に独立した地方政府的公企

業でなくてはならない。官僚的な全国的規格統

ーはその要がなく，中央集権の弊害を排除し，

事態に即応できる体制 乙そ望まれるものであ

L 一一一民間資金 (1 ，230)

住宅金融公庫

(  1，966)  

宅地債券 ( 純増 )

特別住宅債券' 純増)

自己資金 ( 220)

( 31 )  

( 25)  

補給金( 国の一役財源) ( 37) 

厚生年金保険 i  年金福祉事奨団 住宅介 340)

償還融資住宅 |  

(400)  ' - 一一一特別地方債 60 

雇用促進住宅 i  雇用促進事業包( 住宅数資) ( 105)  

( 11)  I  

」ーーー雇用促進事業団 ( 住宅建設)( 123)  

る。

u主) 仁二二〕は受益者負担関係、( ) は 43年度予算、単位億円

もちろん， ζ の新体制下におかれる公企業に

よって供給される宅地は，何も公的セクトが建

設する住宅用地のみに限らず，民間セクトのた

めの住宅建設用地としても提供されるべきであ

ろう。

乙乙では，現行の諸制度を考えて，具体的な公的セクトの体質改善を

議論するのではなく，とれまでの論旨にもとづいて，公的セクトの乙 れ

からのおおよその方向について若干の提案をしてみる乙とにする。

現在の公的セクトにおける住宅建設は，その種別によって事業主体を

異にしており，同時にその宅地造成も住宅建設と一体のものとして事業

が施行されている。その主な種別は，表- 3 1ζ 示されるもののほかに府

県単位の住宅供給公社住宅の建設がある。

さらに，乙れをその受益者負担の観点からみると，住宅金融公庫住宅，

厚生年金保険償還融資住宅，雇用促進住宅は資金の貸付が主目的で，他

の公的住宅の建設と供給とはその性質が若干異なっている。また，改良

住宅も不良住宅地区の再開発という内容からその基盤を異にする。公営

住宅，公団住宅，公社住宅は，その公的資金の構成，補助形態などは違

うが，賃貸料による受益者負担という同ーの体系をなしている。そし

て，乙の公営，公団，公社各住宅建設のための用地取得および宅地造成

は，全く同一的内容をとり，大都市およびその周辺地域での立地は，競

合関係にたたされている。

乙の点において，少なくとも公営，公団，公社の公的セクトの住宅の

供給者としてよりも，宅地の供給者としての組織体制のあり方が，整理

統合の問題を含んで検討される余地が十分あると判断される。

次1ζ ，大都市圏における宅地開発立地の遠隔化は，その用地取得の面

から府県，市町村の領域を越えざるをえない状態に追い込まれている。

現実の問題として，大阪，京都，神戸といった大都市を中核とした京阪

神大都市圏における都市生活，都市活動は，都市機能の拡散とともにま
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とのよう括公的セクトの体質改善は不可能だ

ろうかo f医者は住宅，宅地造成IC係る生活基盤の社会資本形成におい

て，最も適した公企業としてその組織体制が自由に改革される乙と乙そ

公的セクト の利点であり ，乙の利点を大いに発揮すべきではないかと考

える。

一方，新体制下の公企業は，内面的にも従来の公約セクトの欠点を是

正し ，より責任の所在を公企業に存在せしめ，企業性と創造性を豊かに

し，能率的な業務処理は自由で独立した管理機構と賃金体系および人材

管理によって保障され，また，政府機関ならびに地域開発の基本である

上位計画などとの調整と事業計函の地域住民との調和を図るといった各

面においても改善されねばならない。

あ と が き

限られた紙面の中で，乙のような重要なテ ーマについて論を展開させ

る乙とは，筆者のいたらなさも手伝って十分とはいえないが，乙れから

の社会資本形成の体制を考える上に，一つの投石の役割をはたせれば幸

いである。

なお，乙の小論をまとめるにあたって，日本住宅公団大阪支所宅地事

業部の大野木，川島，石垣ら諸氏の参加による討議や資料作成に負うと

と ろ が 大 で あ っ た と と を 附 記 す る 。 ( 1970. 8. 25)

(11: しだ たかお 日本住宅公団大阪支所企画線長代理〉
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民間ディベロッパーとして

の問題点

国・地方公共団体への注文を含めて

田 村 勝 次

は じ め に

本稿を進めるにあたっては，まず，民間ディベロッパーの登場の背景

をみる乙とにより，民間ディベロッパーの位置づけを行ないたい。そし

て，民間ディベロッパーとしての現状とその誕生の苦悩を内面部より考

察し，ついで民間ディベロッパーの充分なる活用をはかるためには ，デ

イベロッパー独自の努力を要求するとともさることながら ，乙れをとり

まく法制，金融，税制j などの商において充分な配慮をされるととを希求

し，乙れを管樗ーする国 ・地方公共団体lζ 対し具体的事項の提言を行ない

プこい。

( 1 ) 民間ディベロッパー登場の背景

わが国の世界11 : 類をみない高度経済成長は，人口の大都市集中を現出

し，乙の結果大都市においては，深刻な住宅難，交通難，公害問題など

を惹起するに至った。そして今や，乙の都市の過密問題解決は，大きな

国家問題となっている。もちろん ，乙の都市問題解決は中央，地方自治

体一致しての責任ある行政サーヴィスに期待しなければならないが，乙

れには財政的， I時間的なものに限度がある。したがって，との隣路打開

のために民間企業の資金力とエネルギーを導入する余地が生じたといえ

る。

昭和43年 6 月発表された自民党都市政策調査会の「都市政策大綱J で

も「都市っ・くりと，住宅建設の推進力として民間デイベ ロッパーを参加

d せ資金供給など援助を行う」旨怒っている。

昭和43年 3 月の「新全国総合開発計画」は ，大都市再開発のため，民

間ディベロッパーの育成と事業推進の検討を提案している。

それでは，期待される「民間テーィベロッパー」とはどういうものであ

ろうか。

建設省の住宅生産工業化の長期構想、( 第一次案) においては ， r住宅

地開発又は住宅再開発を大規模に進められるような企画カ及び資金力を

備えたデイベロッパーの出現」を期待し ，抽象的ではあるが大約の姿を

想定している。 ζ れにあてはまる業種を具体的に挙げるとすれば，不動

産会社，建設会社，私鉄などであろうか。

OI ) 民間ディペロッパーの現状とその苦悩

民間テ，イベ ロッ パー の有資格者として， 筆者は上述の業種を挙げた

が，乙 れはあくまでも候補者であって，乙れ らの業種がそのまま期待さ

れるディベロツパーと呼ばれるには問題があるのではなかろうか。

例えば，住宅問題解決のために，大規模住宅地造成事業ととり組んだ

場合を想定してみよう。一総合企画一住宅適地の選定一用地震収ー宅地

造成一分譲( 賃貸) という過程には幾多の業種，専門家が参与する乙と

によって，理想的でしかも現実に適合した事業が達成されるのである。

むしろ，住宅建設事業という単一の事業ではなく ， 規模の拡大化によ

り，都市建設事業まで発展する性格を有し，いわば地域開発とも呼称で

きる総合事業となるのである。

乙のようにみてくると ，ディベロッパーはシステム産業の一つである

という乙とができょう。それでは，わが国 lζ 理想的な民間テ' ィベロッパ

ーが存在するか否かについては種々の窓見がある乙とと息われる。しか

しなが ら，実際の都市再開発，地域開発に実績を有する前述の業種が乙

の中該となり得るという乙とには異論がないと思われる。

単一業種が理想的な民間ディベロッパーとなり得るためには，現在の

機能をさらに充実する一方，他 lζ 依存しなければならない基幹業務の拡

張をはかり，その他の部分については総合コントロ ーノレできる強力な能

力を備えなければならないのではなかろうか。

最近の動きをみても ，と くに ，大手企業がその資本力 ，技術力 ，経営

力などに ものをいわせて強力な地盤を築きあげようとしている。こうし

た傾向は ，事業の多角化，他企業との提携， クソレープ化を図り ，企業集

団の結集カを強める動きとなって現われている。

最近の例では「松下グループの住宅部門であるナショナノレ住宅建材と

新日本製鉄との共同開発による完全プレハビリケ ーション方式の量産住

宅 S N S U の開発と生産J ( サンケイ ・7 月11日〉 ・ 「ミサワホ ームと

鐙紡グループとの提携J ( 日経 ・7 月14日) ・三菱グループによる住宅

量産を含め大規模な都市開発事業を総合的に行なう「三菱開発」の設

立 ・東急クツレープと目立製作所，ブリヂストンタイヤなどによる「ア ー

パンインダスト リー( 仮称) J ・第一銀行グループを中心とする「第一

住宅産業J ・三井グループを中心とする「三井開発( 仮称) J ・住友グ

J レープによる住宅委員会の発足などグループ結集化の動きが激しくなっ

てきている 。( 以上，住宅タイムス ・5 月22日)

もちろん，乙の哀には昭和40年- tf) 年に至る 20年間に約2，∞0万戸( 建

設省推定) の住宅建設が必要であり ，その投資総額は 100 兆円を ζ える

という 巨大市場が各企業の進出 11 : 拍車をかけている ζ とも事実である。

しかしながら，乙れらのディベロッパー進出ラッシュが続くものの，

その所期する成果をどの程度あげ得るのかは ，今後の動向を見定めなけ

ればならないが，疑問なしとはいえない。

上述の各企業あるいはグループ閣の提携とい うζ とを とりあげて も，

その実態は各異種企業の複合化であり，意思決定，事業推進力に迅速性

と統一性が熟していない乙 とが快調なスタ ー トと その成果を鈍らせてい

る乙とも指摘できょうし ，乙 の乙とはとくに民間ディベロッパーたらん

とする者の充分留意しなければならないと乙ろであろう。

また，民間ディベロッパー登場の背景にもなっている土地の取得にも

地価高騰などによ り難問があり ，土地取得後の青写真ができあがっても

現実11 : は，乙の企画11 : 合うだけの土地取得が難航している乙とが本格的

ディベロッパー誕生の障害となっている乙とも事実である。

さらに ，民間デイベ ロッパー の進出または誕生を阻みあるいは路踏さ

せる根本的な問題( 体制 ・制度) があるのを看過しではならない。

乙の問題を論ずるにあたっては，民間テ' ィベロッパーの活躍の著しい

アメリカ ( 民間ディベロッパーなる用語もアメリカ独自のものと恩われ

る) の土嬢，背景とわが国のそれとを比較するととによって明瞭となろ

つ。

アメリカは その建国の歴史，経緯から政府は自由な民間活動を保障

し，そのための基礎づ. くりを任務とする共通の認識が確立されている。

つまり「アメリカでは私企業，個人があらゆる事業活動の基本とされて

いる 。政府機関は私企業の活動のしやすい条件を整備し私企業等では出

来ない ζ とを行うのが任務である J ( 都市開発と民間企業 P 70，日本地

域開発センター編) という言葉で代表される 。

したがって，民間企業は所期する利潤追求の立場を堅持して，都市再

開発事業K 堂々と進出 し，活躍している 。

49 



一方，わが国は，西欧的民主主義を基調としながらも企業の社会的性

格の強調が先行し料金規制，公共負担とかの制約条件が自由な企業活動

を阻む傾向があるようである 。

以上の相遂にみられるごとく ，わが国 ICはスム ーズな民間企業の活動

ーそれが「住宅」 ・ 「都市」問題等公共的色彩が強い程ーを必要以上lζ

制御していると乙ろに本格的ディベロッパーの進出と誕生を鴎踏させて

いるように恩われる。その具体的な問題については以下に提起していき

fこい。

[ JII ) 民間デイベロッパーへの期待に応えるために

一 一固または地方公共団体への注文を含めて一 一

既述のどとく ，政府の施策，各種立法IC民間ディベロツパーの必要性

を認い，その活動 IC多大な期待を寄せ，ある意味においては，その活動

を義務づけているといっても過言ではない。例えば，住宅建設計画法第

4 条第 1 : 項の規定に基づき ，昭和41年 7 月閣議決定の「住宅建設五カ年

計画」においては，41- 45 年度までの聞に 670万戸の住宅建設を計画

し，そのうちω961ζ 相当する 4∞万戸を民間の自力建設に委ねている。

しかもM年度を終了した時点では実行建設戸数のうち，民間建設戸数は

その7096に達しているようである。

乙の点をみてもいかに民間への依存度が高いか明白であろう 。

一方，乙うした民間人の活動に対し， 前記の五カ年計画は「宅地の供

給，金融上及び税制上の助成並びに技術上の援助を行ない，極力 ζ れを

促進する」乙とを明文化している。乙の間，住宅建設の基礎となる宅地

は「住宅地造成事業に関する法律J ( 新都市計画法の施行lとより ，該法

は廃止され，その精神は新都市計画法lζ 引継がれている) のもとに大半

が供給されている。該法もその法文( 第20条〕において「国及び地方公

共団体は，良好な住宅地の造成を促進するため・ ー・必要な技術上の助言

又は資金上その他の援助に努めるものとする」と規定している。( もち

ろん，乙の精神は新都市計画法第48条lζ 引継がれている。)

しかし，その助成事実はどうであろうか。端的にい って，乙れらの規

定は全くの空文に等しく ，規制のみが規定以上に厳守されているのが現

在までの実情である。

例えば，造成地内の上 ・下水道，終末処理場，道路，公園などは完全

整備後，無償で地方公共団体への引渡しはもちろんの乙と，公民館その

他の公共施設用地の無償提供，過大な教育施設金などの負担が最少限度

義務づけられ，開発者側 とし ては大きな負担となっている。

一方，土地取得を容易ならしめる施策として，と くに税制面の助成と

いう乙とで，民間の特定宅造事業における譲渡所得の特別控除( 租税特

別措置法) の制度が設けられている。しかし ，乙れの適用を受けるため

K は条件が厳 しく かっ現状に合わないため，全く利用されていない。

以上の諸点にみられるように，従来の民間テ' イベロッパーの活用また

は助成策の多くは民間事業の実情，企業性の無視などにより有名無実と

なっている。したがって，民間ディベロッパーの活用策および乙れに伴

う規制などの策定にあたっては，それらの施策がデイベロッパーの企業

意欲，企業努力を阻害 したり ，民間事業の実情と遊離する乙とのないよ

う充分民間の実情を勘案される乙とを希求し，以下の諸点につきその善

処方と実行を要望するもので‘ ある。

(1)  金融上の措置について

一定の基準に適合した宅地造成，住宅建設( 中高層を含む) ，都市再

開発事業に対しては，特利によ る融資を行なう乙と。 とくに開発銀行の

融資を考慮され，開銀法( 第18条) の改正を要望する。

0 現在，民間宅造事業に関しては，昭和43年から ，住宅金融公庫資金貸

付の道が一応、関かれたが( 造成資金のみ。公社などで合計139億4. 8∞

万円) 適用条件が厳 しいので，実質的には民聞に活用されず，ほとん

ど全部が公社などに振向けられている 。

0 大手開発業者の借入資金 コスト ( 3 年以上〉は分積みなどにより 9 96
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以上となっている。住宅公団の借入資金の加重平均は7. 396弱である。

( 賃貸住宅用借入資金は 596)

0 開銀特利 電力，外航船，石油等… ・・・…6. 596

天然ガス ，重機械開発等 .... . 1. 596

(2)  法制，税制上の措置について

「住宅J [ " 都市」問題解決の根本は土地取得にある。一定の基準 lζ 適

合 した住宅開発 ・都市開発を行なう民間デイベロッパーには，住宅公固

などと同等の収用権を付与し ，土地取得を容易ならしめ，一方，土地所

有者にとっては現行の税制を改正し ，上記事業の用に供する土地を提供

した個人，法人IC対しては，代替資産の取得に関し ，事業用資産の買換

を適用する乙と。

(3)  宅地造成事業の推進について

宅地関発K 伴う公共，公益施設の整備に要する費用の負担区分を明確

にし，都市計画道路，河川改修，汚水処理場，教育施設費等の基幹的な

ものについてはすべて固または地方公共団体の負担とする乙と。

不動産協会において，昭和42年度の宅地造成に伴う造成コストを分析

した結果，公共施設費( 用地を含み，ガス，水道，電気などを除く〉は

全 コストの249仰と達 しており( 現在はそれ以上に上昇 している) ，すべ

て受益者負担の原則に基づき当該費用を民間デイベロッパーに転嫁して

いる。( それがまた地価上昇のー悶となっているのが現状である) 乙の

原因は地方公共団体が，財政難から，とれらの負担に応じきれないもの

で乙の対策は政府が相当分を財政資金から地方公共団体IC供与するとと

が必要であ る。( 民間負担の公共施設金は昭和42年度では年間 3∞ 億円

と見込まれるので現在は年間 4∞億円程度と 予想されるが，との程度の

公共投資は政府として当然の義務であると思う)

(4)  公的機関と民間の業務分野の調整について

公的機関と民間との業務上の競合を避けてその分野を区分されるこ

と。

例えば，住宅公団を改組 し，民間ディベ ロッ パーへの土地分譲と低所

得者向賃貸住宅の建設を行なう ようにする。民間ディベロッパーはその

特性を生かした宅地，建物の分譲などを中間層 IC対して行なう乙ととす

る。

(5)  国または地方公共団体の総合都市計画などへの民間デイベロッパー

の参加について

現行の とくに地方公共団体の都市計画などの策定は机上的な色彩がこ

し住民や民間企業の実情を無視したものが目立つ。乙の対策として

は，プランの段階で事業推進の中心となる民間ディベ ロッパーの参加を

義務づける乙と。

お わ り に

民間ディベロッパーに対する世間の風当りは必ずしも好ましいもので

はなく ， [ " 都市のスプロール化を進めるものJ [ " 単なる民間営利業者」

「地価をつりあげるもの」等の批判が存在する乙とも承知している。ま

た日本の各政党の開発政策もおのおの相違しており，ある政党は民間デ

イベロツパー活用を主張 し， 一方の政党は開発主体は当然公的機関とし

て暗に民間ディベロッパーの活用を否定している乙 とも事実である。

しかし， [ "住宅J [ "都市J の問題はいま や議論の段階ではなく ，実行

の段階である乙とには異論がないはずである。

乙乙において，民間デイベ ロッパー もその社会的使命を充分 IC認識

し，自信をもって任務を遂行し， その実績を示す乙 とによって世間の期

待に応え，また批判 IC対処しなければならないと思う。それがまた，よ

り一層の社会的信用をかちとる乙とになろう。

〈たむら かつじ 住友不動産K K理事，大阪支庖長〉



市街地再開発の基礎的経営

課題

田 中 賓

1.  都 市 再開;去のねら い

「都市における土地の合理的かっ健全な高度利用と 都市機能の更新と

を図り，もって公共の福祉に寄与する乙と」を目的とする「都市再開発

法J が制定され，その附則により都市計画法および建築基準法を改正し

て「高度利用地区J の制度が新設された。

容積率および建築面積の最低限度をとも K 規制することにより ，土地

所 有 ・利用の零細化している内部市街地にあって，いわゆるエンピツピ

J  レ禁止地区，また高層耐火の共同建築促進地区を設定 し， i スーパープ

ロックの面開発」を図るものである 。

乙の都市再開発法の制定に伴い ， i公共施設の整備に関連する市街地

の改造に関する法律( 市街地改造法) J と「防災建築街区造成法J とは

廃 止ー吸収廃止ー された。

市街地改造法は，公共施設= 一定規模以上の道路または駅前広場の整

備に伴って必要となる市街地改造事業について規定する 。道路管理者を

諸行者とする事業である乙とからも ，線的再開発の性格がうかがわれる

のに対し，都市再開発法による市街地再開発事業は，一体的総合的な街

づくりの性格が強調されている 。

街区または数街区ごとに宅地を共同化 し，共同の不燃高層建築をつく

る。有効空地を大きくまとめ，細街路を整理し大街路にまとめ，交通障

害 を除去し，良好な都市環境に。民間の不燃高層化エネ J レギーを ，正し

く誘導する体制。乙れが都市再開発法の目的とされている。

都市防災上重要な防災建築街区における耐火建築の促進助成を図る防

災建築街区造成事業も，耐火建築物の建築は私人の自由な建築活動 IC止

まっているのに対し ，市街地再開発事業は，都市計画の実現のための事

業なのである。

市街地再開発事業は ，地方公共団体のみならず，日本住宅公団や民間

の市街地再開発組合においても施行できる乙ととされた。

市街地再開発組合は，権利者の一部に反対する者ーがあって も，施行主s

.区内の宅地について所有権または借地権を有する者の 3 分の 2 以上の同

窓によって，強制設立ができる 。

市街地再開発組合について参加組合員の制度を設け，日本住宅公団や

地方住宅供給公社などの公的資金による住宅を建設する者のほか，民間

l開発業者などが組合員として組合に参加する乙とにより， 事業資金の調

達 を容易にし ，事業の採算を安定させる 。

また ，権利関係が複雑な市街地κ おいて，組合その他の施行者が権利

処理を行なう権利変換手続を定める 。

:2. 権利 変 換 の手 法 と 財 政 構 造

既成市街地の複雑錯綜した権利の再調整乙そ都市再開発の核心である

が ，その最大公約数的な調整方式として，原則型と特則型を定めている。

原則型は ，地上権設定型ともいえる。新ビノレの敷地は合筆し Hf f の土

地にし，現在の土地所有者には，その宅地価額に応じた割合で，新ヒソレ

激地の共有持分を渡すとともに，その敷地lζ 新ピノレのための地上権が設

定され，地上権設定による損失の補償として，新ビノレの一部と敷地の地

上権の共有持分( 以下新ビ) レの一部等という) を渡す。借地権者および

建物所有者には，その権利にかえて新ヒ勺レの一部等を渡す。 ζ の際，従

前の土地，建物の位置，面積，利用状況を勘案して権利者相互間に不均

衡の生じないように( 照応の原則) ，また，従前財産 と著しい差額が生

じないように ( 等価原則一差額は清算) しなければならぬ。借家権者に

は，その家主が取得する新ビルの一部lζ ついて借家権が与えられ，なお

従前家主が権利変換を希望ぜず金銭給付を希望した場合は，施行者が新

ピJ レの家主とな って借家させるという保護がある 。権利変換を希望しな

い土地所有権者，借地権者，建物所有者，借家権者には権利変換を行な

わず， それぞれの権利価額を金銭で補償する 。

特則型としては，防災型ともいわれる関係権利者全員の同意を前提と

するー他人の財産権に強制力を法律上働かせないで自由に権利変換計画

を定める一方式，ならびに市街地改造型ともいわれる地上権非設定型で，

新ヒソレの敷地は，新ヒソレの一郎を取得する人全員の共有とし ，土地の所

有者，借地権者，建物所有者にそれぞ、れの権利価額に相当する新ビソレの

一部とその敷地の共有持分を渡す方式がある 。

地主が地上権の設定ーその損失分だけ幸子f ビノレの一部等を貰い底地権の

みの共有を続け る原則型方式ーを受入れるのであれば，底地権価額だけ

事業費は縮減さ れ余剰床の処分価額も安くできょう 。が，地主が恒久建

築をのせる地上権設定を受入れないとすれば，地主の買取請求iζ 応じて

施行者が底地権価額の負担を続ける乙とになるが，そのような余裕のあ

る施行者は少ないであろうか ら，結局 ，地上権設定を行なわず敷地所有

権全体の共有持分を新ビノレの一部とともにそれぞれの権利価額の中に押

乙める市街地改造型の適用も多いと思われる 。

市街地再開発事業の財政構造は，選択される権利変換の方式に基づい

て従前資産 lζ 代えて新ヒソレの一部を取得させる乙とを基本とし，ビル敷

地の取得，整備 ( 権利変換を希望しない者の権利買収補償，一時立退等

の補償，建物除去等) および‘新ピノレの建設費用は，処分床すなわち土地

の高度利用をした結果，新ビ J レの一部等を従前権利者に権利変換によっ

て還元してな お施行者の手もとに残る余剰部分の床を処分して償い，ζ

の間施行者が起債すればその金利負担も当然償うよう κ する。別κ ，街

路等公共施設の取得整備費用は公共施設の管理者負担金によってまかな

われるほか，国，地方公共団体は補助金を交付する乙とができる( 具体

的措置は今後の課題) 。

なお， 市街地再開発組合の参加組合員として加入した民間開発業者

は，負担金を支払って権利変換により新ビソレの一部等を取得するが，乙

れは処分床の処分と実質問じである 。

3. 大阪駅前市街地改造事業

大阪駅から梅田新道，位橋を結ぶ区域約 10. 7 ［Ｍ ｾ のうち ， 北半分はす

でに戦前に大阪市施行により ，当時約 400 戸の密集繁華街を形成してい

た建物のすべてを買収除却し ，借地権を消滅させ，更地とした上で換地

処分を行なうという思いきった区画整理事業により街路が整備され，現

在高層ビ J レ化が進んでいる。一方南半分約 6 ［Ｍ ｾ は ， 道路狭あい ， 約＿∞

戸の密集家屋，都市機能低下の様相を濃くしていたので，乙の地区全体

を西日本の中枢都市大阪の表玄関にふさわしく整備改造する。幅員20r;i;

ＴＰ ｾ ［ｩ［の街路によって Ｔ つのスーパーブロ ｹ クに分け，各ブ ロ ックに約 Ｑ Ｐ

万平方旬のマンモスヒツレを建設し，土地の高度利用 ，交通対策，不燃化

および都市美の向上を期する大阪市 100 年の大計であり ，線的再開発を

目途とするといわれる市街地改造法による事業ではあるが， i スーパー

プロック面開発」の先陣を担うものである。

事業区域のうち，第 1 ・2 棟地区を第 l 次地区 (2. Ｙ［｟ ｾ Ｉ とし，昭和
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36年11月市街地改造事業施行の都市計画決定 ，37年 4 月事業計画の決定

認可，同年 9 月譲り受け ・賃借り希望の申出受付 ，39年 B月管理処分計

画( 都市再開発法の権利変換計画に相当) の縦覧，40年 3月間計画の認

可，同年 5 月第 l 棟起工式，41年 7 月最終の物件除去とともに本格的工

事にかかり ，43年12月第 1 . t 東西半分完成，44年 4 月西半分工事完了公告

( 新ピ J レの権利取得) ，なお ，同棟東半分は42年12月着工，45年 4 月工事

完了公告を行ない，第 l 棟ビ J レ全体の完成をみた。

第 3 ・4 棟は第 2 次地区 (3.1 ; ーのとして ，43年12月lζ 都市計画およ

び同事業計画の決定，判年12月事業計画認可 ，44年度から用地買収l C 着

手している。

第 1 ; 棟は建設費約100億円 ，敷地面積 9，210平方tz ，建築面積久 124平

方tz，延べ面積 101， 406平方G ，用途は ，地下 6 - 5 階機械室 ・倉庫，

同 4 - 3 階駐車場 ・倉庫，同 2 - 1 階飲食底 ・庖舗，地上 1 - 3 階庖舗，

同 4 - 11階 ( 1  部〉事務所，同11階 ( 1  部) - 12階飲食庖である。

延面積 101 ，406平方G のうち，専用床は 53，275平方tz ，共用床48，131

平方tzで，専用面積比率52. 596，専用床のうち権利床が17，匁2平方fz，

処分床35，353平方向である。地下 l 階および地上 l 階の大部分，地上 3

- 4 階の過半，地下 2 階および地上12階の半分近くがそれぞれ権利床で

占められ， 処分床のみの階層は地下 6 - 4 階ならびに地上 8 - 11 階で

ある。なお第 2 棟敷地上の権利者の一部も第 1棟lζ 入れる管理処分計画

であるため ，ｾＲ 練では ， 権利床の占める割合は第 Ｑ 糠より低くなる。

4. 市 街 地 改 造 ピ ル の 性 格

大阪駅前第 l ピJ レは，市街地改造法による建築施設であるが，ス ーパ

ープロック面開発のモデルとして，種々の見地からの検討課題をかかえ

ているわけである。

都市計画施設として ，4棟のピJ レが地下 l 階で連結され，西は堂島地

下街 ・地下鉄西梅田駅から東は梅岡地下街まで，地下鉄，国鉄，阪急 ・

阪神電鉄の各ターミナ J レを結ぶ一大地下街の形成を予定し ，スーパーフ

ロック内の旧道lζ 代り ，さらに歩行者交通の円滑化を図って広幅員の ビ

ル内通路，および地上 l 階全周に公共歩廊を設けるほか，ピノレへの自動

車のアプロ ーチは 1 階路上を避け，地下および 2 階屋上から行なう歩車

分離を図るなど，公共的要請に応えると乙ろが大きい。

立体換地方式のビ J レとして，平面換地の区画整理ができないほど細分

化が進んだ市街地を，土地所有権，借地権，建物所有権，建物質借権の

それぞれに見合って換床し，それが区分所有権の確立する各専有部分と

して間仕切壁で区画され，必ず通路1<:: 面する必要があり ，宿命的 lζ 通路

が多い。多数の権利者の利用方法を満足させるオ ーダーメイドの権利床

をかかえる多用途ビルで= あるうえ ，利用効率の高い階層は権利床によっ

て占められている。

権利者lζ 対して，旧資産を安く買収すれば新ピ J レを安く給付できる相

関関係があるのではあるが，権利床は，公共的要請も含めた コスト価額

を償う価額とはなっていない。

5. 共 用 部 分 管 理 の 問 題

公共的要請，立体換地等による専用面積比率の低下で，ビノレ全体の コ

ス トアッ プと共用郎分維持管理費の負担増はいうまでもなく ，固定資産

税等の税負担も同様加重される。共用部分の面積的負担増のみならず，

スーパーブロックの面開発ビJ レとして，昇降機，空調，電気設備等諸設

備の高度化による単位面積当りのま2用増も大きい。

共用管理費は共用部分の管理者の選任とともに ，区分所有権者の意思

により決定されるが，その合志を困難にするし ，決定されても履行lζ 問

題を残しやすい。

乙と lζ ，権利者としての入居者1<:: は，負担能力にも格差があり ，深刻

な問題になりかねない。

多用途のビルとして，共用管理の仕方ICも本来問題が多い。事務所，

庖舗のそれぞれ受ける共用管理サ ービスのレベルとその費用負担の程度

について議論が絶えないで・あろうし ，乙と IC庖舗階では営業の態様. 方
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針の差異から ，共用管理 lζ 関するニ ー ドもさまざーまである。

共用部分の管理については，区分所有法の定めると乙ろによって区ター

所有者全員の署名によって作成する規約ならびに区分所有者集会の多数

決( 所有権者の頭数と所有面積の相方共の多数が必要) で方針が決定さ

れるのではあるが， その履行の確保とともに， 2∞人にもおよぶ区分所

有者をかかえるマンモス多用途ピルでは，共同住宅などとは次元の異な

った困難がある。

6.  庖 舗 部 分 の 問 題

権利変換計画 ・管理処分計画の配置設計では，照応の原則の規制を受

けるうえ，区分所有権益記の条件として，間仕切壁で区画されるので，

庖舗部分でも統一性のある商庖街の形成は困難で，また，ショーケ ース

で区画される名庖街のようには人の流れも誘いにくい。

転廃業による用途変更，同一業種競合の規制ができない。権利床の場

合は，取得はしたものの，内装費用の資金調達，共用管理費等費用の割

高と他方売上高の見通し難などから営業再開を返巡したり，あるいはテ

ナント待ちでシャッターを下ろしたままのととろも出て乙ょう。

乙れは，事務所などと異なって，庖舗階全体iζ 影響があろう。

一般の地下街や，ビルの地下名庖街が，優良適格業者を選別できるの

と条件を異にする。管理処分計画一配置設計一段階での努力の徹底はも

とより ，企業診断，金融などきめ細かい振興策を伴う必要があろう。

7.  減 価 償 却 の 問 題

市街地改造，市街地再開発により取得される新資産の内容は，土地の割

合が滅り ，建物，設備の要償却資産の占める割合が旧資産より著しく増'

大する。平面的換地の土地区画整理や土地収用 1<:: 伴う代替地取得の場合

と異なって，減価償却ができるか否かは事業の死命を制する問題である。

現行税制では，新資産の償却対象となる取得価額を，旧資産の中のi M

例きわめて低額に記帳されている償却対象資産の取得価額まで圧縮( い

わゆる圧縮記帳) し ，その結果，微々たる減価償却費( あるべき額の 10'

分の 1 程度になる場合が少なくない〉しか，所得税法上の必要経費，法

人税法上の損金として認めない。乙のため権利床では ，その不動産所f与

や事業所得の中から減価償却積立が不可能で，経済的合理性を保ち得な

いほど過重な税負担となり ，新ピJ レの維持管理1<:: も不安を生ずる。新資

産のコス ト通りの減価償却を認め，旧資産額との評価差益には軽減税率

の特別措置をとれば，有効な再開発促進の税制になると乙ろである。

8. 処 分 床 処 分 と 事 業 収 支

街路の用地買収 ・築造費のみが補助率 3 分の 2 の国庫補助対象とさ

れ，国 ・地方の税財務、の投入があるが，他の金事業費ービルの用地 ・建

設費等ーは，起債で資金措置された後，処分金収入で元利償還してペイ

する事業，ζ れが現行方式である。

しかし ，クリアランス費用等マイナス経費を伴う用地貨を ，建築費と

同時に売却収入する前援に ，さらに都市計画的要請を実現しようとすれ

ば ， 相当の財政措置が必要である。既存，築物除却ｾ ， 公共的共同施設

整備費を国庫補助対象に ，かつその地方負担は交付税で措置されねばな

らない。財政需要の増おと税収の伸び悩みにより ，都市財政の窮迫はは

なはだしく単独市援の投入は困難である 。

処分床処分にも相当期間を見込み，その間の金利負担に耐え得るよう

資金コストの改善( 現在7.596) も必要一都市開発資金では工場跡地買

取5. 596，都市施設用地 6 96，高速道路公団事業は出資と補助で総合 6

96ーである。

権利床取扱の抜本的再検討なくして処分床の青田売りも容易でない。

スーパ- 7・ロックの面開発は，現行制度のもとでは，きわめて多事多

難の事業であり ，乙の際，充分な理解と検討の上1<:: たって，関係法制，

財政制度の総合的整備，事業実施体制の確立を急ぎ，後追い公共投資の

節減を図るべきである。

( たなか みのる 大阪市都市再開発局再開発部経営課長〉



ディベロッパー機能論

大阪を中心に

藤 田 邦 昭

ディベロッパーの現実

ディベロッパーの役割は企画，計画，建設，経営にまたがる ，わが国で

は開発業者と訳された乙ともあって，大規模な団地建設業者やピ J レ企爾

不動産業者がディベロッパーであるかのごとく考えられる乙とが多い。

企画，計画の中には資金計画，経営計画，それらの見通しのもとにス

ポンサー，テナン 卜誘致計画が含まれ，用地の取得，建設，建物完成後

の維持管理，内容面を含む経営などすべて行なうのがディベロッパーの

本当の姿である。乙の面からは本格的なディベロ γ パーはまだわが国に

は数少ないといえる。大阪地区では沿線で積極的な住宅団地造成，それ

らにともなうシ ョッピ ングセンタ ーの企画，建設，経営などを行なって

いる近畿日本鉄道，東京では都心部で総合 ヒリレの企画，経営を行なって

いる三菱地所K Kなどは数少ない本格ディベロッパーの一つで=あろう。

開発と再開発を事業面で比較すると ，再開発は道路，鉄道その他公共

施設や商庖街など民間投資のすでに行なわれていると乙ろ ，つまり社会

資本ストックの多いと乙ろを再整備して効率化をはかり ，fi i : ，質を変化

させ都市活動を再び活溌なものとしてゆく乙とであり ，乙れに対して開

発は山を切り開いたり ，海を埋立てたりして新しい利用を始める。道路

も電気もいろいろな都市施設や建築など社会資本ストックの少ないと乙

ろの利用増進をはかるのが目的といえる。乙の場合，それらのすでに存

在する社会資本ストックが土地価格と見合っていれば，敷地を買収して

同じ建築物を建てる場合，開発でも再開発でも総投資額は同じである。

しかるに，わが国では土地価格は異常な高値を示し ，と くに大都市な

ど既成市街地やそれらに述なる地域は，社会資本ストック価値とはあま

りにもかけはなれた土地価格となっている。

現在ディベロッパーが開発事業にはかなり熱心であるが再開発事業に

は乗り出さない理由は，乙のあたりにある。土地が高すぎて採算がとれ

ない という乙とである。

大阪におけるディペロッ パ ーの行 動

- 開発の場合

現在，大阪周辺でもディベロッパーの動きは開発函を中心 IL : 活溌にな

りつつある。企画，建設面のみが強調をれ，目先の採算だけを考え，内

容面までの経営に乗出そうとする企業は未だ少ないが，住宅のための宅

地造成では ，昭和45年8 月現在，主要なものには表ー 1 のような ものが

ある。

方，以前からかなり積極的に行動している面で，金融面で・のディベ

ロッパーの役割がある。

現在各地IL庖舗展開中のビッグス トアーの建設に，各総合商社が金融

商で参画しているのはその一つであり ，三菱商事と関西系ス ーパーのジ

ャスコによって庖舗展開をしている K Kダイヤ モンドシ ティな どは，そ

の典型的なものであろう。現在乙れらの商社と ビッグス トアーの組合せ

には表- 2のようなものがみられる。乙れらは販売力のある ビッグスト

アー， 金融能力のある総合商社，さらには用地取得や建設などのカのあ

る電鉄，建設会社なと相互メリットを生かせる立場から組合されたもの

であり ，今後テe イベ ロッ パ一機能の一方向を示すも のといえよう。

・再開発の場合

再開発函でtのディベロッパーの活躍は少ないが，大阪において実施さ

れた大阪マ ーチャンダイズマー卜 ，築港深江総 ビJ レなどにおいて特異な

役割を果しているのがみられ

る。築港深江線船場ビJ レの場

合についてみれば，所在地は

大阪市東区都計道路一築港深

江線一上にあり ，幅42 m長930

m，10棟，建築面積31，228rrf ， 

延函積 l め， 5∞rrf ，うち商業

ピルー庖舗57，5∞rrf ，事務室

16， 6OOrrf ， 駐車場 12，5∞rrf

(431台) ，機械室荷さばき場，

共用節分 79，筑幻rrf であり ，

乙れに大阪市営高速鉄道中央

線，阪神高速道路 6 車線，都

計築港深江線高架 6 車線 ・平

面 8 車線が併設されて，総事

業費は 470億( 除地下鉄) に

のぼる都心部の大きな事業に

なっている。

乙うした各種の複合形態の

都市施設の建設は今後ますま

す増加するものと思われる

が，乙の中で，商業ヒリレの建

設について公共的なデ ィベロ

ッパーとして大阪市などによ

って設立された開発公社が，

ヒリレ建設費分 180 僚の資金を

調達し参加している。その内

訳は，開発銀行借入れ70億，

残額入居者より受取りとなっ

ている。

との大阪市開発公社の構成

は，大阪市内における再開発

卒業を目的と して，資本金 5

億3945万円で株式会社として

設立され( うち 3 億3945万円

大阪市現物出資) ，市内の前

記築港深江線 ピJ レ，安土町駐

車場などの経営を符なってい

表 - 1 テ ィ へ ロ ';1 ｾぐーによる聞ｩＡＡｩにお

吋 る お も な 大 規槙 宅 地開 発

{ 針画中 も 含 む )

面 概

関 社 名 開 発 地 域 ( ha)

三 井 不 勘 定 和 泉 市 川

"  河 内 長 野 市 120 

住 友 不 動 渥 車 良 市 24 

東 M 神 戸 市 53

野 村 不 動 産 奈 良 市 33  

"  岸 和 田 市 30 

系 E轟 田 寿 且 川 西 市 42  

u  河 内 長 野 市 100 

西 武 化 牢 エ 聾 )1 1  i!!i 市 230 

東 急 不 働 謂r It 4 0  

東 車 土 地 開 発 "  10 

興 人 神 戸 市 40

近 鉄 策 良 市 400

M 名 張 市 270

M 帯 良 県 生 駒 町 60  

南 海 電 酷 備 本 市 760

京 阪 電 敏 文 章 甫 230

M 控 方 市 13 6

間 ー

道 辛 口 不 動 産

) 11 i!!i 博す 175 

( 竹 中 系 )

大 林 組 宝 塚 甫 70

酉

大 和 団 地 羽 曳 野 市 100

M 大 阪 府 河 閉町 75 

11 Jl I  ｾ市 ＱＴＸ

系 m 京 都 府 図 辺 町 15 1  

永 大 産 韓 大 阪 府 交 野町 15 

植 木 ハ ウ ス 高 槻 市 16  

静 寂 忠 不 動 漫 河 内 長 野 市 59 

M 奈 良 市 120

丸 紅 飯 田 高 槻 市 22  

費農事丑 2工 薦荷 車t jjij 脅す 22  

住 友 商 事 高 槻 市 10 

日 本 生 命 )11 西 市 350

富 士 制 開 発 事 良 県 河 合 村 230 

表 2 スーパ ー と商社の資金

提 携 [共同出資金社、リ ース 宮 む } の 例

キ土 令h ヨ
本 社 提 携 商 社

ダ イ エ 一 大 阪 t 三ト井ー物メ産ン 、伊 ii 忠、

芭まストアー 頁 京 三 菱 商 事

シ ャ ス コ 大 阪 三 菱 商 事

ー ' 三 菱 商 事 、 三 井 物 産

一 名 古 屋 丸 紅 飯 田 、 日商 岩 井

ニ チ イ 大 阪

三 菱 商 事 、 丸 紅 、 伊

ii 忠、 トーメ ン

;.Il 上 ・ 丸 栄 福 岡 三 井 物 産 、 丸 紅

長 崎 屋 東 京 r 三菱商事‘ 丸紅、伊務

忠 、 住 左 商 事 主 ど

い づ み や 大 阪

丸紅、三井物度、ト

ーメン 、f主商屯: ど

サ ン コ ー 東 京 三 井 物 産 、 三 菱 商

忠 実 庭 東 京 丸 紅

“  

カ 長 野 三 井 物 産

オ ー ケ ー 東 京 三 菱 商 事 、 住 商

東 京 ス ーパ ー

マ ー ケ y ト 東 京
三 菱 商 事

Ｈ ｈ 本計局時 ｉｭｾ ｾ、

るが，乙れらの株主として大阪市以外 IL: ，住友 ・大和 ・三和 ・宮土の各

銀行，大阪ガス ，関西包カ，大和 ・野村各証券，住友 ・東洋 ・安田各信

託銀行が出資 している。

同様の例は，大阪府が企画し，事業進行中の東大阪流通センタ ーにみ

られ，乙乙では公共的テ・ィベロツパーとして大阪府都市開発K Kが建設

経営にあたっている。

乙の場合は資本金が10億，大阪府，大阪ガス ，関西市カ，大和 ・三和

・住友の各銀行が出資者で，大阪府の手により区画整理事業として行な

われ， 流通業務市街地整備法にもとづき流通業務団地の指定を受け，

220ha の事業が実施中で，府が事業を担当し ，出資は有力会社という信

用のもとに開発銀行などが融資し事業が行なわれている。乙れらは，公

共的なディベロッパーが主体になり各民間団体のカを借りる方式で，金

融商のディベロッパーがすでに活動している乙とを示すものである。

同じ例は全国各地IL : もみられ，財団法人組織による名古屋 ・横浜 ・神

戸 ・京都の各開発公社，株式会社による北九州 ・札幌などの各開発公社

がある。

中小都市においても同様で，市内の再開発事業を実施している東大阪

市の開発公社，布施開発振興株式会社の場合も株式会社組織をとり( 資

本金2650万円と 1000万円) ，市と市内の金融機関，有力会社がそれぞ・れ

出資者となり，小阪地区防災 ヒツレの資金あっせん，用地取得，布施地区

53 



再開発 ビノレ( 寄合百貨后) 経営などにあたっている例がある。

乙れる公共的なディベロッパーの役割は資金面で民間を活用し ，事業

実施面て・公共団体の力を生かすもので，成果は期待できるが，安易に利

用 される場合，資本のカと国なと・の権力が簡単 lζ 結ひーっく乙とにもなり

かねない。今後の公共的なディベロッパーの迷用上もっとも留怠すべき

，点であるといえる 。

方，大阪7 ーチャンダイズ7 ート ( 0 ・M ・M) の場合は，京阪電

車が地下化された| 日天満橋駅あとを利用し . 20. 412rrf の敷地に地下 4 階

・地上22階・延131. 415rrf でもって唆功し ，敷地は京阪屯鉄のものを利用 .

イ昔地し，資本金 5 億円は京阪電鉄，竹中工務庖，大阪ガス，関西定力，日

本・大同 ・住友各生命保険，それに大阪市が1. 25億円出資して設立された

ディベロッパ一会社が企画，建設，経営にあたっている。企画の段階で

は竹中工務庖開発本部が主力となり ，調査，資金調達面で大阪市経済局

が協力し ，経営面では京阪なとカ〉主力となり ，資金面では建設費98依の

うち大阪市その他各財界の協力により長期信用銀行 ・不動産銀行，興業

銀行各 8 億，開発銀行24億，残額は入居者協力金として資金を得て建設

されている。役員比は京阪 3 ( 常勤) . 市 3 ( 常勤 1) . 竹中 2 ( 常勤ナシ)

となっており ，大阪市内 ，東京，全国から卸商 290数社と飲食庖サービ

ス施設などが入居し，大阪市内の流通施設再開発上では大きな意味を持

つ建物である。また隣接の松坂屋，キャ ッスノレホテ J レなどのある京阪 ピ

J レは ，松坂屋，京阪，竹中lこより K K京阪 ピノレディングが設立され，松

坂屋はじめ各社がテナン卜として入居し ，大阪市によって設立された旅

行会館( ホテノレ) が同居，また一部は富士銀行が区分所省している。

乙うした一つのプロジェク卜単位にディベロッパー会社が設立され，

行政カ ，信用度，企画カ ，建設経営能力が各構成メンパーによって発障

される方式は今後かなりの数にのぼるものと思われる。

現在，大阪市内京橋1(. 計画中の大阪ビジネスパーク ( 0 ・B • P ) 計

商は270. 0∞rr{ の計画地に住宅，ビジネス街を建設しようとするもので，

住友生命，東洋工業，松下興産，竹中工務庖によってデイベ ロッパーチ

ーム編成を窓図している 。同様，大阪市・内中之島センタ 一計画では，関

西電力をはじめ市内有力会社の大阪力。ス，丸紅飯田，住友 ・三和 ・大和

各銀行と宣々公社，ZU通共済会がデイベ ロッパーチームと して大阪地区

開発会社を資本金20億をもって設立し ，中之島西地区に超高層 ヒソレの建

設を計画中である。

乙うした事業は何十億何百億の巨額の費用を必要とし ，単一の会社，

団体では調達不可能な乙と ，再開発実施上不可欠の採算のためには既存

の土地所有者と協同する必要のあるとと ，企画段階を取りまとめする組

織が入用である乙と ，経営組織の母体が必要である乙と ，官公庁の直接，

間伎の支援が事業上遂行上不可決条件である乙となどがチ ームの編成の

直接の基因となっている。最初の呼びかけは，公共団体の場合，建設会

社の場合，会談所等団体の場合など各方面にわたっているが，アメリカ

など外国の例と異なり 一つひとつの会社，事業団体の規棋の比較的小さ

いわが国では再開発テ' ィベロッパーの本命は乙のあたりから本格化する

可能性が強い。同じ例は全国的( ( . 激烈な j苫舗展開をくりひろげているビ

ッグストアーを核とするショッピングセンタ ー建設にもみられ，大阪府

下高槻市においては，現在工場を持っている湯浅匂池を企画，建設者と

して大成建設，経営者として西武百貨庖が三者出資により新しいデイベ

ロッパー会社を設立，大ショッピングセンタ ーの建設をはじめようとし

ている。

公共的なテ' イベロッパー， 資金調達面で・のディベ ロッパーの役割，プ

ロジェクト単位の設立，それぞれの発展が行なわれよう。乙うした展開

のもとでは， 県， 市など行政体のあり方，建設会社， 設計事務所の態

度，総合商社の組織，それぞれも当然の ζ とながら ，乙れらに対処する

方式が確立されなければな らない。

ディペロッパーの果す役 割 と各 界

事業が大型化し ，複雑化し ，一つの機能だけでなく ，鉄道，道路，そ

の他あらゆる都市雌設と，商業，業務，住宅，サービス などを含んだ複
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合的胞設の計画~事業化は本絡的な開発，再開発事業の進展と相まっ

て，今後ますま すその規模，数は増すものと思われる。商'業的な短期採

算型のもののみでなく ，都市lζ 必要な公共的施設や，住宅などの機能も

積極的に乙れらの中に計画され，実現化してゆく 乙とが考えられなけれ

ばならない。

そうした場合，現行の各機構，各界の果す役割もおのずと新しい組織

化が必要とな ってくる。公共テo イベ ロッパーとし て地域の中に呉極多数

の建設物を実現させ全国的視点からも高く評価してよい千里ニュ ータウ

ン建設事業は ，大阪府の企業局によって実現主れている。乙れは従来の

機構とは異なった横の編成による事業のためのプロジェックチームによ

る展開である。

大阪市の再開発事業の中で1それぞ‘ れに怠欲的に行なわれはしたが，築

港深江線事業は市の総合計画局，大阪駅前市街地改造ピ J レ，新大阪セン

イシティ ーの担当は再開発局，大阪7 ーチャンダイズ7 ートの推進は市

の経済局が行ない，それ らがほ とんと同じ時期にしかも直接的にはほと

んど績の連絡がなく行なわれ，同じ権利者 lζ 対してしばしば鉢合せ した

現実は笑い話 しでは済ま されないものがある。ポスト万博の再開発事業

推進にあたってとくと考えなければならない点である。

民間サイ ドだけでは実現 しない ，採算にのりにくいが，都市 IC必要な

もの，乙う した ものを計画的に組合せ実現できるように大型プ ロジェク

トなどを誘導 し，公共事業などと組合せ実施する乙とについても ，行政

サイド側でまずその受入機構の整備から始めなければならない。

問機の乙 とが，民間サイドにもいえよう 。建設業界にも受注産業とし

ての役割から ，進んで企画力が姿求される時代である。呼びかけ者，取

まとめ役，コー デネイターとしての考え方も持ち込まれなければならな

い。設計事務所については，建築家協会の孤高を守る建築家憲章そのも

のが再検討を要する時期である 。大規模な計画にどうして参画してゆく

か，計画を社会に どうプロポ ーズしてゆくか，建設業界を含むあらゆる

屑とのプ ロジェクトチームを どう編成するか，乙のままの状態では，デ

ィベロッパーによる事業の大部分には，いわゆる従来の形の設計事務所

では参加し得ない状態が出てこよう。

商社の場合は総合的な立場からディベ ロッパ一的な役割を果す乙とが

求められようが，現況は主として金融面で参加する乙とが多い。総合商

社は本格的テe ィベロッパーにもっとも適した組織である以上全面活動が

望ましいが，金融面の場合のみを取り上げても ，事業の内容に応じて国

の政策，法律の適用を受けられるもの，例えば再開発法にのせられるも

のはのせて，その一環の作業として補助金，長期低利融資の確保，適用

のあっせん，それにもとづく計画をたてる乙と ，商庖街造成の場合なら，

商業近代化にのせて，国の政策にふさわ しく 展開 し，中小企業振興事業

団の適用等を受けることなど，乙の函のみを取上げても積極役割j が欲し

い。現行総合商社が銀行関係、の融資あっせん，手数料かせぎのみで事業

に参画する乙とは安易すぎる乙とであり，その組織 ・総合能力から しで

もあま りに も惜しまれる。

ディペロッパーの今後

公共テ' イベロ ッパー， 公共的デイベロッパー， 民間ディベ ロッパー，

プロジェクトどとのディベロッパー，金融商での参画等，今後各地で開

発，再開発面での活動が考えられる。民間 と公共団体などのタイアップ

によるプ ロジェ クト単位のテ' ィベロッパーによる事業がその中でも多く

なると恵、われるが，その運用は目的，手段，環境に対して十分絞り上げ

られたものであるべきだし ，安易な展開が図られるべきで・ない。またそ

の安易な展開をされる事情の一つが，現在の官公庁機織にもつながって

いる乙とに留意すべきであろう。民閣の各組織もとれらの受入れに対し

て積極的方策をたて，ディベロッパーがそのすぐれた点を生かせるよう

配慮すべきであろう。

組織の充実，資金の調達，ディベロッパーに対する期待は大きし、。乙

うした中での今後の活躍に期待したい。

( J 、じた くにあき 鶴市問題経営研究所)



デ、ィベロッパー機能論

神戸の場合

安 好 匠

はじめに : 神戸市では. i ゆたかな あすをひらく」都市づくりをめざ

して. i 開発行政」にも意欲的K とりくんでいる。

市場の9096を占める新市街地においては，昭和40年に策定した神戸市

総合基本計画( 目標: 昭和70年) にもとづき ，西北神部( 西神地区の計

画人口は約35万人，北神地区は約25万人) の新開発を積極的におしすす

めている。乙 ζ での特徴は，一口にいって，地方公共団体および日本住

宅公団を中心とする公的機関主導型の大規模住宅団地( ニュ ータウン)

の計画，建設であり ，その周辺に民間電鉄，不動産資本がくわわって，

中小住宅団地の開発がすすめられている。

また ，海と山に恵まれた神戸の立地条件を生かした，神戸市独自の大

規模開発として，埋立計画がある。乙の事業の特長は，市の背後の山を

けずりとっ た土砂で海面を埋立てて，国際港者自神戸港の整備鉱充と臨海

工業地帯の造成をはかるとともに，土をとったあとには，近代的な住宅団

地を建設するという一石二鳥をねらった手法である。埋立計画は ，第 l

期計画( 神戸港海面思立計画は，東西529万rrf. 総工費396億円 ，住宅団

地開発計画は，そのあとに 4 団地を建設，面積212万rrf . 住宅7. 8∞戸，

総工事 4邸 億円) はほとんど完成し ，現在，第 2 期計画としてポートア

イラン ド ( 面積425万nf. 総工費921億円) の建設を推進している 。

一方. 1割の市域 !C 9寄j の人口をもっ旧市街地でも ，神戸市では，早

くから都市再開発事業に積極的な姿勢を示している。まず，広範囲な区

域を土地区画整理事業で，拠点については公共団体施行の市街地改造事

業( 大橋三宮および六甲の 3 地区で事業費 250億円) および民間施行の

防災建築街区造成事業( 三宮，元町等区画整理事業との合併施行が多い〕

があり ，さらに，サンチカタウンや神戸商工貿易センタービ J レの建設，

公営住宅や公団住宅等公的資金をつかった住宅再開発など，各種の手法

による都市再開発事業( 手法) がある。

一般に，ディベロッパーといえば，ほとんど民間ディベ ロッ パーと同

義語に用いられている。しかし ，神戸の場合は，乙れまでみてきたよう

に，地方公共団体を中心とする ，いわば公的ディベ ロッパーによる新開

発あるいは再開発が大きな比重を占めている。

そ乙で，私は ，以前に担当した大橋地区市街地改造事業と，その後各

地の商庖街再開発事業をみてきたなかで得た体験をもとに，与えられた

テーマに接近する乙ととしたい。

再開発事業にお ける資金計画 ( 構 成)

再開発事業は，きわめて難事業である。再開発基本計画，事業実施計

画，権利関係の調整，管理処分計画( 権利変換計画) . 仮設庖舗，住宅

対策，建設工事，再開発ビ J レの経営など，計画，調整，実施， 管理，運

営機能のどの段階においても，多くの専門分野があり ，解決すべき多く

の問題点がある。それだけに，計画機能のひとつに属する資金計画も ，

乙れらの諸問題の背後にあって，地味な裏方の仕事である。しかし ，観

点、をかえれば，それは総合的機能を必要とする再開発事業全般に密接な

関連をもち ，事業全体を見とおす要の役割をはたす乙とに なる。その意

味では，デイベロツパーの参謀本部のなかでも ，当然中核的役割を占め

るべきものと考える。

例を市街地改造事業 !Cとれば，最初の計画段階でも ，再開発地区を選

定する場合，法的要件( 市街地改造法上の適格要件) はも とより，社会

的要件( 事業の緊急性と地元住民の協力度) および経済的要件( 地元商

庖街の商業度と資力 ，乙れは ，地価によってある程度推察する乙とがで

きるが，将来彼らは再開発ピノレの買手として笠場ーする) が検討される

が，再開発ピ J レの売手である公的テ' ィベロッパーの財政的要件( 乙 ζ で

は収支赤字の限度と事業効果を，投資と回収の立場から ，長期的かっ全

体的にみとおす必要がある) をまったくぬき K して，適格地域とする乙

とはできない。

乙のたび，市街地改造法と防災建築街区改造法の再開発二法が発展的

に廃止され，都市再開発法が制定されて，さらに強力に都市再開発事業

が推進されようとしている。そ乙で，以下，市街地改造方式を中心! C.

公的再開発の資金計画にふれてみたいと恩う。

さて，市街地改造法は，正式には「公共施設の整備に関連する市街地

の改造に関する法律」と呼ばれる。したがって，市街地改造事業( 都市

再開発事業) の資金計画は，支出荷からみれば，公共施設( 道路および駅

前広場) 整備事業と建築施設( 再開発ヒツレ) 整備事業とから構成され，

収入面では，補助金と起債( 長期借入金) 収入がそれぞれ主要財源、と し

て対応する。

第 1，喪市街地改造事業の資金計画

支 出 収 入

公 共 施 設 整 備 事 業 補 助 金

起 償

建 築 施 設 整 備 事 業

一 般 財 源

計 言十

( 注) 実際よは ，建築施股整備事業に必要な事業財務は全額起債ではなく ，再開発ピルの売却

代金が一部充当される。[ . [ . では単純化のため，利子項目はすべて捨象した。

第 2 表建築施股盤備事業の採算計画

支 出 収 入

建 築 施 設 ( 原 価 ) 建 築 施 設 ( 売 価 )

建 築 工 事 主r 権 利 床 価 額

土 地 総 額 保 留 床 価 額

建 築 施 設 整 備 費 一 般 財 源 ( 損 益 )

計
計

( 注) J. 第 2 設は，事業費 (ζ 乙では公共施設整僧事業と利子項目は除かれている) IC ，支出

側ではヒリレ入居者の預り資産 ，収入側 ICはIIi i ;pJ床価額( 清算金を除く) を加える ζ と

により簡単に求められる。再開発事業では非常陀多くの資金がかかるため ，再開発ピ

ルへの入居者 ICたいしては地券を発行して現金を支払わず，工事完成後，ピルの一部

を充当する E とになっている。したがうて入居者の資産は通常事業予算の友商にあら

われず，そのため，探算計画の仕組みが若干複雑な印象を与えている。

2. 建築施設盤備rt は調査段計貸，営業等1自慢質，仮段庖舗旭E量質 ，事務費等新開先の宅

地造成費 IC相当するものとして使用している 。
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第 1 表は， 単に「資金運用計画」の骨子を示すにすぎない。 ζ の点

は，公共団体施行の再開発事業を実施するうえでの資金計画上の有利な

側面であるが，課長E面でのきびしさを欠きやすい一因でもある 。

再開発事業がひろく実施されるためには ，資金計画と同時に探算計画

が基本的に満足されるものでなければならない。市街地改造事業の場合

でも事情は同 じであり ，将来の借入金償訟は再開発 ヒソレの売却代金でま

かなう 必要がある。そ乙で，公共施設整11m事業を切り はなして ，建築胞

設整備事業( 公共施設の整備に関述しない再開発事業〉の採算計画 lζ 焦

点をしぼると 第 2表のようになる 。

さら 1( ，再開発事業の採算計画の内容をいっそうあきらかにするた

め，第 2 表作成にいたる思考過程( 採算計ー函の流れ) を示すと， 第 3表

のようになる。

第 3 表から ，デイベロアパーの探算条約2は，支出経費の節減策，再開

発後の土地価額の上昇( 率) . 保留床の売却利益( 率) の 3 つに依存し

ている乙 とがわかる 。

第 l の柱は ，消極策ではあるが，支出経費の節減の可能性である。そ

乙での主要な問題は ，建築工事費と用地取得貨の価格およびその上昇率

が異常に高いととである 。建築工事費は ，再開発 ピJ レの立地条件にかか

わりなく ，同じ建物であれば，同じ経費を必要とする 。工事貨をいかに

安くする乙とができるかは公的デイベロッパーにとって切実な要求であ

る。

第 2 の柱は ，再開発後の土地価額の上昇( 率) である( 積極的第 l (欠

効果) 。 しかし ，再開発前の土地価額が地元商庖街の経済力以上 lζ 高い

場合が多い( 再開発事業候補地はそのような地区が多い) 。再開発後の

土地価額を決定するにあたっては ，供給( 復成) 価額，近傍類似価額お

よび需要( 収益) 価額をそれぞれ検討し ，調整するとととなるが，公的

デイベ ロッパーとしては，建築施設整備貨を十分につぐなうだけの再開

第 3 衰建鍍. 股整備事業採算計置の譲れ〈市街地改造方式}

( 再開発資金計画の構成)

支 出

公 共 施 設 整 備 事 業

i  > m 

Z頁 目

I頁

ヰZ

イヒ

目

建 築 施設 整 備 事 業 .. ， 逮築施設(1軍{:i ) E  
%  

100 建築鐙設(原価)

連築5設 建築工事貨 E ， 01 建 物 価 額

借 入 金 収 支
土 地 価 額 E， 1 m 土 地 価 額

建 築 施 設

手IJ 子 収 支

一 殺 財 源

豆 町 貴 C  

i帽 貨 (1員 益)

計

Z十 E ' C 言十

資金計画の主要な問題点 !  日経費の見積り

発利益を見込んだ， 供給者本位の価額を決定するのは困難な場合が多

b、。

乙れまで，新開発の分野における民間ディベ ロッパーの活躍にくらべ

て，再開発事業 IL実績がとぼしいのは ，制度上の問題，関係住民 との接

渉と権利調整上の諸困難を別にしても. ;f IJ I国動機からみて，再開発利益

( 土地の値上り) IC大きな 期待がかけられない乙 とにもよるも のと 思わ

れる 。

また ，土地の合理的利用を乙えるほどに ピルの容績をたかめて ，収益

的施設を中心とし た( 超) 高宿高密度の再開発 ピルlζ 集中する傾向もみ

られるが，現段階では，乙のような手設で「逃げJ をうてる地区はきわ

めて限定されてい るといえよう 。むしろ ，ヒソレを高くして土地代をうす

めても ，建物代が高くなるので ，ピノレ価格がそれほど安くならない( 庖

舗にするに は，立地条件が悪いし ，そうかといって住宅には高すぎる)

ようなケ ース が多くみうけられる。

と乙ろ で，再開発後の土地側額が決定されると ，乙れをピ J レの各階，

各部分に配分する作業が並行して行なわれる( 乙乙では ，建物価額は ，

基本的に同一単価で配分するものとし ，考慮外におく) 。再開発事業で

は，管理処分計画( 権利変換計画) が，乙の段階にあたる。乙れは ，再

開発前の権利者の土地 ・建物を再開発ビ J レに復元( 権利変換) する乙と

を意味す るが，ディベ ロッパーにとっては ，同時に ，栄える街づくりに

ふさわしい業種 ・j苫舗配置計画を決定する段階でもある。ディベ ロッパ

ーは，単に ピJ レの売手ではなく ，買手の立場になって ピノレの値段表と配

分計画をつく る必要がある。乙の段階は ，当初の再開発計画を基本的 lC

実現する作業であり ，ピノレ完成後の色: 理 ・経営のあり方をほぼ決定づけ

る乙とにも なろう。

商庖街再開発は，単に商庖街の不燃高層化ではない。それは ，庖古n近

代化と経営近代化の総合であり ，新しい時代 lζ 適した ，栄える街づくり

入 ( 1)  ( 第 l 次効果) 収 入 ( 2)  ( 第 2 次効果)

前 ｾτ＠ 』 イヒ
後 |

ηg守1:
イヒ 前 化 後

金 額

X  建築範設価額 X+ o X， 建築施設価額 Y  1906  0  建築施設(売価) 1  Y+ OY， 

x ， 建 物 価 額 1 、

4董利床価額 Y ， n  
縫利床価額 Y ， 

「

x ， 

土 地 価 額

ト

( 原価) x ， 

ー- 1← 保留床価額

1- n  保留床価額 1

土 地 価 額
y ， 

(再開発利益)

o x ， 
(原 価)

( 原価) I  Y ， 

保留床 価額

Z  
(売却利益i I  o  Y ， 

一 役 財 源 一 級 財 源

(損 益 ) z - o x ー ( 鍋 益 )
W 

一 鍛 財 源

( 損益) ""'1 W- o Y， 

x - z  言十 x + z  Z十 ｙ ｾ ｗ＠ 言十 Y トW

権利床 と保留床のge分

土地価額のヒルの各階 ・各部介への配分
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( ショッピング ・タウンづくり) でなければならないからである。

第 3 の柱は ，権利床IL くらべて保留床をどの程度高く売る乙とができ

るかにある( 収入をたかめる積極的な第 2 次効果) 。 ピル全体のなかで，

保留床の割合が大きいほど，公的ディベロッ パーの採算性が有利である

乙とはいうまでもない。 しかし ，権利床は，ピJ レのなかで，まず有利な

商業立地を占めるととになるので，保留床 ICは不刺な場所しか残されな

い場合が多い。 くわえて ，権利関係が複雑IC細分化さ れているほど，権

利床の価格付けと配分方法はむずかしい。

さらに ，再開発ピ J レを魅力的なショッピング ・タウンにするために

は，ディベ ロッパーは，当面の採算性を多少犠牲に して も，有力な核庖

舗 ( キーテ ナント) を誘致する 。

とのように，保留床売却利益( 率) は，再開発事業では多く を期待で

きないのが実情である 。

一方， 再開発 ヒソレの経済的繁栄を第ーに考え，権利床と保留床を計画

どおりに配分する乙とに成功するならば，ヒツレ全体の経済的価値をたか

めるととになり ，収入促進策としても有効である。 保留床をできるだけ

早期に売却するととは，それだけディベ ロッパーの資金負担を軽減 し，

採算面にも間接的に貢献する。

おわりに : 都市開発事業は住宅産業を含めて， 70年代の トップ産業に

なるといわれている。

再開発の分野でも ，商庖街再開発IC住宅再開発が加わり ，一層大規模

なプロジェク トと して登場する ζ とになろう。

その際，乙の開発の主体は誰がいいか，誰が実行するのがより適切で

あるかが，今後の重要な課題となる。

本市が数多く果してきたディベ ロッパーと しての経験からみて，との

問題について若干の示唆を試みると ，まず，再開発の (1)権利調整の面

からは，公的な主体が行なう方が良策と考える。 (2) 資金問題についても

現行の資金 ・法制度のもとでは，公約機関が担当する 方が安定的であろ

つ。

しかし， (3)再開発の計画については，民間デイベロッパーの方がより

効率的，機能的lζ 進める能力 IC長じていると思う。

とζ ろで，権利調整の問題では，公的機関の方がスム ーズに調整でき

るという利点もあるが，公的性格から社会事業的観点で権利調整が強調

され過ぎるという可能性もある。あまり乙の観点が強調されると，かん

じんの再開発計画自体が致命的にそ乙なわれる危険性がある 。

再開発事業は「住み良い栄える街づくり」という大きな社会的課題を

担っている公共的産業であるといえるが，街自体がもっている機能的エ

ネルギーをど‘ のように生かす乙とができるかというととがまず第一の課

題である。

との意味で，街lζ 潜んでいるエネルギーをとりだして生き生き とした

街づくりとしてとらえるのは，民間テ' ィベロッパーの方がすぐれている

乙とを強調したい。

以上を総合すると ，資金，権利調整の面からは公約機関によるデイベ

ロツパーの方がすぐれているが，機能的な計画となるには民間ディベロ

ツパーの方が適切であると結論できそうである。

今後，都市問題で公害問題が重大な課題となり，近い将来公害対策の

面からも再開発を進める必要性が生じ，公的機関によるディベ ロツパー

の分野が，好むと好まざるにかかわらず拡大するととが予想される。乙

のような新しい局面にあ っても ，公的機関に要請されるのは，民間的な

機能的ディベロツパーのシステムを大きく取り入れるととである。そし

て，公的な長所と民間の長所を総合して，よりすばらしい街づくりが進

められる乙とを期待したい。

( やすょし たくみ神戸市市民生活局長〉
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民間ディベロッパーによる市街地再開発計画 3 点

船場の特定地区に建つ超高層ビルの建設計画

特定街区指定について

乙の計画は，市の 「大阪市1990

年構惣J に沿った計画として市当

局より特定街区 fC指定された。

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  
1. 指定による利点

広場 広場

① 容積制限の緩和

第 8 種地区で延床面積が敷

地面積の 8 倍までのと乙ろ

を20% 緩和され ，9. 6 倍ま

で建築できる乙とになる。

②施設形態の制限の緩和

.. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  
容積地区fC適用される一般

の斜線制限が緩和され建物

を整形にする事ができる。

トJ

完成予想図

ユニチカ 附と附竹中工務庖は ，かねてから共同で超高層ビ J レの建設を

計画し，大阪府都市計画地方審議会に対し ，建設予定地の「特定街区」

指定を申請中のととろ， 7月31 日付をもって正式認可を得た。

乙れに基づき，両社は早急にピ J レ建設委員会を設けて計画の推進を図

る一方，ピJ レの経営，管理を目的として両社折半出資により新会社( ユ

ニチカビルデイングK K) を設立した。乙の超高層ビ J レは，都市再開発

計画の一環としても大きな意義を有しており，完成の践には関西で最初

の30階を超える超高層ヒリレになる。

計画の概要

ζ の超高層建築計画の必然性は社会と都市，そして企業にお ける次の

ような要因によって生まれた。

1. 社会基盤の充実と第 3 次産業の発達

2.  都市計画概念の発展

3. 構造力学と建築技術の進歩

4.  企業基盤の充実と需要の先取 り

5. 数個の更新を必要とするピル群からなるー街区にわたる敷地

6. 旧ピ J レ群の機能消滅

超高層オフィスピルとしての特徴

在来の 9 階- 13階のピルと比較して次のよ うな利点がある。

1. 建物の延床面積はその敷地面積に対して一定限度に制限されてい る

ため ，階数をふやして高くした分だけ周囲 IL空地ができる。

2. 地形に影響されず，構造的に有利な整形の平面とするととができ，

かつ，使い勝手のよい広さになる。

3  窓から遠すぎる暗い部分や邪魔な柱がなくなり，採光，空調，眺望

など，勝れた環境で均質な事務室が得られる 。

4. エレベーターによる能率的な上下交通が中心となり ，長い廊下( 歩

行距雛) がな くなり，室のどの部分からも一様にエレベ ーターに近

くなる。
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2 階平面図

ｾ＠

③融資に関する利便

既成市街地再開発促進のた

め開銀の長期低利融資が受

けられる。

2. 指定のための条件

① 避 面 線 の 指 定

施設形態の基本的な規制を受ける。事後の増築など基本的形態の

付加が認めら れない。

② 一定の面積の提供

土地または建築の一部を公共の用に提供する。

建 築 概 要

建 築 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

基準階床面積

階 数

高 さ

構 造

地 区 地 域

特定街区指定

容 積 率

外 装

昇 降 機

大阪市東区本町 2 丁目36番地の 1

6，023. 61nf  

5，069. ωd 

65，067. 49nf  

1，ω8. 01 nf 

地上 32階 塔屋 2 階 地下 3 階

地上 120m 地下 14m 塔屋最高 127. 5m

3 階から上部 鉄骨造

2 階から下部 鉄骨鉄筋コンクリート造

商業地域 防火地域 容積 8種地区

大阪都市計画安土町 2 丁目特定街区

960%  駐 車 台 数 187台

高層部 アルミカ ーテ ンウオ ール 純 白 色

熱線吸収ガラス

低層部特殊タイ J レ貼

第 l パンク 17階迄 6 台 20人乗

第 2 パンク 32階迄 6 台 H  

サービスエレベ ーター 32階迄 2 台 ファイアリフト兼用

内 容 1階 銀 行 ・商庖街 ・車寄，地下 l 階 商 庖 街 ・駐車場

地下 2 階 駐 車 場 ， 地 下 3 階 駐 車 場 ・機械室， 2 階 ロビー

ショ ールーム， 3 階- 31 階 事 務 室 . 17階. 32階 レスト ラン

18階 機 械 室 ・喫茶室 ・クラブ

(K K  竹中工務庖)



大阪ビジネスパーク ( 0 B  P ) 基本構想

住友生命( 相) . 東洋工業( 株) . ( 株) 竹中工務庖，松下興産( 株)

の4社は，大阪市東区弁天町地区の敷地約2J 万平方メ ート J レl C 総合的な

都市再開発構想を発表した。乙の総合都市再開発構想は 「大阪ビジネス

ノマー ク( 略称O B P )  J と呼ばれ，民間企業による大規模な都市再開発

計画となる。すでに O B P実現化の第一歩として「住友生命機械事務セ

ンター」の工事にとりかかっている 。

また大阪市も乙の計画が i 20年後の大阪開発基本構想」による京橋地

区の再開発事業l C 沿ったものである乙とから ，①計画区域への取り 付け

道路「都島一阿倍野J . i片町一徳庵」線などの建設 ②上下水道や公

園など公共施設の建設③都市再開発法適用のための法制上の手続きな

と、について積極的に協力するととになった。

O B P全体計画のあらまし

計画の開発手法として①適正規模のス ーパープロックの採用 ②共

用スペースの確保③用途別地域の変更 ④特定街区の指定の 4 つの手

法を導入した。

乙の地区を 3 種の空間 ①メインストリ ート 沿いに地区のシンボルと

しての景観をつくる高層建築群 ②河川に面して低密度で緑に固まれる

0 8  P の開発概要

地.区 総 面 積
270. ∞Orrf 

160. 000rrf 

230. 000rrf 

846. 000111' 

計画宅地面積

現在宅地面演

延 床 面 積

容 積 率

昼 間 人 口

駐 車 犠 面 積

股 備

4∞%  

延 l 印，∞0人

177. ∞Orrf 

4. 4∞台

地域緩冷房，

上水道，下水

道，遊歩道な

ど

外周部③歩行者を中心とする共用 スペースで構成し，さらに開発地区

総面積2J 万平方メ ート ルを 7 つのス ーパーブロック( 大規模街区) 1ζ 分

け，各フ. ロックの内部11 : 共用スペース をつくった。

各プロックの用途 lζ 応じ，情報産業社会の中枢機能となるオフィス空

間，それを支える コンピュータ ーセンター，ショールーム，展示場，ホ

テJ レ，会議場，文化センター，研修所，庖舗，アミューズメントセンタ

ー，デパー トなどが建設される 。 (K K 竹中工務庖)

開 発 協 議 会

| 社 長 会|

| 幹 事 会 |

| 委員 会 |

一｛亙豆ｾ Ｎ .1 :ks&m 1  

め 寝 猿)11

⑩ 平 野)11

( 1 大阪妓森林公自由

(Sl 大阪械

あ 藤 田 美 術 館

内 太 閣 総

令国鉄環状線家機釈

紛 京阪官官鉄京4萄駅

(j) l 国鉄片町線片町駅

1  ホテル

2  ; ; ; 居住宅

3  クラブ

4  エヰ; ) レギープラント

5  展示ピル

6  高11住宅

7  青少年センタ-

8  111; 濁事務所

9  銭 高11捗務所

10 オーディトリウム

11  文.'f t セン タ一本館

12 量産補館

" 0 ブロック 13 7 ミューズメントセンタ ー

14 超高蔵事務所

1.5  i & 属事務所

E ブ口 y ク 16 自動車展示場

17 事務所

18 高島11. 務 所

19 デパート

F 7 ロ ッ タ 泊 施11事務所

21 高層事務所

'l .， 22 館際会議場

拘 λ 丹 G ブロック 23 超高庖事務所

同 24 コンビューヲーセンター

25 研修所

/ 尽 r s f O' 区軍

ｾ ａ 革、 ｃｪｆｉｇＮ
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港区弁天町地区再開発計画

一一世界貿易センタ ー (超高層ビル) を中核 とした副都心一一

大林組では，世界貿易センターを中核とした新しいターミナルタウン

ー弁天町地区再開発案を作成した。

ポスト万博の地域開発計画が，関係各方面から相次いで発表されつつ

あるが，中でも今大きな話題となっているのは，大阪の新しいシンボル

として構想されている「世界貿易センタ ー」の建設である。

そして，その有力な建設候補地として，西大阪副都心開発計画の拠点

となる弁天町地区が挙げられている。

弁天町地区は，都心再開発による交通網の整備とともに将来のターミ

ナルタウンとして大きくクローズアップされており，国鉄環状線，地下

鉄中央線，第 2 阪神国道，阪神高速道路など主要交通路の要にあたり，

将来の計画として話題にのぼっている大阪湾海上都市とも直結する地域

である。

弁天町再開発への提案

取引 ・流通ゾーン，教育文化ゾー ンの 2 つのゾーンをタ ー ミナルゾー

ンで結び，乙の新しい副都心と関西の海 ・空基地とをモノレ ールで連絡

する構想。

世界貿易センターピルへの提案

大阪の新しいシンボ J レ「世界貿易センタ ー」を，弁天町再開発地区の中

心点30，∞Orrl の用地に建設する。センターピノレは地上55階( 軒高215m)

地 下 3 階，建築面積 23，192rrl  ，延床面積 296，488rrl の超高層のものとし

て構想。 32階までは通産 ・運輸省などの公的機関や商社などのオフィス

部分にする。その上層部分は高居住宅 (1 ，000戸) にあて，高密度都市

における新しい住いのあり方，職住近接の解決策の典型を創り出したい

と考えている 。

，/. :  

ｾ ー
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海と陸をつなぐお市交通

大阪世界貿易センターの構想

弁天町は空と海の交通基地lζ 直結するタ ー ミナ J レである。圏内航路に

加えて，外国航路の墓地，空の基地を設け，ターミナ J レタウンには，空

と海をつなぐモノレールでつながれる。人聞を対象とするターミナノレか

ら情報を対象とするターミナルは，世界貿易センタ ー がその中心であ

る。世界貿易センターには，展示場，会議場，情報センタ ーなどの施設

を包合する。

位置

大阪市港区弁天町 1

目丁

敷地面積

9，097坪 30，075rrl 

建築面積

7，016坪 23，I92rrl

延床面積

89，688坪 296，488rrl

階数

地上55階 地 下 3 階

軒高 215m 

基準階床面積

1，162坪 3，840rrl

駐車台数 2，α)() 台

( 区K 大林組)

大阪世界貿易センヲ ー完成予想図



特 殊 ガ ラ ス

1 . は じ め に

人類とガラスのつながりは，遠く太古時代lζ 遡る乙とができるといわ

れている。今から四~五千年前，すでに人類はガラスとい うものを知っ

ていたようである。

しかしそれは，ごく限られた人達一一王候，貴族などの愛玩品とか，

装身具などであって，今日における宝石類よりも，はるかに食重なもの

であったで、あろうと思われる。

今日われわれがいつで= も手にする乙とのできるガラス製品，例えば透

明なクリスタノレガラスのコップ一個を四~五千年前IC，もし持っていた

人がいたとすれば，おそらく現代では想像もつかないほど食く ，莫大な

財産に匹敵したかもしれない。

しかし現代においては，ガラスなくしては，われわれ日常生活にも乙

と欠くのではなかろうか。

窓ガラス ，食器など「住」と「食」とはいうにおよばず，もはや，ガ

ラス繊維として「衣」の分野にまでガラスがはいってくるのも速いとと

で、はないかも知れない。

建築とガラスの関係だけを考えてみても，外壁面を総ガラスで仕上げ

た建築も今日ではそう珍しくなくなってきている。

しかし建築に透明な板ガラスが利用されるようになってきたのは，そ

れほど古い乙とではない。

日本においては，江戸時代の頃までは板ガラスは，まだ超貴重品であ

ったようである。

金沢市の兼六公圏内に今も残っている成巽閣( 重文) の一室 IC ，小さ

な板ガラスが数枚，障子の一部にはめ込まれているのを見られた方も多

い乙とと思う。百万石の大名がその母君の穏居所として当時の賛をつく

して建てた建物に大切そうに使われている乙とから，当時いかに珍しい

ものであったかがうかがわれるように恩われる。

外国においても一つの建物に大量にガラスが使用された一つの例とし

て有名なのは，すでにと承知のように，第一回万国博覧会( ロンドン万

国博) におけるクリスタルパレス( 水晶宮) であろう。

乙のクリスタルパレスが建てられたのは，わずか 120 年ほど前の山51

年のととであり，約30万枚の板ガラス( 当時のイギリスの年間ガラス生

産量の% を必要としたといわれている) を用い，建物の長室は開催年に

因んでし851フィ ー ト( 約565m) という大建築で，その後の建築界に大

きな影響を与えたといわれている。

かつては貴重品として珍重されたガラスも，技術の急速な進歩によっ

9 8 材 料 部 門

日本建築協会建材委員会 ( 担当 : 種村恒 夫)

て今やわれわれの日常生活に身近で切り離せないもの となってきている

し，生活の向上と建築の発達iζ 伴って，板ガラスはますます大きく ，豊

富に使われるよ うになるであろう。

板ガ ラスのっくり出す開放的な美しい空間が近代建築の特徴のーっ と

いえるかも知れない。

当委員会でも ，板ガラスの中の特殊なものの一部について，その使用

上の也意事項などを考えてみる乙とにした。

2. 熱線吸収ガラス ，熱 線 吸 収 網 入ガラス

2- 1 熱 割 れ

窓tζ 首長め込まれた熱線吸収ガラス ，とくに熱線吸収網入ガラスが，風と

か投石その他の外力のためでなくて，ある日突然に割れる乙 とがある。

との現象について乙れまでその原因と対策がいろいろ研究されてきて

いる。

2 - 2  熱割れの原因

原因 として，かつては急に熱せられたり，冷やされたりする乙とによ

る熱応力やガラスとサッシュの膨張差に よって生ずる歪などによって破

壊すると考えられていた乙ともあるが，今日ではむしろ，ガラスの面内

温度差によるものと考えられるようになってきている。

すなわち窓ガラスが太陽幅射をうけた とき，それによって窓ガ ラス中

央部の温度が上昇する一方，その周辺部はサッシュ IC恢め込まれている

ため，温度上昇は比較的少なしガラスに面内温度差が生じ ，ガラスの

エッジに引張応力が発生するためであると考えられている。

乙の考えはその後の経験的事実からも実証されて今日におよんでい

る。

実際の熱害lれ状況を調べてみると，気温が低く，太陽幅射の大気透過

率の高い冬季lζ 多発し，方位的には東面lζ 最も多く ，南，西，北の順IC

発生率が高いとの統計的結果も出ているようである。

同一窓面においても，上権または縦権がコンクリ ー ト壁に接していな

い窓には熱言語れは少なく ，それらがコンクリ ー ト壁に接している窓に熱

割れが多発している傾向があるし ，さらに コンクリ ート 援と接している

権が多いほど熱割れが起乙りやすい。

たとえば上援のみがコンクリ ー ト援に埋込まれている窓よりも，上下

および縦権までコンクリ ー ト壁に埋込まれた窓のほうがより多数の熱割

れを起としている傾向が強い。

この乙とは，コ ンクリー ト壁に埋め込まれた権はそうでない程より温
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度が低いため，ガラスとサッシュの温度差が大きくなりやすく，したが

ってガラス面内温度差がより大きくなりやすい乙とを示している。

また，ガラス面に接して (30cm以内) 厚地のカーテンやブラインドで

覆われた窓に熱割れが多発する 。

ガラスに文字の苦かれである乙と も温度差を大きくする原因のーっと

なるし ，室内にロッカ ーや消防ホ ースのケ ースが置いてあったためにそ

のそばの窓にたび、たび‘ 熱割れが起乙った例もある 。乙れらがガラスを保

温しガラス面内温度差を増大させ，熱i ! l I Jれを助長する傾向があるように

恩われる。

ガラス面上の影が熱割れ現象を起乙す傾向を助長する乙とも実験的 lζ

確認されており ，事実看板とか窓ひさしの影を生ずる窓 IC実際に熱割れ

が多発している。

また，熱割れがガラスのどの部分から発生しやすいかについては，大

多数の窓において コンクリ ー ト壁Iζ 埋込まれている上根または縦権内の

ガラス エッジから出発し ，かっ周辺に直交する乙とが多い。

熱割れ起点の乙のような傾向は，上権は コンクリ ー ト壁や窓ひさしの

影などにより日射を直接受ける乙とが少なし下権は日射を直接受ける

乙とにより 上権よりかなり温度が高い乙とが考えられ，したがって，上

橿は下権より低温であって，ガラスとサッシュの温度差はそ乙において

最大となるため と考えられる。

2 - 3  熱割れ防止対策と施工法について

熱害jれを防止する対策としては，熱線吸収率を下げればよいであろう

が，それでは熱線吸収ガラス本来の目的11 : 逆行する乙とであり ，事実熱

割れを減少できるほど吸収率を下げれば，冷房負荷の軽減効果が著しく

減少する乙とは明らかであろうから， ζ れはとるべきではなかろう。 し

たがって使用にあたっての注意と施工にあたっての注意とによって防止

するととを考えてみると とにした。

2- 3- 1  使用にあたっての注意

(1) 一枚の熱線吸収ガラスの函11 : 強い日射と日陰とができるような箇所

での使用には十分な注意が必要であろう。

(2) 熱線吸収ガラスの室内側 11: 厚手のカ ーテ ンやブラインド，家具など

を置く場合は，できるだけガラス面から離す必要がある。

(3) 冷暖房用の空気が直接熱線吸収ガラスの面に当ると，ガラスの平面

方向 IC温度差をつける乙とになるので避けたい。

(4) 熱線吸収ガラス面に紙を貼ったり ，ペンキなどで文字を書く乙とは

その部分だけ高温になり ，面内温度差を助長する結果となるので避け

たい。 したがって施工中の" ガラス注意" の貼紙などもそれ乙そ「注

意」しなければならない。

2 - 3 - 2  施工にあたっての注意

(1) 熱線吸収ガラスの切り口はとくにきれいに切断するととが必要であ

る。切り口が慈し周辺にキズがあるとそれが割れの原因となる乙と

が多い。よく硝子工がヤツト コなどで食い切って寸法を合わせている

ζ となど見かけるが，最も避けなければならないととであろう。 エッ

ジをク リーンカ ットして，その切断面 IL特殊な処理をほどとして， エ

ッジの強度を上げる乙 とにより熱割れを防止する方法をメ ーカー各社

はそれぞれに研究を進めているようであるが，各ヰ土それぞれに社外秘

事項であろうから ，乙乙では詳細にのベる乙とはできない。

(2) 一般に板ガラスのサッシュに対するかかりしろは，ガラス厚味の 2

- 2. 5倍以上をとるのが普通であるが，熱線吸収ガラスの場合はそれ

を1. 5倍程度IL止める乙とが望ましい。

(3) 断熱施工法( 標準施工法〉

熱割れ防止の対策としてサッ シュ とガラス周辺部聞の断熱を目的とし

た断熱施工法があり ，乙れが現在行なわれている標準施工法である。

標準施工法の主目的は，ガラス とサッシ ュを断熱するととによりガラ

スの面内温度差を減らし ，それによって発生応力を減らして熱割れを

減少さをよう という乙とにある。また附随 した目的としては，ガラス

をゆるやかに保持し ，サッシ ュの反りなど、からくる無理がガラスにか

からないようにして，エ ッジの曲げ応力を減らし，割れを防どう とす
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図- 1

a.  需l線吸収綱入ガラス

b  チオコール

c  接着剤て貼付け る

3  mm 
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d  独立気，包塩ピフォ ーム由競

e. 合成 コム ・クッショノ
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f 空 間

Z

1

川一
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斗
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る乙とである。したがって熱線吸収ガラスの標準施工法を正確にかっ

容易に行なうために，四方押縁式のサッシュを用いるととおよびサッ

シュの構内に水がたまると断熱性を阻害 し熱割れを助長するので，で

きるだけ水抜きをつけるととなどが望ましい。

図- 1は熱線吸収網入ガラスの標準施工法であるが，サッシ ュ溝内

での間隔は，あらゆる方向に 4 m m以上必要とされている。サッシュ

の温度がガラスに直接伝わらないよう ，ガラスの周辺IC独立気泡性ポ

リエチレンまたは塩ピフォ ームなどを巻き，合成ゴムクッションをお

いてガラスをサッシュの中央IC正しくおく。ガラスの一辺の長さが l

m を越える場合はゴムクッションの数を増加する。硬化性パテは応力

が変な形で出て，熱魯j れを起乙す原因になりやすいので望ましくな

い。

以上のような注意事項を守っても，なお熱線吸収ガラスの熱割れの危険

性は，ガラスの品種，大きさ，気象条件などによって完全には防ぎ得な

い場合もあろう。なお一段の研究が必要かとも思われる 。

3. 溝型ガラス ( プロフィリット) (図- 2重要照)

U字型の断面をも った幅 262mm の細長い半透明のガラスの建材で，

厚みは 6 mmと7 mmとの二種類があり ，6 mmのものは袖が4 0 mm，

7 m mのものはω m mで，いずれも線入りと線なしの二種類で，長さは

2 mから50cmきざみに 5 mまで，現在製造されている。

耐風圧強度は板ガラスと異なり，面積でなく一本のプロフィリットの

長さによってきまるので，一本の長さが風圧に耐えられれば，幅はいく

らでも延長する乙とができる。ただプロフィリット相互の目地，あるい

は両端を支持するチャンネルとの間隙に使用する充填剤であるが，従来

油性コー キング剤のどときパテに類したものを使用してきたが，夏季11:

垂れてきたり，思わしくなかった。

現在ではチオコー J レシ ーラン トなどが望ましいとされている。しか

も， 3 mmX  3 mm位だと紫外線を受けて劣化するおそれもあるので，

3 mmx 5 mm以上充填するとよいとされている。

シリ コンシーラントは性質もよいのであるが，高価である乙とが欠点

のーっかも知れない。

プロフィリットの充填剤については，さ らに研究される乙とが必要 と

恩われる。



図- 2

プロフィリットの結工

一重張り

一重張り S 型 ( A)

ー ー
二重張り

4. 大型ガラスの特殊工 法

4- 1  大型ガラスの特殊工法の発達

建築技術の発達にともなって，建築IC対する現代的な要求は次第に関

口部を大型化してきたし，ガラスの製造技術はそれを可能ならしめるべ

く飛躍的な進歩をとげてきた。すなわち ，大板ガラスの製造であり ，強

度その他の向上であり，また強化ガラスなどの特殊ガラスの開発であっ

た。さらに乙の発展を助けたものとして，接着剤の開発を見のがしては

ならない。西ドイツにおけるグラスセメントの開発をはじめとして，接

着剤の目ざましい発達は，ガラスという特殊な材料を接着する乙 とを可

能とした。関口部の巨大化は，サッシュに恢め乙まれたガラス関口部

が，そのまま大型化してゆく ζ とが，最初の段階であった。

続いて連続開 口部におけるサッシュや方立を除く努力がはじめられ

た。しかし，カ。ラスを直接接合しただけでは風圧に対して耐えるととが

できないので，ガラスのリプを方立の代りに用いる構法が開発されてき

た。

ガラスのリプは透明で，サッシュの方立のごとく視線をさえ切らない

だろうとの考えからである。

さらに大型化してゆ乙うとしたとき，一つの障害が生じてきた。それ

は，大型化したガラスの重量を支えるのに従来の下枠による構法では，

ガラスがある程度以上の大きさになるとガラスの自重によるガラスのた

わみのために，光学的性能の劣化や内部応力，またセッテインクやプロッ

クなと‘ からの局部応力などを生じる乙とである。

しかし ，約10年余前IC西ドイツのハインリッヒ ・ハーン社が「サスペ

ンデッド ・グレイジング」という，ガラスを吊り金具によって支持する

方法を開発したときに解決のいとぐちが見出され，ガラス関口部はます

ます巨大化される足がかりが得られたのである。

4 - 2  関口部の新構法の概要

ますます大きくなるガラス関口部を構成する構法についてはガラスメ

ーカー各社がそれぞれに開発に努力し，おのおの異なった名称を附して

発表しているが，だいたい次の四種類になるようである。

(1) 強化ガラス ・ドアとその周辺のガラスパネルで構成する関口部であ

って，方立や無目を完全に取り去った乙とに特色がある。

すなわち ，天井および壁に接する部分のみを固定し，ガラスパネ J レと

強化ガラス ・ドア相主聞は金具によって結合する。

上部の欄干ガラスは耐風圧性能およびドアからの衝撃や振動の伝播を

考慮して，垂直方向に支持板をとりつけて補強する。( 図- 3怠照)

(2) サッシュや方立のような異質の材料を関口部の透視部分から除い

て，ガラスだけによっ て，より広い視野を得るととを目的としたもの

である。

その特色は，金属の方立の代りにリプガラスを用いるととである。

ガラスは吊り下げず図- 3

に上下の枠で支持し

ている。ガラスの高

さは板ガラスの厚み

にもよるが 3 - 4 m

位までは可能であろ

つ。( 図- . 4怠照〉

(3) ガラスを支持する

のに吊り下げ式構法

¥ 

" 1  
1¥|| ¥ 

によるものである。

その特色は. 大板ガ

ラスを何ら光学的性

能，強度上の負荷を

与えるととなく取り 図- . 4

つけられる ζ とであ

る。ガラスとガラス

の接合部には金属方

立を用いるため，ガ

ラスの切断精度は比

較的低くてよく ，コ

ストも蛸的やすい 1  ¥111 

¥111 ¥ 111¥ 
はずである。ガラス

の高さは 4 m以上IC

適しており，上限は

やり方によっては 10

mを乙える乙とも可

能であろう。
図- 5

(図- 5露関〉

(4)  前述の(2) と(3) の構

法を組み合せたもの

である 。その特徴と

しては，吊り下げ式

支持法とリ プガラス

¥ 
リ1¥

にあるが，乙の構法

¥ 
によれば何らさえぎ

るもののない，ガラ

スだけの大関口部が

可能となる。ガラス

の高さとしては 4 m 図- 6

以上の場合である。

(図- 6重量照)

4 - 3 吊りガラス構法

4 - 3- 1 沿革

吊りガラス構法は

1956年に西ドイツで

開発され. 1957年に

l¥j 1  11 ¥l l  11¥1 
11¥ ベルリンにおける

Bui l di ng Exhi bi -

t i on に使用された

のが最初とされてい

る。

その後ヨ ーロ ッパ

にひろがり，アメリカでは 1964年万国博における「ガスパビリオン」

にはじめて用いられた。

わが国においても地震，台風などの特殊条件を考慮に入れながら，

独自の研究が進められきた。

吊りガラス構法による巨大寸法のガラスとしてパリの「メゾン ・ド

・ラジオJ IC用いられた l 1mx 2 mx 1 2 mmのガラスが有名である。
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4- 3- 2  特徴

さきにもちょっと述べたように，大板ガラスを従来の方法によって

サッシュにはめ乙むと，板ガラスの自 重による「たわみ」によって，

光学的性能( 透視機能 ・映像機能) がさまたげられ，また内部応力によ

って破損を生ずる原因となり，ガラス寸法に必然的な限度が生ずる。

吊りガラス構法はそのような困難を解決する方法であり，その特徴

として，次のような乙とがあけ‘ られる 。

(1) 自重により完全な平函となるため，光学的性能をそ乙なう乙とが

ない。

(2) たわみによる内部応力，セッティングプロッ クによる局部応力な

どを生じない。

(3) 従来の構法IC比して，はるかに大きなガラスの使用が可能である。

(4) 乙の構法によるガラスは，普通の窓カヲスに比較して，建物の振

動，地震のゆれなどに対して安全度が高い。

(5) ガラスが破損したときでも亀裂より上の部分は，吊り下げられて

いて落下しないので危険が少ない。

(6) リプガラスを併用する乙とにより視界をさまたげずに ，より 大き

な連続したガラス関口部をつくる ζ とができる。

4- 3- 3  上下の構造

(1) 吊金具

ガラスを吊り下げるための金具であるが，乙れはガラスメーカー各

社で工夫，研究が進め られ，それぞれに特徴のある金具が開発 され

ている。

(2) ガラス上辺支持金物

正面ガラス上辺部を支持し，さらにリプガラス端部を固定するため

の金物である。乙れによって正面ガラスは四辺支持のガラスと同様

の強度をもち，正面ガラスからの応力は，リプガラスを通して領体

構造へ伝達される。

支持金物の先端にはネオプレーンガスケッ トな どがあって，ガラス

上辺い っぱいに固く均一に保持するようにする。リプガラス端部は

変位を押えるために鉛の固定プロックを置き，ガラスとの聞に軟質

塩ビフォ ーム などをはさんでガ、ラスを保護する。( 図- 7 怠照〉

図- 7

正面ガラス

リブカ'ラス

図- 8

正面カラス
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図- 9

ポリ エテレンフォ ーム

下権一_ . /

(3) 下履

リブカラス: 品昔日

リフカ. ラス

10- 20mm;問の，草さ 一 一 一 「 て

(P7125、;; 町;2io¥車 市亙ヒ 77; - ム

fA固定フロ y ク

下権は従来の関口部と異なり ， ガラスの自重をささえる必要はな

く，風圧などに対する横方向の変位をおさえるためのものであり，

ガラス下端が浮いているのが吊りガラス構法の特徴である。リプガ

ラス端部は上部と同じような構造で固定する。( 図- 8 . Ｙ ｾ 照〉

4- 4  設計および施工

上述の吊り金具，上辺支持金物，下権なと:iCついて各ガラスメ ーカー

は研究を進め ，すぐれた関発がなされてきている。そのうち，あるもの

は特許または実用新案出願をされたものも多いので，使用ガラスが決定

されたならば，そのメーカ ーと よく連絡をとりつつ，基本計画なり施工

計画なりを進める配慮が必要と恩われる。

その乙とがまた，非常な精度を要求される施工上の問題点について

も，また責任施工の範囲を明確にしておくととにも役立 って，より良い

施工がなされるための原因のーっ ともなると考え られる。

5. 将来のガラス

日進月歩のガラスについてその将来を臆測することは非常に困難な乙

とである 。現在では想像もつかないようなものが近い将来に出現するか

も知れないが，それは将来へのたのしみとしておいた方が夢があって，

かえってよいのかも知れない。ただ現在すでに出現しているものについ

て考えてみると… … 。

(1) 合せガラス

現在も多く使用されているけれども，超高層建築がますます盛んにな

ってくると，高層部においては強化ガラスよりも合せガラスが多く使

用される乙とは容易に考えられる。理由は簡単である。もし割れても

危険性が少ないためである。合せガラス IC使用されている中閉幕はさ

らに厚く粘性の強いものが使用されて，自動車のフロントガラスはさ

らに安全になり，万一衝突事故が起きても人聞に対する衝撃を緩和す

る働きをもつようにまでなるであろう。中間幕をさらにさ らに粘性の

強いものにしてゆくと盗難予防になる。すなわち， 粘性が強くてナイ

フはもちろんピストルの弾丸でも切れないよう にする。防弾ガラス も

乙れでさらに安全になるであろう 。

(2) サングラスなどにすでに使用されている が，日射を受けると色が濃

くなり，日射を受けなくなると透明にもどるガラスが大型化して，窓

ガラスに使用されるのも近い乙とではなかろうか。そうすればプライ

ンドは不用になるか も知れない。

(3) 給品化ガラス，ケミカ J レ強化カe ラスなども実用化されるのはそんな

IC速い乙とではないかも知れない。いろいろとたのしみなととである。

6. お わ り に

本報告をまとめるに当り ，旭硝子株式会社，日本板硝子株式会社，セ

ントラ J レ硝子株式会社，各社より種々参考資料のど提出をいただき ，ま

た委員会の研究会ならびに工場見学会に際し絶大など協力をいただいた

乙とに対し，乙乙 IC深甚な感謝の定、を表する 。

量豊考文献

建築のためのガラス (GL A S S H A N DB O OK  F O R  ARCH1 T E CT URE) 旭硝子抹式会社発行

GL A S S  &- AR CH1 T E CT UR E 各号旭硝子株式会社発行

S P AC E  MOD U L A T OR 各号 日本叡硝子株式会社発行

カ タ ロ グ 各 種 各 社 発 行



平和展と平和講演会

たしかに ，民主化運動をすすめる建築家として，あるいは建築技術者

として，当時の軍拡と軍需景気，ビルブームといわれる社会情勢にあっ

て，平和をとう訴えていくか，大きな問題であった といえる。いや，単

IC大きな問題というだけでな しに，それはまた ，建築家 ・技術者として

の社会的責任を果すかどうかを意味していた。建築は単 lζ 施主のいいな

りのま まに造るだけでなく ，それは国民や社会に奉仕するものでなくて

はならず，いわんや，戦争に奉仕するものであってはならない。何より

まず，平和建設乙そ ，建築家 ・技術者の共通の願いであるという立場か

ら，N A U O も，社会的責任を果す運動の一環として，平和運動と建築

速動とを結び‘ つけて，何らかのアピールもし ，活動を続けてきたのであ

っfこ。

もちろん ，いまから考えてみると，その結びつきは浅いし ，ほりさげ

て討論 し，みのり多い成果を得たとはいいがたい。現に ，当時，N A U  

広島支部などからは ，平和擁護建築家委員会の設置に反対という怒見も

だされるし ，建築巡動と 政治運動との関係については，ある程度の性会、

さがあり ，またほりさげた連関を示して運動を全面的に発展させる lζ 充

分の説得ができえない状態にあった乙とも事実である。 i赤J であると

いうレッテルから誤解をまねく乙 ともしばしばであった。平和運動が単

1- 2  
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戦 後 の 建 築 運 動 史

関 西 に お け る 2 5 年 の 歩 み
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IC  i赤」の運動ではないととは，当時のアメリカでも51年 4 月，非主l<: i活

動調査委員会が「平和運動J をやった「赤J として圧迫したなかに ，科

学者の アインシュタイン ，作家のトマス ・7 ン，ノー 7 ン ・メイラァ ，

ピアニス トのシュナ ーベル，建築家のフランク ・ロイド ・ライ トの名を

みる と分る乙とだが，日本のY J e 築家 ・技術者の良心にかけても ，平和を

訴えつづけてきた有名無名の人たちが皆，情熱をもって運動をした乙と

は， 長く記録にとどめておきたい。

乙う したなかで具体的には ，N A U京都支部 ( N A ｕ ｋ Ｉ では ｊ ， ｲｾ 凶信 ，

絹谷祐規，橋本喬行，西川幸治らの京大を中心とした会員や学生会員

が，かなり精力的に平和展の活動にとりくんだ。すなわち ，1950年 4 月

lζ ，京大文化祭の一環として ， i 建築と平和展」のパ才、 J レ展示のカンパ

ニアを行なった。翌年の51年 5 月には，さらに ，京大同学会と共同で，

「原爆と建築展」を日目いて， 多くの注目を集めた活動などは特筆すべき

平和へのカンパニアであった。

N A U大阪支部 ( N A UO) でも ，1950年 7 月 1 日，総会をする前 (C，

会員だけでなく ，一般建築家に訴える「建設と平和講演と展覧会」を開

催した。講師として，元吉勇太郎，西山知三のほかに ，阪大の原子物理

学者である伏見康治先生にきていただいて ，原子力の平和利用 ，科学者

の水爆製造反対運動にも言及 してもらい ，建築家との平和連帯を訴えて

もらった。乙の平和講演会には約50名の人が参加した。また京大N AU

K での「建築と平和展J のパネルを会易』ζ 展示した。

N A UK はどちらかといえば，京大の学生 ・研究生を中心とした活動

であるのに対して ，N A UO は，

むしろ実務者を対象とした活動

であった。その逃いはあるにせ

よ，当時の平和運動IC示した姿

勢は，いまも N A C 会員として

残っている人でも ，会から離れ

ていった人でも同じようにもち

つづけていると信ずる。

ただN A U Oでは ，設計者な

どの実務者が多いせいもあっ

て，平和運動だけが先行すると

いうのでなしに，建築のテ ーマ

と結びつけて平和の問題を強調

するというゆるやかな方式で活

動してきた。

f  

「建設と平和講演と展覧会 J ポスター ( 1950年)
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社会情勢 と平和運動

N A Uが建築界における民主勢力として，民主化運動と並んで，平和

運動に力を入れたととは ，当時の社会情勢を考えると ，しどく当然の乙

とであった。民主化と平和運動は切り離せないものであった。

1949年，アメリカ帝国主義が，公然と朝鮮侵略にのりだすその下準備

として，日本全土に軍事基地をめぐらしていた。そのなかで起ってきた

人民の軍事基地反対闘争をそらすため ，一連の謀略事件が相ついて・おき

た。下山事件，三鷹事件，松川事件等々は，民主化運動と平和運動K 対す

る血なまぐさい弾圧の表現である。多くの労働運動家や平和運動家がた

いほされた。 N A UO の学生会員も ，基地反対の ピラや新聞をまいただ

けで占領政策違反で，たいほされるほど，平和述動への弾圧がつづいた。

1950年にはレッドパージが，アメリカ帝国主義と日本反動勢力 Iζ よっ

て強行されるなかで，事態は朝鮮戦争へと突入していった。乙れらの情

勢のなかで，平和擁護世界大会がストックホルムで開かれて，いわゆる

「スト ックホルムア ピール」がだされ，平和愛好者や多くの人々がその

原爆禁止，戦争反対ののろしをあげた。

N A Uは1949年から 1951年にかけて， i 平和建設のためにJ という立

場から，精力的 lζ ，平和運動lζ とりくんだ。 1951年 6 月 9 日の N AU 総

会決定のスロ ーガンの最初にも「平和建設に全力をつくそう」がかかげ

られ，N A U会員のみならず，多くの建築技術者K ，平和擁護の運動を

訴えたのであった。 N A Uを中心として，平和擁護建築家委員会準備会

がつくられ， i平和 P L A NJ というニュ ースがだされたりした。

N A U大阪支部も ，1949年 7月lζ は，東京での N A U総会へ「平和宣

言 J ( 資料 11 1 ) を送ったりしている。 そ乙では「日本の民族を売り ，

日本の図上を軍事基地化するような建築生産K 絶対反対すると共lζ ，人

民の生活をまもる建築，平和u設の積極的な建設，人民のための新しい

生活様式をうちたてる建設運動を通じて，真の' f 和を築きあげる大きな

すこたかいに総力をあげて参加する J とうたっていた。また， 1950年~

] 951年lζ 発行されていた ， i NA U Oニュ ース」は，毎号のように ，乙

の平和問題と建築家の結びつきをとりあげていた。試みに ，その N A U

O ニュースの主張欄から見出しを拾ってみると ， i平和をつくる工場

一一建築家の抱く平和J (1950年11月10日号) ， i軍拡景気しかし平和

建設の確信を J ( 1951年 1月10日号) ， i平和建設のためにー全面 コー

ワの人を送れJ (1951年4月20日号) ， i平和建設のためにー建築家と

ベノレリンアピーJ レJ (1951年 6 月 8 日号) ，等々の主張がなされている

( 前章資料欄写真怠照) 0  51年の N A UO総会 ( 7 月14日) でも ，i 平和問題J

が議題にとりあげられ，当時のサンフランシスコ単独講和 ( C対して，全

面講和を主張し ， i 五大国平和条約をてい結」の署名運動などにもとり

くんだりしたのであった。

Jl - 1  



II -- 3  近代建築史講座と啓蒙活動

1951年には ，平和運動と並んで建築理論を深めるとともに啓蒙活動

をやろう という乙とで，NA UOでは ， I近代建築史講座」に とりくん

だ。すでに ，NA U本部では ，49年に同 じような講座を開いていたが，

A U O主催と しては ，はじめての乙とであり ，かなりな努力をはらっ

て開催 した。つぎのような日程と テー マ ・講師で開催したものである。

近代建築史講座 (N AUu主催於大阪市大理工学船

第 1 日( 9月29日) セセッション以後第一次大戦まで- … … 滝沢真弓

第 2 日( 10月 3 日) 第一次大戦以後第二次大戦まで・… …. . . 伊 藤 正 文

第 3 日 (10月10日〉臼本近代建築史 ・…・・・・… … . . . ……・… 西山 知三

第 4 日( 10月19日) 近代建築構造発達史 .. .. …. • • • • • • • • • • • • • • • .横 尾 義 宜

第 5 日( 10月26日) 現代建築における モラリティ ー・・・・ ・・…… 増田 友也

第 6 日( 10月27日) 討論会… ・・…… ... … …・ … …一 .......・・講師参加

以上のように ，6 日聞にわたって，毎日午後 5 時から 8 時まで大阪市

立大学の教室をかりで開催したものだが，いずれも30数名から 40名近く

の聴講があり ， かなりの成果をえた講座であった。会費は全講座会員

150円，学生会員1∞円 ，一般会員2∞円 ， 1講座 50円であった。第 1 日

自には，収入会費 3.1∞円とニュ ースlζ 記録がでている 。第 l 日など停

電続出のため，有形無形の損害多大であったが，皆熱心IC聴講し ，質疑

がつづいた。

滝沢教授は，大正期のセセッションの運動者の一人だし ，いまは亡き

伊藤正文教授は， 日本インタ ーナショナ J レ建築会の会員のひとりとし

て，いずれも日本近代建築運動史上欠くととのできないメンバーである

だけに ，また西山， 横尾，培田の諸先生もそれぞれ第一人者の学者であ

るだけに ，乙の講座はいまも 印象IC残るものがある。

とくに，伊藤教授は ，ウインナウエ J レクシュテッテ，パウハウス ，コ

J レピジェとタウト ，ジ一 ドルング等々の話IC言及して，乙のN A Uみた

いな会が皆活動してきたものだとかえってげされいされたような次第で

あった。「色彩燐成及び動宜均斉形態構成を中心とする新造形芸術系譜J

の図表はいまでも参考になる。

A U Oでは ， 乙の「近代建築史講座」のほかに， 51年から52年に

は，かなりの講演会なり ，部会で，あるいは姉妹団体を組織してそれと

共同で幅広い啓蒙活動を行なっている。 48年の「分離派運動とその後の

建築運動J ，49年の「法隆寺講演会J ，50年の「建築と平和講演と展覧会」

につづいて， 51年には， NA UO総会 ( 7月14日) の前IC， I建築講演

会」をもった。浅野清の「国宝吉村邸J ，日野勝好の「第一生命ピJ レの

潜函工法J ，今和次郎の「生活と住居」はいずれも，当時の中心話題と

なったものであり ，1∞名以上の参会を得て，大きな啓蒙を果した。

今和次郎教授にはわぎわざ東京からきてもらい， 前夜祭 ( 7月13日)

として ，デザイナーの会と共同で， I今和次郎氏を囲む懇談会」でいろ

いろと住宅と家政をめぐって討論を行なった。乙の原稿要旨は 7 月30日

付の毎日新聞に掲載された。乙の前夜祭形式の討論会は ，その後の新建

築家集団 (NA C) の年中行事となった総会前夜祭のはしりともいうべ

きものとして高く評価できょう。

52年には「幻灯による近代建築史」のシリ ーズが 1月と 4 月の 2 回に

わたって開催された。西山知三を講師として，第 l 回目はプラッツの

"最近の時代の建築芸術の写真" より近代建築のれい明期の紹介，第 2

回目は コJ レビュジェの作品紹介などの啓蒙活動が行なわれた。 52年互に

は「夏季建築懇談会J として，コンクリ ート 構法と施工，その他のテ ー

マで懇談会がもたれた。

姉妹団体である「デザイナーの会」では，安井武雄氏を閤んで「日本

の建築家の社会的地位とそのあり方」の座談会や「デザイナ ーと構造家

との交流J ( 横尾義貫，西山知三ほか) ，I茶の話J ( 丸野援江) ，I ビ、J レ設

計J ( 佐々木真一) ， I絵画J ( 小西安夫) ， I演劇美術J ( 田中照三) ， Iモ

ダンア ー トJ ( 稲葉大受) ，Iアメリカ建築の幻灯J ( 小) 1¥正) などのテー

マで 会を開いた。また同じく ，姉妹団体である「都市及地方計画研究

会」は ， I都市計画法の改正案J ( 伊藤甫) ， I建築基準法J (稗田治)，

66 

「大阪の交通問題J ( 金谷重義) ， I大大阪の都市計画J ( 中沢誠一郎) ，

「最近の国土計画J ( 吉田喜市) ， I神戸港の港湾計画J (東寿) ， I北山J I r

峡谷の調査J (池辺展生) ，IT V Aとソビエトの大自然改造計画J ( 山口

省太郎) ，I東鳥取池の調査報告J ( 滝田 ，市原) ，I近畿地方の道路計画」

( 細井昌晴〉など， 当時の都市計画上の諸問題で幅広い活動を行なう

た。

NA UO のデザイン部会では，IThe Next  Step 批判J ，日活 ピル

や，国連ピJ レの批評会など行なったが，51年頃からは多くは「デザイナ

ーの会」共同で活動してきたのである。都市計画部会も「都市及地方計

画研究会J 1<: 発展していったものである。

歴史部会，絵画部会，見学会 もかなり定期的に行なわれていた。

乙のほか，外国の雑誌から ，現代建築論の論文をほんやくして，資料

として会員 IC配付したりした。

N AUK では，前章で少しふれたように， 51年頃 lζ ，京大で「建築論

懇談会」をもち ，I建築批評序論J ( 相川浩) ，I建築の批評J( 向井正也) .

「谷口吉郎氏の作品批評J ( 石原正雄) ，I コJ レピジ ェの作品J ( 西山知三〉

のテーマがそれそれのレポータ ーから報告され，討論された。乙の懇談

会は，学生，若い研究者にとっては一般的常識を修得する上によいチャ

ンスであり ，また年配の研究者には建築家としての専門外の分野の知識

をうけとめるにはよい機会であったが，おしむらくは ，そのレポー トカf

まとまらずに終ったととは前章でもふれたとおりである。しかし ，当時

の京大，京工大，京美大の学生，研究者それに若干のNA U O会員らが

参加しているので，啓蒙活動のひとつともいえよう。

52年 4 月ICは，京大文化祭の一環として，三輪泰司 ，吉野正治，上回

篤らが中心となって ， I住宅重量展」を展示したのも大きな啓蒙運動であ

った。

]I - 4  N A U本部消滅後の建研連の動き

51年N AU本部は活動停止したが，その後東京では ，NA Uの下部組

織として育っていたいくつかの研究サークルが， そのまま活動を発展

させ，それらが連合組織をつくって建築運動を推進していくという一時

期があった。乙の節では，簡単に乙のあたりの事情にふれておきたい。

まず，N A U  I崩域」後も活動した研究サークノレを以下簡単に紹介し

ておとう。 農村建築研究会 (農建一230名) は ，大学の研究者，建設 ・

農林などの行政官，学生などを中心 IC ，建築技術者以外のメンバーも含

んだ組織で，まず49年NA U農村建築部会として出発し ，あくる50年農

村建築研究会として発足した。農村の現地調査を通じて ，農村建築の研

究，改善，普及活動を行ない ，55年1<: は2ω 名という大世帯にまで発展

した。 L V (40名〉は，東大吉武研究室を中心1<: 研究者と実務者をむす

びつける地味な研究会で，50年lζ 最初の集まりがもたれた。 建築世代

(20名) は ，N A U学生班で活動したうちのいく人かが，機関誌「建築世

代」を刊行しながら，建築評論の確立などをめざして活動したグループ

で， 50年1<: 同人を名乗り ， I建築世代」第 l 号を発刊した。 建築事務所

員懇談会 (所懇- 40名) は，デザイン部会を中心IC集まっていた若手の

事務所員の交流の場で，52年に発足した。 p 0  D  o K  0  (1∞名) は，

53年発足した婦人建築家のつどいである 。乙れら のほかにも， 建築研究

会 ( 10名) ，火曜会 (30名) ， ソヴィエト建築研究会 ( 10名) ，建築美の

科学研究会 ( 10名) ，児童施設研究会 (10名) ，木曜会 (20名) ，現代建

築史研究会 ( 10名) などがあった。

乙れらのグループは，いずれも外へひろがっていくというより ，まず

グループ自身の活動を大切にし ，職場や生活1<: 根ざした地道な研究をつ

みかさねていく ことに重点、がおかれた。乙れは，大なり小なり ，N A U  

「崩壊」の経験をふまえた活動方針であったといえよう。

と乙ろで54年の初頭，国際建築学生会議への代表派遣に対する学生の

活動を支援する乙とを直接のきっかけとして， ζ れらの研究グループ

が，相互に連絡，協力をはかるために，連絡組織をつくろうとする気速

がもりあがってきた。乙うして54年 3 月，上記のグソレープによって結成
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されたのが，建築研究団体連絡会 (建研連) (資料 [[ - 2 ) である。

建研速は ，N A Uのような個人加盟の統一組織ではなく， あくまで各

団体の自主性を尊重し ，規約にもあるように， r…… 各研究団体の内容，

事業の相互連絡，並びに共通する問題の解明を目的J としていた。そし

て，最高決議機関は，各団体から選ばれた代議員 l 名からなる代議員会

で，そのもとに 4 名から成る運営委員会によって運営が行なわれた。と

のように ，建研速は，特別の綱領をもたない，各団体のゆるい連合組織

であり ，乙 の点N A Uの組織形態といちじるしい対称をなしていた。

建研速は ，乙うしたゆるい連合体ではあったが， r建研連ニュース」

を十数固にわたって発行して各サークルの動きを伝えたりして，運動は

いくつかの起伏をえがきながら発展 していった。

まず，54年には， 総評会館の共同設計がとりくまれた。所懇をはじめ

各研究グループから多くの活動家が集まり ，6 ，7月の 2 カ月聞にわたっ

て，大勢の人たちの意見をたたかわせながらまとめていくという異例の

共同設計がとりくまれた。その後，いくつかの符余曲折をへて，10月実施

設計をおえた。また，施工面でも ，従来の封負方式ではなく ，民主的な建

設方式( 民建方式) が提案され，いくたの努力が払われたが総評幹部の交

替や各種事情により ，当初の意図どおり ，民建方式は実現しなかった。

あくる55年rc は， rよき未来，よき賃金，平和建設のために力をあわ

せよう」という趣旨のもとに， 3 月17日よ り一週間，東ベルリンで第 2

回国際建築・ 木材・建築資材労働者会議( 建築イ ンター) が関かれる乙

とになった。建研速も，建築技術者学界部門として，官公労部門，建設

産業職組部門，建築労組部門，建築資材労組部門などとともに代表を送

るよう ，土建総連を通じて要請を受けた。建研速にとって乙れは大仕事

であったが，代表して PODo K o の船越輝子さんをえらび，派遣資金の

カンパ活動を取り組む乙とになった。目標額40万円は当時大金であった

が，建研速の会員はもとより外部の人たちにも幅広く呼びかける乙とに

よって，よう やく達成する ζ とができた。

「建研速ニュース 」

- 資料 JI - 1 川 川 川1川

「総評会館をみんなのカで」 「建築をみんなで」の褒紙 ( 1956年〉

との運動は関西でも取り組まれ，NA U大阪支部が中心となってカン

パ活動を行なった。また ，帰国 した代表の報告講演会を開 くにあたり ，

乙の機会lζ 各労組，建築技術者団体の績のつながりをもつため，日本建

築資材労働者国際交流委員会関西連絡会をつくって，統一的な講演会に

しようというよびかけがお乙なわれた。( よびかけ人 N A U大阪支部，

NA U京都支部，神戸建築クラブ有志，住宅研究会) ，そして 8月20日，

関西連絡会が結成され， 9月には，建築インター関西報告講演会が閃か

れた。

また，乙の年から各サークJ レ聞の交流をはかるとともに，乙れま での

経験を記録し，総括しようという運動がとりくまれた。乙れは，その後

約 l 年半がかりでまとめられ ，56年 7月，単行本「建築をみんなで」

( 日刊建材新聞社発行， 21∞ページ， 150円) として刊行されるにおよん

だ。とれには，建研遂の各団体の総括，報告とともに ，関西から ，N A  

U 大阪支部の尼崎文化会館の報告や関西の住宅関係者の集まりである住

宅研究会， 京大大学院生のグループA K T などのクループの報告も掲載

されている。乙の警は乙の時期の記録として貴重なだけでなく ，今後の

建築運動を考えるうえでも欠く乙とのできないものとなっている。

しかし ，乙のあと建研逮としての活動はしだいに消極化し，ついに動

かなくなった。

1主研速は ，もともと性格の異なったいくつかのサ ークJ レの寄合い位帯

であるととを前健として出発した。したがって，あくまで各サークルの

独自性を尊重し ，全体をひとつのわくにくくってしまうような組織形態

は慎重にさけられた。乙れは ，NA Uの「崩壊」を身近に経験した人た

ちの ，当然のなりゆきであったのかも知れない。力量に応じ ，現実に即

した活動形態で，地道rc職場や技術の問題をとりあげていこうとする建

研速の動きは ，当時の情勢からいえば，やはり N A Uの運動を別の側面

から一歩前進させたもの といえよう。

平 和 宣 言 新 日本建築家集団大阪支部

われわれは戦争の惨備を身 IC しみて経験した。しかし忘れ去

る己との出来ない過去の悪夢は今も日本の人民を苦しめてい

る。焼トタンの濠舎をすみかとする人ばかりでなく ，住宅確は

いろいろなかたちで働く人民を悩まし ，動物的なすまいにおい

ζ んでいる。

り渡し ，人民の眼をゴマかしながら ζ の日本を再ぴアジ 7 の兵

器廠として挺供しようとし ている。

第 5 条( 機関〕本会の最高決後機関は各研究団体から選挙され

た代議員 1名から成る代議員会である。代議員会は年 2 回開

他 L. 臨時代議員会は代議員の% 以上の要請によ勺て開催す

る。議長は代議員の互還による。 E の唱曲合E量長も議決拘置をも

っ。代議員会の下 IC運営安員会を股置する。運営安民は 4 名

とl . ，. 代E農民の互還による。速営委員長は運営蚕員会の互還

による。 運営餐員会は運営 ｾ員長の招集によって月 ｬ 固定例

花開催し ，t豊司I は合議 le よって決定する。運営安員の任期は

1 年とし ，半数改選とする。教育施股. 保健厚生福利施設など一切の人民のための施股は

全くかえりみられる乙となく，荒磨 11 : まかせ品れている。

民需物資を生産する平和産業の工舗は政府の独占資本擁鐙政

策の犠牲となって続々倒喰の危機 Il : l I l 1している。

法隆寺の b ならず民族の文化遺産が，或は焼失し ，或は腐朽

しつ つあるとき ，政府は何ら貸任ある対策を施していない。

公共事業の大縮減のため 11: 建築産業は大打隼をうけ，建築技

術者，労働者の首切りが大規績に開始されている。

と乙ろが一方では ，鉄筋コン ク リー ト造自官公署，知n革所，

警察などが人民の膏血ー央大な税金大衆課税ーによって相次い

で建綾され，人民をダラ クさせる郎博場即ち妓馬渇，簸給樋が

公営で建怨され，植民地的文化の叡徴である消費的著修的建築

が告にあふれでいる。

ζ のままでは人民のための建築施役は厳耳目しつくされ，人民

をしぼり上げた日本の支配者迅は ， 日本の国土を外国資本 ｉｃｾ Ｇ￰

戦争の危織はもはや ，お おう ζ とのできない現実となってい

る。新日本建築家集団大阪支部は，日本の民族を売り，日本の国

土を軍事基地化するような建築生産 IC絶対に反対すると共 11:.

人民の生活をまもる建築，平和施設の積極的建設，人民のための

新らしい生活様式をうちたてる建築運動を通じて . J { の平和を

築きあげる大きなたたかい 11 : 総力をあげて怠加する乙とをc . c .

IC立言する。 1949年 7 月

- 資料E ー ト 1111111111・a・4川 州 川 川1111

建築研究団体連絡会

規 約 (1954. 3)  

第 1 条( 名称) 本会は建築研究団体連絡会と称する。

第 2 条( 所在〉本会の事務局は東京司1世田谷区野沢町 2 ー131

農村建築研究会内におく

第 3 条( 構成) 本会は建築 IC関係ある研究をお乙なう図体で機

成する。

第 4 条( 目的，内容) 本会は各研究図体の内容，事業の相互連

絡，並び IC共通する悶越の解明を目的とし ，そのために必要

な連絡紙，資料の発行並び1 C : t ，t 鎗会，情演会その他必要な事

業をお乙なう。

第 6 条( 入会，脱会〉入会及ぴ脱会は速営安員会の車認による 。

第 7条( 第賞〉本会の経常貨は会1置により ，その他の事業はそ

の都度の独立採算 le よる。

第 8 条( 細則) その他の事項 li 本会規約細貝1) による。

組 則

第 1 条( 会賞〉会貨は，会員 10名以下の団体は月額50円. 11名

以上の団体は月額100円とする。

仮細則

第 2 条( 織関紙) 運営委員会 1: 1. 徴関紙"建連ニ s ース"を編集す

る。

第 3 条( 速営委員会の連絡先) 運営委員会の連絡先を下記に定

める。

東京都文京区本富士町 l 東京大学建築学教室内 L V気付

n速運営蚕員会
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1  9  5  1 年 ( 昭和26年) 年 表
数字は月を示す。東京のうごきは主要なもののみ。

関 西 の

. 大阪 ( N A U O) <l l ?都 ( N AU K )

う

『

」 き 東 京 の う ご き 関 連 事 項

. . ( .  基司直接の研究はじまる。

<15. 原爆と建築展 〈京大向学会)

・7. 今和次郎を閲む恕談会( デザイナーの会と Itj出 ・毎日新聞社後段)

・7. 第 4 回建築橋演会

「国宝吉村邸について J ( 浅野清)

「第一生 命ピルの治ｾ画 工法 ｊ (日 野勝。下)

「生活と住居J ( 今和次郎)

. .( .  ｾｉ Ｇ 縄基地工事 入札開始

. 6.  N A U最後の大会

・6. 建築世代同人第 I 回総会

・7. N A Uニュース終刊31号

.6 公営住宅法公布

.8  支部総会

.8 マルセーユ ・アハ ー ト批評( デザイン部会)

. 8.  ( 例) 世界経併と悠築( 小山弘鎚)

.8 デザイナーと楠l 造家との交流会( デザイナーの会)

. 8- 10.  r神戸港の港沌計画 J r 北山川敏谷の調査 J r T V Aとソピエ I の大自然改造

計画 J ( 以上都市及地方針珂研究会)

.9 大阪工大藩結成

. 9- 10 近代建築史講座 |  ・ 10. L  V50回記念会合

第 1 日 「セセッションから第一次大戦までJ ( 沌沢真r D

第 2 日 「第一次大戦から第二次大戦まで J ( 伊4是正文)

第 3 日 「日本近代悠築史 J ( 西山知三)

第 4 日 「近代建築構造発i主史 J ( 績尾義貸〉

lf! 5 日 「現代建築におけるモテリティ J Ｈ ｾｭ 友 也〉

第 6 日 針治会( 講師星雲加)

. 9.  サンフランシスコ鋭利条約日米安全保

陣条約調印

• 1皇築士試験はじまる

1  9  5  2 年 ( 昭和27年)

関 西 の う ご き

Ｍ ｾ大阪 Ｈ ｎａｕｏ Ｉ Ｔ 主笠 ｩ 旦主立主 ｩ

・1 幻灯による近代建築史 ( J )  ( 西山知三)

・1 . 梼造部会

・2. r近般地方の道路計画 J ( 都市及地方計画研究会)

・3- 10. 絵岡部会さかん( 毎月鰐俄)

4・3 南白浜開拓団住宅調査 〈良建)

‘ 3  不良住宅地区調査( 京郎市}

<13.  京都府下京別院村農村Jl.l:I'E

‘ .(. 住宅雛展 ( 京大文化祭)

. . ( .  室町物産見学会

. . ( .  土J 灯による近代i . I l 築史( U)  ( 西山珂I三)

. 5. 大和ピル見学会

・6. 東京のデザイン傾向( 広瀬初夫) ( デザイン部会)

・6. 図上計画の最近の状況( 都市及池方計画研究会)

企 7 熊野重量沿岸の漁村調査

・8. 東洋リノリューム見学会

・8. 東鳥取地の調査報告〈都市及地方身l J ! i i 研究会)

・8. 夏期建築惣談会 〈報告者 日野勝好 ・飯闘精次郎 ・船井昭光 ・小泉昇)

東 京 の う と き 関 連 事 項

.a  建築設計'1 ' 務所員懇談会( 所懇〕発足

. 5. メーデ一事件

・6. 欧関事件

・6. 全国土建労働組合総連合( 土住総連)

結成

.7.  破防法公布

・7. 日本建築士会迎合会

.11. アメリカ建築の土J 灯( 小川正) ( デザイナーの会)

. 1 2. 本年度のデザインの展箪

号
I

 

第ス怒所
内

u
v

• 
1 95 3 年 ( 昭和28年)

注 53年54年の N A UO の資料が散i l i : しているので 応空欄とした。

関 西 の う ｾ＠ き 東 京 の う ｾ＠ き 関 連 事 項

. 大阪 ( N A UO ) ‘ 京 都 ( N A U K ) ・規取 ( N A U T )

. 1. L Vニ品ース第 l 号

. 5.  第 5 次吉田内閣

. 8. 和歌山水害調査 ( 近畿各大学迎合水害科学品丘団) . 7.  朝鮮休戦協定調印

. 9. P o Do K o発足

. 11 尼崎文化会館第 i 回協議設況打合せ会

‘ 11 南山線水害調査 ( 組問研 ・民科)

. 12. N A U鳥取支部結成 ( N A UT )

1  9 5 4 年 ( 昭和29年)

関 西 の う ｾ＠ き 東 京 の う ｾ＠ き 関 連 事 項

. 大阪( NA U O・他〉‘ 京都( N A U K ) ・神戸・鳥取 ( N A UT )

. 1. 尼崎文化会館実施設計打合せ治まる

圃神戸建築 ウラプ結成

. 2  関西建築学生会鵠 . 3.  日本主主築学生会議結成 . 3. ビキ ニ水爆実験

. . ( . N A U T ニュース発刊 . 3  建築研究団体連絡会( 建研連) 発足 . 3. M S A協定

. 5. 講演会「すまいと生活J ( 西山知三〉 . .( .  層際組築学生会織代表，北野綾造( ローマ)

( 民科 . U N E S C O鳥取支部と共催〕 . 6.  総評会館設計会議

‘ 7 - 自. 鳥取贋材調査 . 7.  自衛隊発足

. 7- 8.  NAUI ' くの調査に多加

. 8 - 9. 鳥取県住宅潟査( 学生会議) 1こ参加

. 9  尼崎文化会館本設計開姶

‘ 10. 新しい建築のためのっとい ( A K T ) 発足 . 10. 例の会発足

<1 11. A K T .  A 病院計画開ぜ』

. 12. 尼崎文化会館投計完了 . 12. r 抜」学生会議機関紙 . 12 鳩山内閣

. 12. 且i 漁村lよ宅調査( . mt J l l ) . 12 日本建設i > I l 業織員労働組合協品会

( 日強協) 発足
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対象地区やその周辺のマチヤも年勾姿を消して ゆく。 いわゆる京格子や

ムシコ窓の京の町家は、明治以降の日本の歴史を共に生きてきたといえる。

明治百年といわれる今日、町家も生涯の殆んどをおわる時期にきているの

かもしれない。構造的な耐力の限度がきて建て替えられるものもあるが、

主には都市機能の変化にともなって除去される 。 中小企業のビルや貸ガレ

ージやガソリン ・スタンドがこれにとってかわる 。 これらの新しい建造物

は町家のように統一的なデザイン ・メソ y ドをもたない。恋意的なデザイ

ンが統一性を破って次第に数をますにつれて、人々はかつての町家の武重

であることを恩、いしるのである 。

対象地区周辺の 1 町内 (三本木町) においても 1 軒の町家が姿を消す。

われわれは今年 ( S 45) 6 ・7 月にこの町家を笑 il t l J 調査した。 居住者のいな

い町家は測量に都合がよいし、また町家の空間構成をみるには笑 isI) をする

のが何よりである 。対象の町家は 2 ｾ皆造西入りの Ｒ 戸連続である 。 町家の

南側1) には茶庭、茶室があり背後には倉庫があったが、今は原状をとどめな

いので居住部分となっていた 2 戸連続のみを調査した。主屋、従屋いずれ

も典型的な 4 キュープ構成タイプの 7 チヤであり、大きな改装はほどこさ

れていない。練木にワラ縄でくくりつけられていた棟札も、梁や束と同じ

ようにホコリで黒ずみ、とり下ろして汚れを拭ってようやくそこに古かれ

た文字を読むことができた。上棟、木村清兵術、裂に明治37年 7 月吉日 。

施主と棟梁が同一人物である 。数寄屋棟梁であった彼が自宅を建築したの

である 。主屋に居住した彼が明治末に死去した後、その妥は大正10年頃ま

で生存した。本来梁の怠子、 二代日清兵衛は後を継いだが東上し、弟子大工

が家族と共に留守をまもってここに居住し昭和10年頃に及んだ。二代目清

兵衛は戦後まで生存したが再びここに居住しなかったので、その後借家と

して I 刻 M 賃借し終戦近くまで居住した 。その後 21渚部分学生下街、 l

階部分] 家族の混合居住形態をへて昭和38年空家となった。従屋は大正10

年頃まで、次いで昭和10年頃まで、そしてそれ以後昭和45年 6 月までとそ

れぞれ呉った借家人に賃貸された。最後の居住者は30数年をここに過した

ことになる 。初代消兵衛の孫にあたる所有者( 東京在 ) は、家賃の安い ( 従

屋の場合、月額家賃幸今4∞0問) のに家屋税も納入しなければならないので

家屋をとりこわし、土地を処分する計画である。 家屋の金銭的価値は土地

のそれに比して皆無にひとしい 。家屋は 8 月はじめ、数日で解体され姿を

消した 。 明治37年 7 月から昭和] 45年 7 月まで、 67年間の寿命であった。現

代の人閉め平均寿命にほぼひとしい期間である。

明治37年( 1904年) は日露関l践の年である。 日本帝国主義とロシア帝国主

義が満州| 、朝鮮の覇権を争って激突した。維新以後すでに日出i戎4[ 1 をへて、

一 路軍国主義化のおしすすめ られていた時代である 。 その後第 1次大1j 袋、

ソビエト 10月革命干渉、満州事変、目撃事変、太平洋戦争と幾多のl淡いを

戦い、帝国主義没落 の 路をば〈進した 。 ｾ明治 ＳＸ 年のポーツマス条約をめ

ぐる反権力斗争が数万人の民衆動貝によって東京でおこなわれ、会固め各

地でも講和条約反対の大集会がひらかれた。軍国主義化とその矛盾は世相

を騒然としていた 。このような社会情勢を背景にして 、この町家は生れた。

当時の京都市は人口約40万、現在の約} ずであり、市域面積は当時約30km
2

で

現在の約 ｾであった 。 明治 ＲＲ 年の市制施行以来昭和 Ｔ 年の第 ｬ 次区増設ま

で上京、下京の 2 区制lであった当時は、現在中京区に所属する対象町家も

上京区に含まれていた (現在、対象町家所在地は京都市中京区東洞院通り

丸太町下る三 本木町)。ちなみに現在京都市は 9 区である。( 参考井上清 .

日本の歴史 ・下: 岩波新性、本庄栄治郎: 京都 : 至文堂)

町家の古さは外観 ( フアサード ) からもうかがえるが、小屋組をみるた

めに 2 階天井裂に上った時にこのことをとくに感じる。 永年のホコリに黒

ずんだ太い梁は、沈黙のうちに永年家の重みを耐えてきたことを物語って

いる 。 そしてそれは明治末年からの歴史の重みでもあるようにみえる。伝

統的な京呂の小屋組はシンプルで力強く、天然の材を形もそのまま架けわ

たした梁は最小限の加工で力学的合理性をもっている。 2階天井は第 2 次

大戦末期、ｾ袋局いよいよ悪化して本土空重量が盛んになった頃、焼夷弾爆聖書

にそなえてとりはずされた。それは焼夷 jJli が屋根を破って落下した際、天

井義に止って発火するのを防ぐためであった。これは竹槍や用水桶や火た

たきなどと同様に努燥なき対策であったが、町家のほとんどは隣組からの

おふれでこの対策をおこなった。だから 2 階天井は張りかえられている。

それは 1 階天井と較べると材質、板幅からもよくわかり、管制灯火や家屋

の強制l疎開のおこなわれた戦争末期の状況がおもい出される 。 もっとも京

都は非戦災都市であり町家もこの程度の被害ですんだが、この戦争による

改装は主屋、従屋ともにみられる。当時の街なかでは食料難から疎開跡が麦

畑や芋畑にされ、解体された町家の木材は燃料となって他の町家のカ 7 ド

で燃やされた。隣組の背年や婦人たちがロープで町家を引き倒したのであ

る。 これも戦争による家屋損失の一種である。 2 階天井はこのようにして

改装されているが、その次に自につくのは井戸である 。

主屋、従屋ともにトオリニワに井戸があるが、主屋の方は現在埋められ

てタタキ土聞にされ、従屋の方の井戸は原状のまま残っているが渇水して

いる。渇水後l以上ポンプを使用したらしく鉄管が中に打ち込まれて残って

いた。 トオリニワの改装は流しまわりのタイル貼り、土問のモルタル程度

であり置戸棚、置水屋は町家特有のインテリア ・エレメントとして町家風

を造形している 。主屋には 5 つクド、従屋には 3 つクドが残り、 トオリニ

ワの吹抜もそのままである。 ただ可動式天窓はトタン板で固定閉鎖されて
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いる。玄関出入口の建具は従屋の方に、町家独特のクグリ戸イ寸開閉式サ l レ である。現在の通念からいえば、大引の上に必ず根太のあるところを、こ

戸、クグリ戸付折タタミ開閉式大戸の二重仕切りが残り、入念な装置とし のような処置ですませている。 2 階床においても同機に綴太がない。継手

ての建具のあり方をしめしている。町家は単純明快な平面プランをもって や仕口のあざやかさはわが国の木造建築の生命であり、町家においてもこ

いるが、このような間仕切や置戸棚などの装置が有効に働くことによって、 の問の事情は充分に観察されるが、材の合型的利用法は町家建築において

生活行為の合理性が保持されたと考えられる。ォイエの出格子もこのよう 簡明な例を与えている。 町家の空 間 システムが現代とくに見直され、低層

な装置の典型的 なものであるが、はめ込み式の格子は建具の一種であり、 集合住宅の設計などに応用されているが、建築材料や梢法のさまざまな桟

そのすぐ内側に障子がはまる。現在ガラス障子がはめられているが、建設 類がハンランしている現代、単位住居の椛成上からもこのような点を再度

当時は紙障子であったとおもえる。それは敷居のみぞ嶋から推定される。 みなおしてみる必要がある。

そしてさ らに内側に雨戸がはいり、内 ・外部空間の閉鎖 ・開放の妙をつく 主屋の方はここ数年居住者がなかった。そのためとくに庭は荒れていた。

している。オイエは主屋、従屋ともに 955mmX  191 Ommのタタミ ・ユニ ット 庭にはアオギリ、ヤツデ、石灯ろう、つくばい、飛石があり、かつてこの

による内法制京間寸法によって織成されているが、関東 IJJI の支配的な今日 町家の住人はオクノマ ＨＱＰ 中 ｾｩ ) から季節の移ろいを観ti ・したであろう。そし

京聞の 8 帖や10帖の問に座ると、そのさを Il i I スケールの落ちつきや余絡をひ ていまでは軒を越えて繁っている主木 ・アオギリも建設当時植え られたも

しひしと感じるのである。そしてこのようなスケールは 3帖や 4.5帖など のであれば、その大きさはこの町家の生きた時間をその成長によって物語

でも 問機のゆとりとして感じられる。このような内法制は有効スペースを っているわけである。われわれは実 jWI期間中、従屋の方に 何日か宿泊した。

優先させる 空間柄成の手法であり、椛成材、たとえば往は適宜心をずらせ そして笑jfliJ をすすめながら、この町家空間の中で、その空間を感じながら

て配置される。柱は角が多いが、大黒柱などでは矩形断面が使用され、経 いろいろの恕いにふけった。

じゃくりもあって 4 面の見付やチリが、それを見る空間の質に適合する寸 このような町家を調査する必要性は、そしてまた町家の魅力は、とりも

法に調整されている。これは心にくい業といわなければならない。そして なおさず現代住宅の貧困に起因しているのではないか。「多機性J などとい

木制が空間構成の美学として、庶民生活に定着していたことを知るのである。 う美しい言葉で美化している現代の ri[話LJ
状況のせいではないれ「多様」

工
J ; l i ! 造の町家は垂直と水平の椛造材がそのまま化粧材をかね空間をひき とri 民吉LJ 、「画一」と円統一」、このような抽象的概念のi i J : 界における混乱は、

しめている。スミ入り紅殻塗りの柱 ・桁・板は家屋の年代をしのばせると 現実の混乱をそのまま反映しているといえる。さまざまな消費財の無目的

同時に、仕上材料の単一性がデコラテイプな要紫を払拭して空間に落ちつ なハンラン、的報のハンランは一見都市生活を多彩にしているようにみえ

きを与え、デザインの餓舌をいましめているように思える。垂直荷重を受 る。しかしそれは統 ーなき iJ{ 罰しであり、この M乱の中に陶酔しているかざ

ける柱は布石や玉石にのせられているが、流し、それに隣る井戸に接する つそれは多様にみえる。多械は統一 の中にある 。

ヨ ｾＱ ｈＱ ｊ の柱は布石の上約 ＷＰ ｣ ｭ の高さの横架材によって受けられ、 水による桃 「わたしの生渡はもうすぐ終る。生涯とは短いものであった。しかしわ

の腐朽を防止している。これは賢明な処置である 。また l 階床は玉石、菜、 たしは生涯肩をならべ向いあって、; 諮りあえる友をもったことを幸せにお

その上の大引に直に床板がはられてタアミが般かれている。つまり根太が もっている d これが町家の最f去の言楽であった。

ない。床板は厚み約18mmて' あるから、現在のフローリングなどと同じ厚み ( つづく)
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• 

日 本 万 国 博

跡 地 開 発 計 画

T E A M BA R K  

11 

T E A M B A R K  

プランナー 奥 保 多 聞

小 北 博 一

デ ザイナ ー 清 水 正 俊

山 本 良 介

リサーチャー木内俊明

中 東 達 男

中 村 守 保

危↑ 具されている。

短期計画と長期計画をつなぐ手がかりとして 、

民族偽物館を一例と して提案する。

万博の波及効果

東京オリンピ ックの 時は、これを契機にいろ

いろな公共投資が行なわれてきたが、とくに目

立った民間投資による開発を誘発しなかった。

しかし、大阪の万国 博覧会は、公共資本 lニ;対す

る民間資本の投下率が高〈、これは近畿圏にお

ける開発ノマターンの大型プロジェクトの成立を

たやすくしている原因となっている。これはそ

のプロジェクト自身の 問題よりも、それをとり

囲む都市的要素が敏感に誘発反応する体質を有

する近畿圏が持っている特質であると考えられ

る。 またその中心である大阪は、国土のほぼ中

央に位置していて水陸交通の要路にあたり、圏

内経済をは じめ国際経済の 中枢としてきわめて

重要な役割l をすると同時に発展をとげてきた。

しかし、ここ数年来における経済面での中央集

権化、産業構造の高度化にともない、東京に比

して大阪の経済機能と役割は低下する結果とな

った。

しかし 、万博を契機として、近畿圏あるいは

瀬戸内を中心とした地域の動きは活発化している。

例え l; f 、大阪の万博の入場人員の結果をみて

も、 6∞0万人を越える入場者数は確定的であり、

大阪を中心とした近畿圏のイメ ージ アップが園

第 4 章 建 設 プ ロ グ ラ ム 内的にも国際的にもおこなわれた。

エピローグ 世界人 と日本人、日本人と 日本人の交流が行 な

万国博は6∞0万の日本と世界の人々を集め われた万国博覧会の跡地についてのイメージは

大成功のうちに、今まさに千里丘 の向こうに秋 ただ単にそのメモリアル性にとどまらず、近畿

風にひらめく終幕を下ろさんとしている 。 圏の大1I i1J 脈としてのターミナル的性格を持った

この終幕は当然、存置もしくは存置の検討対 都市が提案されてもしかるべきであろう。また

象となっている施設について、跡利用としての 現代日本の技術の粋を集め建設された会場とそ

臨床的処置を必要 とする。 の遺産は、日本民族のみならず世界民族の療典

それは組織、運営、工期、予算の各計画を含 の場としてできるかぎり残存させることは意義

む長期的跡地開発計画に対して、次の三 つの検 . のあることである。そこで、私達はその開催 中

討事項を含む短期計画である 。すなわち 、 最も中心的位置にあったテーマ館を中心とした

①都市的インフラストラクチャ ーの主主現 場所に、一例として人類、民族博物館を提案し、

②建築 ・設備のメンテナンス まとめてみた。

③仮設から恒久物への移行のための設備、椛 民族資料と博物館

造、法規上の改修 1970年の万博において、アメリカ館とソ連館

であろう。とくに都市のインフラストラクチャ の人気は、日本文化のパターンの先行現象てa ある 。

ーたりうる桜』造の保存処笹の欠落のまま、計画 と同時に 、ア フリカとオセアニアのパピリオン

が進められる l時、都市的なポテン シャリティは の小学生達への人気に、きたるべき日の 、アジ

数年のうちに下落してしまう 。建築の保存 のソ アとオセアニアとアフリカの未開発の国々の、

フト ・ウェアが完全でないと建築の老桁化は進 未来への潜在的エネルギーを予見する 。 アジア

行し、環境的設備は死に至ると関係者 の問で今や ・アフリカ ・オセアニア文化は、クリスト文化

附表 民族博物館と万博美術館との比較表

tx: 1i 土問物館 1而干t' l 12，800m'  

屋外民政博物館而h ' 1 4，000 m'  

各部規模

関係部門 百分比( % ) 面 積 ( M
2

)

展示室 65 8，250 

収納室 ・荷解室 11 1，400 

後械室 5  670  

事務室 ・その他 19 2，360 

とギリンャ文明を底流とするヨーロッパの生活

方法に全〈 同化されるのであろうか。

ボルネオの陵 ダヤ在去の Ii:3J床長屋の共 同生活 を

大多数の昔日族の人々は行なっている。オロチョ

ン族の幕居、アンデス山脈ケチュア族のそれ、

あるいは香港水上人家の民族の生活は、私達の

プライパシーからコミュニティへのグレードイ寸

を、私達の団地生活に照応する都市住宅の生活

と全く対立する生活のパターンを表示している。

それは 、コミュニティのパターンが私生活を確

保している個室の暮しを全〈否定した形での、

生活である。

万国博に海を渡り、空をこえ、集められた世

界中の民族の資料は、あと 一カ月もた たないう

ちに無散消滅するのであろうか。

6000万人の観衆は、日常生活と振幅の異なる

祭りのリズムによいしれると同時に、ある世界

の胎動を聴いた。その精神的遺産を、もう一度

集結することは無意味であろうか。

民族資料を集めた民族博物館は、 二つの意味

においてテーマ館が適当と恩われる。

第 1 は、日本のパピリオンの中で、もっとも

インターナン ョナルな性格を管ぴ、民族的資料

すなわち、仮面、生活用具、像、を所有してい

るのはテーマ館でトあり、また、協会的機関であ

る。

第 2 は、基幹施設の南端本音11 ピルは、研究機

関に、北端 は劃桁館ホールとして残存し得るとす

ると、テーマ館はまだ定まっていない。もし、

テーマ館が民族資料館、お者寄り広場が催しもの

の広場、国際バザー/ レを国際会議場に 利用する

と、シンボノレゾーン全体が、 一 つのフェスティ

パル ・アーケードとして利用されうるのではな

かろうか。

第 3 は、跡利用の施設が会場の中で、点在す

るよりも、少なくとも南北に延びる軸が存在す

れば、跡地開発計画の建設プログラム生長の出

発夜となり、全敷地の開発の未完成時にも、あ

る断面で有効に利用しうる 。 また、この軸自体

が、跡地計画のインフラストラクチャーたりうる。

民族博物館設立については、ソフ ト ウェア

を扱かっている人類学者、展示グループ、デザ

イナーの聞から、種 4 な提案が生まれている。

もし博物館となりうるとすると、その理念、

その形態と構造、そして動線処理と展示方法お

よび管理施設、それに既存建物の改修は、数多

くの提案を予想するのだが、一つの具体案を例

示することにする 。

美術館総而千百 10，∞Om'  

屋外美術広場面積 5，000 m'  

各部規模( 美術懇談会による)

関係部門 百分比 ( %) 面積 ( M' )

展示室 53 5，300 

収納室・荷解室 15 1，500 

機械室 17 1，700 

事務室 ・その他 15 1，500 
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日本建築協会

月間の動き

口 昭和45年 8 月分 口

理 事 会 |

27日 4 1!寺- 5時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 ，横尾副会長ほか10理事

議事(1)鉄骨構造設計講習会開催の件

(2)事務局職員退職ゑ認の件

(3)  rよろ F 相談住宅展」補助金受領の件

(4)台湾省建築技師公会「日本建築事情およ

び都市計画考察団」歓迎午さん会開催の

件

(5)会員名簿発行の件

(6)建築データシー ト継続発行の件

(7) 大阪市街地再開発促進協議会理事就任承

認の件

(8)入退会者承認の件

(9) 報告事項

事 業 委 員 会

各種説明会小委員会

5  B  6 1侍- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 近 藤 副 委 員 長 ほ か 3 名

議事(1)本年度の説明会の企画について

(2) 次回小委員会開催自について

見学会小委員会

6 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委員長ほか 3 名

議事(1)6 月 . 7 月 Iζ 実施した見学会についての

編 集 委 員 会

表紙デザイン小委員会

5 日 正午- 1 1時 於 会 館 3階会議室

出席者 山元デザイナー，河村主査ほか

1 名

議 事 表 紙 に つ い てえ

委 員 会

10日 4 1時- 6 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 鳥 問 委 員 長 ほ か 9 名

議事(1)9 月号= 工事計画特集報告

(2)10月号= ディベロッパー特集報告

(3)11月号= 第17回青年技術者特集報告

(4)12月号以降の特集テ ー7

(5)作品作風小委員会報告

(6)そのほか

作品作風小委員会

17日 6 1時- 8 1時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 近 藤 主 査 ほ か 5 名

議事(1)10月号の作品について

(2)11月号の作品について

(3) 山陽 ・山陰地方の新建築調査について

19日 3 時- 6 時 近 藤 主 査 ほ か 4 名

大阪大学視察

26日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 近藤主査ほか 8 名

議事(1)10月号の作品について

(2)12月号の特集について

(3)山陽 ・山陰地方の新建築調査

青年技術者選街委員会

29日 2 時- 4 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鳥 田 委 員 長 ほ か 4 名

設計部門と構造部門の選衡

31 日 2 1時- 4 1侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 烏 問 委 員長ほか 5 名

施工部門と設備部門と 晋|画部門の選衡

教 育 委 員 会

鉄骨構造設計講習会講師打合会

12日 正午- 21時 於 会 館 集 会 室

， 

報告

(2) アンケ ート 集計結果報告

出 席 者 橋 本 委 員 長，鷲尾諮師ほか全講師

議事(1)大阪での鉄骨講習会について

(3) 9 月以降 の見学会について

(4) そのほカ〉

委 員 会

13 日 6 1侍- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 北垣 ，大橋，窪田 ，三品，山野正副委

員 長，佐々木，佐藤幹事ほか 7 名

議事(1)各小委員会の事業報告

(2胤l方での鉄骨講習会について

鉄骨構造設計講習会打合会

14日 正午- 2 1時 於 会 館 集 会 室

出席者木田講師ほか新日本製鉄など4 名

議事諮習会後援について

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

(2)9 月- 1 1月の事業企画について |  幹 事 会

(3)本年度の事業企画について I  13日 611寺- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

(4)そのほか |  出席者 111}ボ ・必村正副委員長ほか 5 名

講演映画会小委員会 |  議事 ｾＨ Ｑ Ｉ 合本の編集内容について

28日 6 1時- 7 1時半 於会館 3 階会議室 I  (2)データシー卜光結後のJ - Ii 固について

出席者 三品副委員長 ，佐々木幹必，ほか I  (3)未掲峨JJ ' . I I =I シートについて

3 名 |  編集A グル ープ打合会

議事(1) 本年度の講演会，映画会の企画について I  21 日 61時- 811寺半 於会館集会室

(2) そのほか |  出席者総村副委員長ほか 4 名

76 
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議事(1)未; 掲載項目シー トκ ついて

(2) そのほか

委 員 会

27日 61時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原委員長ほか 5 名

議事(1)未掲，1員項目シー トにつ いて

(2)合本シ ートの編集について

(3)編集終結 IC伴う作業について

(4)継続発行計画について

出 版 委 員 会

建築基礎工法幹事会

19日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 山 肩 委 員 長，多々見幹事

議事(1)原稿検討について

(2)出版工程について

法 規 委 員 会

委 員 会

20日 2 時半- 5時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか22名

議事(1) 1 確認申請書の不適合部分の訂正処理につ

いて

(2)単体規定関係建築基準法施行令改正案第

一次案試案

住 宅 委 員 会

住宅展懇親会

25日 6 時- 9時 於 嵐 山 百 楽

出 席 者 間 橋 ，黒谷正副委員長ほか25名

見
企誌

で「

. 6.  

コ民

キリ ンビール京都工場見学会

8 日 l 時半- 4 1時

参加者 32名

設計 ・監理 ( 1' ，1; ) 田中小西建築事務所

施 工 附大林組 v 鹿島建設附，

清水建設側，大成建設附

講 習

鉄骨徳造設計講習会

20日 91時- 5 時

. 6.  

=  

於大阪科学技術センター

聴講者 346名

鉄骨構造の考え方

工学時士鴬尾健三氏( 大阪大学〉

i構 造 計 画 木 回 幸 夫 氏 ( 大 林 組 )

構 造 設 計 長 田 正 雄 氏 ( 大 阪 建 築 事 務 所 )

断面算定 宮川 達郎氏( 泉設計事務所)

鋼管構造と熔接設計

若林嘉津雄氏( 日建設計〕

| 台 湾 省 建築 技 師 公 会 訪 日 団 歓 迎 午 餐 会 |

台湾省建築技師公会「日本建築事情および都

市計画考童英国」林理事長一行35名は日本万国

博参観を兼ねて26日来阪 . 27日岩崎参与の案

内で午前中大阪駅前第 1 ピノレ( 大阪駅前j 市街

地改造工事) および曽根崎総合ビル建設工事

• 



究資料，関係官庁の通達文，万博に関する官公

庁の動きと業界の動きを対照した年表，会 場 建

設関係者の組織と名簿)

体裁 B 4 版 2 冊セット ・本編 6∞ 頁，資料編

l∞ 頁 ・合計7∞ 頁 発行 8 月下旬予定

頒価 7，5∞円( 実質〉送料別

発 行 大 阪 建 設 業 協 会 編 集 委 員 長

申込先 ｾＵＴＰ 大阪市東区京橋 ＳＭＷ Ｐ

大 阪 建 設 業 協 会 総 務 課 06( 941.) 3651代 表

松村雄吉

の対策，施工上の

難点，その他会場

建設における足跡

を記述) ・契約問

題 ・労務問題 ・建

築 ・土木 ・設 備 ・

資料集( 分冊) ( 契

約 約款研究の諸資

料，労務対策の研

を見学後大阪ガス ピJ レ8 階食堂において歓迎

午寄金を閑催 した。午後は日本生命心斎橋ピ

J  レ新築工事， ) レックスビルデイング新築工事

大阪ガス千豊中央地区センターの地域冷暖房

設備の見学を行なった。

歓迎午餐会出席者

台湾省建築技師公会 ，林理事長ほか34名

協 会 東 畑 会 長 ほ か30名

日 本 建 築 祭第 2 回

於太閤図

行

英

治
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司
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呉玉良氏，東畑・塚

中華民国駐大阪総領事は ，台湾省建築関係者

の訪日時のお礼の挨拶 IC， 9 月 3 日，101時半頃

東畑建築事務所を訪れ懇談した 。
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- 中薫民国駐大阪総領事

本正副会長訪問

8月 の 入 会 者 ( 敬称略)

事業部会懇親会

6 日 6 1時- 8 時半

建築祭慰労懇親会

11 日 6 時- 8 時半

事業部会 ( 記録映画)

17日 3 時- 5 1侍
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左より福中常務理事，塚本副会長，呉玉良氏，東畑会長

- 121世紀への創造J - E X P O'70建設記録一発刊

大阪建設業協会では日本万国博覧会会場建設

の全てを集録した 1211並紀への創造」を発刊し

た。

掲 載 内 容

写真( 全パピリオン及び関連工事を含む土木工

事 ，全施設の竣工写真をカラーで掲載。約80頁)

・概説( 関西財界の動き ，万国博の問題点とそ



建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

71【771' トZ喜 専 業 大J吉

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

套歪矢偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北 i討央I l U4 ー 1 ( 英和l ビル )

直ￌｬￚｾＡＡＺ話神戸 Ｈ ＳＳ Ｉ 0881- 3  

支 l吉 大| 仮山北区新1笠IIIT50(堂ビル 51; 皆 502号室)

直 j凶 屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八 11
1
最iill 1 - 5  (屯 話 @2 9 2 3)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ｾｉｩＭｾ 古ｾ帯

) 苧 ヲ q イ ト

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 8 - 4 ー 11 電話 (571 )2703- 4・2370・4064 ・0264

大 阪 出 妓 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 り 2- 3- 1 電話 (921) 2 4 9 7 . (922) 7 2 8 0

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 脱 出 張 所 札 峡 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

l 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種t

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドア ー ・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

78 

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 ( 981 )'0 6 1 5 - 0 6 1 8  



空 間 設 備 の 頁

設 計 ・施 工

雲喜朗目玉業社

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《長

東京都港区芝浜松町 2 ー7 電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電話 ( 302) 2271 ( 代)

北 海 道 仙 台 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

all 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 績 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

空 気 調 和 設 備

設 計施 工

衛 生 設 備

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

@  大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・神 戸 ・ 広 島

出 版 所 京 都 ・ 岡 山 ・高 松 ・熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 3 山 ・福 井 ・ 笠 岡

φ  三建設備工業株ま奮祉

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 10 - ' 30 電 話 ( 922) 625 1 ( 代)

東 京 都中央 区 日本 橋 繍 殻町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支唐

本 社

支 社

空 気 鯛 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 s 閏 町 16 番 地 m鯖 ( 363) 大代表1371

東京都千代田区神田小川町2丁目 l 番地 電栃 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話 ( 47) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76) 代表3795

名 古 屋 . ) ; { 山 ・福 井 ー京 都 神 戸 ・ 松 江

設 計 施 工

生

気

水 ・ 街

房 ・換

排

冷

給

R量

式

社

株

会

ｾ、

:zx 
商株 式 会 社

社

r.5 

本

支

所

取 締役 社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7 l 51( 代)

京 都市 東 山 区大和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代)

神 戸 市 生 田 区下 山手通六 ノー・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

l 7h 

プ1.
阪 城 口 研大

出扱所

社

A 、

ヱミ
業 株 式工賀須

ｾｱＭｾｈＨ 円 ・空気側和 ｅ 量備・給排水衛生投傭・塗装設備

・蒸気噴射式; 令事機/ 設 計 ・ 別 作 ・ 施 工

建材社

株式

会 社- zi }苫コー
衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

康 一 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

営業所 一 広 島 出張所一北九州

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 臨 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑥ ( 203) 3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑨ (211) 1535 代

出張所= 札 幌・仙 台・盟 国・金 沢・神 戸

広 Q ・絵 山 福 岡 パ ン コ ッ ク

⑧ 
支

冷 凍 冷 蔵地 盤 凍 結空 気 調 和

信 研 冷 機 踊 宣 言 告 枝

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピノレ 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 76l (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

社

東京営業所

本

⑧ 

水浴 ・衛 生 . B.愛冷房 ・其{也管 E 司1

設 計 並 施 工

( 旧斎泌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1 - 5 番

東 京 本 社 東 京 初 千 代 田 区 大 手田T 2 の 8 lJI: j 也( 日本ピル)

O'I! 以 来 京 ( 270) 7  4  1  1  Is: ( 代 必 )

-+"lA' !' ?常業所 札制市南大 ｪ 曲函 Ｔ 丁目ｬＮｦｾＩｉＡ［ｬｕｬＭｬピル ￯ｕＮｴ Ｎｲ ｩ 札帆 ｾ［［Ｗ Ｚ， Ｖ
if!; iJ( 引業所金沢市高! 品] 闘f .2 -/tIo- T- 6 ｾ［Ｍ '，[ Ui ;て在 日包12(

部}TH! ，，; 匝所品. ¥ JI' di 御 幸 吉 の l γt ，lA 品Jt-切

内総出'j 世所 ，ffj 松 ，Ii 2  待 r  9  γ百;i i.- ［Ｚ Ｂ ［ｾ松 ω
国 ｩｬｬ ｬｊ出，Ｊ［ＧＱ，斤岡山市大 Ｈｊｾ 3  8  0 の 1 '，[Ui; j晶l山海，>486

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

。( 361) 5  1  7  7  ( 代)

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  電 話 I(364) 0  9  :， :， ( 代)

本 社 点 京 邸 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

J 舌 ( 211) 8  5  1  1 ・8 5  6  1  (1¥: ) 

台 市 新 伝 馬 町 6 0  

J舌 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

3舌 ( 971) 3  6  2  1  

冷 暖 房 Y  科 柿 サ ッ シ

給排水、衛生水道 ｾ＠ 環 境 術 生 胞 設

電 気 1 =、荷 役 迎 搬 機 械

厨 房 T ーーー可「 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代必3071

本 底東京ー日比谷・三倍ピル

支 唐名古屋、福岡、: f ' L腕、広島、仙台、富山

出 張 所繍浜、金沢、静岡、高松

f山仙 台 支 庖

j1J  集 暖 ; 令 房 ・ 換 気 ・温 湿 度 空 気 翻 和 設 計

大 正 二 年 病 院 穏 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

芸 誌 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東京鶴千代田区丸の 内 2 の 2 丸ピル 6 7  6 号

電 話 Ｒ Ｑ ＲＨ 代 ＩＳＷｾ Ｑ

大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 唐 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 信 61(代 )4371

名 古 屋 腐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

11118 261  (代 ;0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681(代) 1781

阪 腐 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の l大

名古屋支庖

79  
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空 調 設 備 の 頁

平' " 互業株式会社@  

設 計 ・地 工

ヰ土本

大阪l I i 西区江戸功1:) 凶2 の 2T E L  ( 441)間 1994 ，( 443) 間0331

空気調和 ・恒 j R恒湿・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

暖 ・ 冷房 ・空 気 品 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

@ 不ニ熱鉱業締ま曾紅
品ｾ

-← 
釜拘ｦ￭ｾ＠高回

大阪市南区 ｩｬｬｴｩｩｾ 町 Ｒ - 5  0  電話 261 ー2436聞

東京都大町区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773- 1231(1り

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 百11 ・ 神 戸 ・ 稲 岡

本 庖

東京支底

営 業 所

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支府

社本

冷 暖 房 ・ 温 温 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

<<iinu. 空気調和装置 各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
社

大阪市西区京町堀 1 丁目 6 2 m品 (443) 代 必8161- 9  

名古良市中村区水玉町 l の 1 2  屯 "5(541) 0966( 551)1655 

東京都港区亦坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤坂ピークピル 5 附 1tl.，活 (583) 1  4  6  7  

神 戸 市 生 III I X ' 北長狭通 7丁目 l の 1 1tr; ，孟 (34) 1778 ・4386

A

S

A

 

式キ来業田山

本社

支 応

出様F斤

大 阪 市 北 区 堂 品 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

泣 訴 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京都中央区日本締本石田J 4 ー 2 ( 三井第二別館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

t埼 玉 県 北 足 立 郡 ・東 京 郎 足 立 区

社

庖

川

崎

本

支

工

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 善 寺 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ ア ル ミ ・ サ ッ シ ・ ド ア ・ シ ャ ッ タ ー

設 言| ・ 製 作 ・ 施 工

銅 機 株 式 会 社

大阪市東区高麗橋 5 - 4 5  ( 興銀ピ J レ別館)

. U 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

来 京 郎 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 審

点京都港区 11可麻布 4 - 15- 23( 第 5 興平11 ビル)

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

く m哩型里コ
空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

理 研

大 阪 支 腐

東 洋 委 理 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

本 社 ・ 工 場
T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・福 岡

空 調 事 業 部

古名庖支

2舎町産H観 S

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ ｆ 司 ｾｾｾｕ 司Ｚ ..  

ー1:...ー....
，_画、 東洋キャリア 工業Ｈ株Ｉ製品販売 Ｑｾ Ｎ特約 工 Ｇｊｾ 応

! ∞! 日本冷熱工産株式会社

、:::::;.;' 本社及大阪営嗣読ま訳者ま常1U寄 附

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天満橋北詰)

電 話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 包 括 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 包括 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 1l t 話③ 3 6  1  0  

($，11&. 

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支唐出張所 名古屋・福岡・札幌・仙台・高松 ・広島

会 社⑥ 

キ土

大 阪 営 蝶 所

本

四日市営纂所

大 津 出 張 所

津 営 難 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作5支給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 頴 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神橋筋六( 天六阪急ビル) ( 35 1) 4927代

大 阪 営 業 所 ( 35 1) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 渇 ( 328) 0363代

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南i凶4Tn 11 

出 張 所 = 京
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電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

Z

 

式電陽

ヰ土

営 業 所

朝

本

社

ト上

!-R Jj( 支 社

本

営 業 所

主 的

業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

飯，li 京区高関紙五丁目 二八番 j也 電話大阪 (202)0325- 9 需

本 社 東 京 航 千 代 田 区 商 神 田 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・丸 / 内 名 古 屋 ・ 福 岡

出 仮 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 償 浜 ・ 的 問 . 1 . ' i 山

社事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 悩 ぬ 区 上 悩 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452ー 1 1  5  1  ( 代 )

大 阪 市 此 花 区 恩 i' t 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462 - 1  3  0  1 ( 代 )

電 気 工 事 設 計 施 工

A

Q

玄エ藤エ太 陽

牛;

1立力工事本部

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の3 朝日ビルデイング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 三 反 閉 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

社

設 計 ・施 工

A

A

一

A
式

司'

株

と

切

れ

電 気 工 事

号 骨

司，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪，Ii I1主 * 1><: ｾｦＧ 江東之町 三 ｲ II .  Ii 

¥'lI Mi 大 阪 ( 9: H) ｻｾ￻＠ 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ' 2 1 9 :1  

大阪市城点[ 芝野江* 之町三了目 "也.tafi .k聞記 (' fII )7(X，1

奈良県f副11祈市i却llil j!f!り : 160 日II ，fi f卸l'庁 2 2607 ・12:i !1

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 点 京 ・名古屋・舞鶴・大阪南・神戸 ・広 仏 ・九州

A

Q

一
品式

努L
-
一
2

ロ
{

 

株

原

業

菜

エ

取 締 役 社 長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 拍 車 町 1 丁目 1 1  0 帯 地

也 君 舌 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品 川区西五反回 6丁目 25番 11号( 福島ピル)

司E 骨 舌 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 骨 舌 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

. 喝 ・ 千 葉 ・和 歌 山 ・ 名 古 屋

ェ

悦

血

(

敏

凡

又事工

昌

一

川電

社

庖

営 業 所

本

支

社

林

大阪市北区中I i 笠岡T 5  0  ( 掌ピル 7 階)

γli: ，l占 ;邸) 3  6  7  1  ( 代)

点 J;t dll 中 央 区 U 本 焔 箱 崎 町 3 r 口2 1ft!也

'，'lt ｉｾＡￎ 砂 Ｑ 4  7  8  ( { U 

川 崎 ・ -i' Ij 模 原 . tW . 悩 山

夫

株 式 会 社

代必 l[X締役

キ土

庖

本

支

群出号長戸斤出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

社

):三111 取締役社以

大阪 rfi I川区北早川以上 j凶 1 1"1 I  6  G  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

*  ｽｾ Ｎ 名古国 ・ ｬ ぶ山 Ｎ t，'/; 問

社イヌ

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 明 石 町 6 ー 2 3  ( 辻孝ピ J レ)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 Oi l H也

包 括 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ey 市 ・高 槻 市 ・姫 路

電 気 ・唖 冷 房 ・空 間 工 事 設 計 施 工

ro 

干上

宇土

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 芝 訟 岡T I I 1I 2 2

7立 川 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

* ボ 郎 港 区 赤 坂 1 r 日 5 /!I= 7  

' o' I J : 治 (481) 8  6  2  1  { ¥: ; 長

名 占 1" I i ・札 中 見 ・ 焔 |刈

池川・償 ｈｾ .  i.兵怯・姫路. : ' ，'j 松

本

支

営 業 所

営業所
市

神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 1ft 1也

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京郎港区新橋 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪商 ・札 帆 名 山 屋 ・山 11di ・絵山 徳山

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 傍 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津 . ｉｾ Ｑ＾問 ・ 水 ｪ ゐ ・ 福岡

電 気工 事 ・富十装 工 事 ・設 計施 工

A

Q

一

A

社

A

Q

Z

 

取締役社長

大社

東 京 支 E1i

本社本

支r . s

蛍 業 所

所

81 

張出



Board&Sl ate 

建 材 ・ そ の 他 の 頁

フ タ パ 需 3阪
大阪市東住吉区桑i 位町三丁日 1 0 1 番地 屯ぷ大阪 (717)4561- 2  

ト弓 1 ・ヒュームヤき

てン手Lーヲー・ミ〉たjレ

⑪/同 盟密会界

曾

六

日

商

抗

日

幸

官

一

一

一

域

開

窓掛、 鍛帳 、 日 際 、 壁 紙 室 内 装 飾 織 焼、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. . ，ト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 枇

大 阪 市 東 区 南久宝寺町四丁目 ( 心 斎橋 筋 )

電 話 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営 業 所 名 古 屋 ・ 福 岡

K A N D A N  

・空気調和設備 ・給排水衛生設備

・各種送排風機 設計施工

Standard 

⑩ 

本社営業所 、大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電 話(702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・福 岡

. 内o: t df . . ，ゴーレックス防水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

⑪翠 P1芳界8 義思電磨

タイル新発売

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

庖奉 仕 感 謝 のの

( カタ ログ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  
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• • • • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水剤

。3

融11

近代建築の要求する

• • 
建 材 の 頁

製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 • 
実 111イ色安委t 7)

もメント吻) f<

ZE 黒 川 化 学 工 業 所

本庖工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 倒 2723

N. G. C. 式

米 国 パ ブ コ ・ ア フ ァ ル コ ン パ ン。 I 回 目

米国バイヤーライト・アスフアルトコンパ ンド J " ^  

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

肉升互業株式会結

工場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番 地

ス チ ー ル

77) レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャツ今一

• ド ア ー ハ ン ガ ー

fhT K 乏
套22 三 高 製 作 所

本 社 ・工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8  0 番 地

明E 館 大 阪 ( 499) 8  1  5  1 代 表

※ 特 許 /1¥ 1異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

言量 言十

製 イ乍

施 工

/1¥俣シャIV' - 1 - 工業椋式会社大阪支庖
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キ

建 材 の 頁

--

ネ土

-0、

ｾ＠青 株 式
j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471)
2  4  

。

大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

漆

喰

差

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

〉

全固有名建材庖又は当社へ

@  

警 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

弓予 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本町 4 丁目 2 6 番地 T  E  L  *w. i  (  

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

十

，

畠

月

、

.

・

す

‘

ぜ

か

・

・

新

い

す

e
s

-

-

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

錦

紋

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

老見る

① ソ フ ト な 感 覚 、 優雅 な 味

② ペ イ ン ト塗 料 に優 る

③ 塗 り か え 自 由

④ 安 価 で 塗 り よ い

⑥ 洗 い も 下 地 も 自 由

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ ｾｊι

q ィs，z，

ョート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・(541) 5757 - 9  

営 業 所 東京・ 高槻 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・四国 ・中国

イ寸i星
""" E司水

*-
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日本建築協会優良証明

J I S合格品

御一報次第型録並仕様書進呈

ウォータイト式防水工事代行庖

安藤工事 T E L福 岡 (28) 5207 

川添商庖 T E L 鹿児島 (51) 0001 

大三工業 T E L高 松 (51) 6811 

伊 東工業 T E L徳 島 (52) 6880 

豊永建材 T E L広 島 (61) 6371 

東邦防水 T E L札 幌 (82) 3133 

タ 然 え な い

オフ才L るご、、

腐 ら な い

建 材 の 頁

セメント硬化促進増強防水剤

-' i7t-q.イトB雪

合成樹脂系防水剤 ス ー パ ー ウ オ ー タ イ 卜

合成コ、ム系防水剤 ウオータイト K

( : 7 ロロプレン系)

合成ゴム系防水剤 ウオータイト U

25 日本セメント防水剤製造所

大 阪 事 務 所 T E L大 阪 ( 941 ) 2 6 2 6 ・2 6 2 8

宝 塚 市 高 台 T E L 宝 塚 ( 86) 2  1  5  3  

名 古 屋 出 張 所 T E L 名 古 屋 ( 331) 1 5 3 1

仙 台 出 張 所 T E L 仙 台 ( 23) 0  7  2  1  

東 京 出 張 所 T E L 東 京 ( 431 ) 8  6  4  8  

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 事 重 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

t皮中反主見オ名 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工ｾ， ｊｾ￟ｾｊｾ 製造株式会祖

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本 社 内 '! 1 りよ尼崎市昭和南通り 3 - 26松 本 ピ ノ レ 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 T  fI 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 Fli 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 (488) 1081代 表

九 州 支 l吉 及 工 場 稲 岡 県 述 1' 1 : 郡 水 巻 町 頃 来 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支1苫 及 工 場 名 占 展 市 中 村 区 泥 江 町1の 24第 2中経ピノレ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4
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建 材 の 頁

T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 抑 込 力 に 変 え る の で 完 全 無 振 動 無 騒 背 で す 。

2.根 入 長 さ が 長 く 安 定 し た 支 持 杭 が 地 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 柏 は あ り ま せ ん 。

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 者 さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待 出 来 ま す 。

5.何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下室 の あ る 建 築 に 最 適 で す 。

ｾ、 旦 ｅ 且 ＲＲ ・ＺＺＮ官園園田園圃司 ｲｾ 冒］Ｍ］

く当iv 綜読書事主正司区歪雪 I p A P n  

・ 本 ヰ 土 大 阪 市 点 区 間 関 僑 2 の 20( 悶 腿 新 ピ ル) T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代 }

. 名 古 屋 支 l苫 名 古 掛 市 中 区 錦 1 - 3 - 2 ( 殖 産 ピ ル )

. 福 岡 支 I苫 福 岡 市 亦 坂 1 - 15- 33( 第 二 菊 陽 ビ ル )

・ 営 業 所 * 京. ｉｾￎＧ ｉ 湖 Ｎ｢｜ 山 ー 広島熊本ー鹿児ぬ ・ 工 場 大 阪 ー名 占 以 鹿 児 品

モルタル・コンクリート用

本 マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 擁 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 カ を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

* A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

* セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の l夜 蝕 ・腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・| 坊 混 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z : Z: : ' - I - (り ン ト 吋1]). %. - : ' - 16. 瓶詰紅)

関 東 営 業 所

東 北 営業 所

セ メ ン 卜 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ 一

株式 ｾＢＧｂｾｉＢＧＢ ・司 ｆ 圃圃昏」且
会 社 .II.......... ・L . . . . _  

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15- 1 哩量
東 京 (774)  4111代 表

茨 械 県 七 浦 市 大 田r 1  2 1 3  官E 土 j甫 ( 2 1) 5 1 8 9  

福 五 玉 県 福 島 市 下 聖 子 寺 字 逮 原 哩E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一報次第

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 哩E 盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

カタ ログ進呈し ます
大 阪 営 業 所 大 阪 市 点 成 区 点 中 本 2 ー 17 - 2 6

哩E 大 阪 (971)  4  7  6  5  
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全く新しい床タイルてす

= 星 ピ サ ロ ン は 、 従 米 の ビ ニ ー ル タ イ 々 と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 速 い ま す。血ビの他に最近開発さ

れ た がf しい共重令体の特殊樹脂を用いた Ilhj 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

とは対照的な静止した別代模様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

三 星 ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

立 任 施工 の 出 米 る 協 組μ が人念な仕上げをします。

これからはピサロンの時イt です

ニ 星 ピサロンの新しい色調、パターンは、. l Jl 代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。東京浜松町の超高層世界貿易

センタービルの 4 F以上の各階エレベーターホール

にも、使間されております。と三星ピサロン とはその

模様がフランスの画家ピサロのタ ッチに似ている

乙とから、名付けられたものです。

合

合

組

組

問

同

協

協

業

業

¥
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事

事

ヨ

ロ

事

事

E

ロ

工

工

口

一

口

床

床

E

F

M

跡

専

東

西

/

¥

ゼ冒自主

合 規 絡 = 333. 3 X 333. 3 X 2 "Ym 9 枚 1m'

333. 3 X 333. 3 X  3 弘 9 枚 / が

女 色 数 = 18色

安 価 格 = 2' 弘厚品 1，200円 1m' (300m' 以上)

3 明 j享品 1，800円 1m' (300m' 以上)

小部屋割l増 ・ 階 段4 0 %高
製造 元= 田島 応 用 化 工 株 式 会 社



建築と社会“ ARCHI T E CT URE A ND  S OCI E T Y " 第 5 1輯第 10号

・昭和何年 10 月25日発行( 毎月 l 図25日発行) ・昭和 24年 3 月19日第 3種郵便物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐久 品

- 本品は特に名古11品の材料を吟味し、表聞が錆

びないようポンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしておリます。

・焼イ寸E全装f : I : 上製品の他に、他の持出し吊の腕

if ll  ( 吊込後日i¥から露出する部分) に s u  S  27 

( 18.8) ステンレス製 へア ーライン仕上の化粧

カバーを付けてあります。

・回転者11分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを i伏入しであります。

圃別裂の設計製作をも歓迎致します。

三 後 建 材 工 業 株 式 会 社

- 弊 社 製 立 枠 付

ピ オ! ' y トヒ ン ジ

(;j: 

実 用 新 築 登 録

第 5 173 16号 の

立 枠 に は 何 ん ら

低 触 致 し て お η

ま せ ん 。

k
υ
 

民

u

k
υ
 

本社 大阪市生野区巽矢柄町 151 f i (06) 751ー 3653- 5/ 東京出張所 東京都墨田区本所2 ー 11- 11 f i ( 03 )623 - 7677 

わが国初の戻り燃焼方式. グ

8 0 0 型 k

W T P水管ボイラ

e 25
l j H までトレ ー ラ で 輸 送 で き ま す

4寺5午出願 中

特 長

・ポイ ラ 効 率 90 - 88 %  

・ すす吹きは ワン タッ チ

・構 造 簡 単 ・小 形 軽 量

・スチームア ップが早い

くその他の営業品目 〉

用廃水処理装置

株式会社卒川鉄工所

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 I T 呂 11 番 地 電 話 ( 06 ) 458 - 8 6 8 1  ( 代 )

東 京 支 l苫 東 京 都 中 央 区 八 重 ，州 6 の 7城 辺 情 ヒ J レ 電 路 ( 03 ) 272 - 2721 ( 代 )

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 l の 6 中日ビノレ 電 信 ( 05 2) 26 2 - 2451 ( 代 )

札 幌 2 6 - 8 0 1 8 福 岡 7 6 - 3 1 4 6 ;技 賀 ヱ 地 ( 0 7758 ) 7  - 1450 

. ご入会のお申込は 社 団法人 日本建築協 会 干 541 大阪市東区北浜3- 37 電 話 大 阪( 06) 231- 9648 ・9649 ・9640 振 替 口 座 大 阪39975番

定価 300円 (送料共)


